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私
た
ち
が
是
認
し
て
き
た
「
自
由
競
争
」
は
他
者

へ
の
思
い
や
り
を
忘
れ
た
「
弱
肉
強
食
」
と
言
う
獣

性
さ
え
も
感
じ
る
激
し
さ
で
、
大
き
な
貧
富
格
差
を

も
た
ら
し
、「
民
主
主
義
」
の
象
徴
た
る
「
選
挙
」
の

弱
点
が
独
裁
的
な
為
政
者
を
誕
生
さ
せ
る
ケ
ー
ス
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
も
う
す
ぐ
八
十
五
歳
と
な
る
私
と
し
て
は
、
こ
う

し
た
事
態
に
何
も
で
き
ず
、
せ
め
て
戦
争
だ
け
は
や

め
て
も
ら
い
た
い
と
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　
幼
年
期
、
外
地
で
敗
戦
後
「
難
民
・
軟
禁
生
活
」

と
「
引
揚
行
」
で
、
筆
舌
に
尽
く
せ
な
い
恐
怖
と
飢

餓
と
不
安
を
体
験
し
た
私
と
し
て
は
、
何
が
あ
っ
て

も
戦
争
は
避
け
る
べ
き
と
願
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

わ
が
国
は
戦
後
七
十
七
年
間
、
戦
争
で
他
国
民
を
一

人
も
殺
さ
ず
、
自
国
民
も
一
人
も
殺
さ
れ
て
い
な
い

と
言
う
大
き
な
誇
り
を
持
つ
国
で
す
。
今
や
わ
が
国

が
世
界
に
誇
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は「
長
寿
」

と
こ
の
「
戦
争
放
棄
」
し
か
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す

が
、
こ
の
誇
り
を
守
る
た
め
に
は
、
最
優
秀
人
材
に

よ
る
外
交
力
の
質
・
量
の
強
化
こ
そ
喫
緊
の
課
題
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
と
戦
後
の
日
本
ば
か
り
か
世
界
的
に
も
、

「
他
者
へ
の
思
い
や
り
」の
心
が
薄
れ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
面
の
幼
児
期
か
ら
の
教
育
の
強
化
も
我
が

国
の
将
来
を
考
え
た
時
、
絶
対
不
可
欠
な
戦
略
で
あ

る
と
、
献
体
と
言
う
究
極
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に

賛
同
し
た
私
と
し
て
確
信
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
以
上
、
最
近
の
私
の
思
い
を
述
べ
ま
し
た
が
、
今

般
千
葉
大
医
学
部
よ
り
提
示
さ
れ
私
も
当
然
の
成
り

行
き
と
賛
同
し
ま
し
た
千
葉
白
菊
会
体
制
変
更
に
つ

い
て
一
言
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
結
論
的
に
申
し
ま
す
と
会
員
の
皆
様
に
と
り
ま
し

て
は
、
何
の
変
わ
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
本
来

あ
る
べ
き
姿
に
な
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。

　
大
学
の
法
人
化
に
伴
い
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法

令
遵
守
）
上
、
千
葉
大
学
の
献
体
活
動
は
新
設
さ
れ

た
千
葉
大
学
医
学
部
「
献
体
委
員
会
」
に
於
い
て
運

営
方
針
が
取
り
決
め
ら
れ
ま
す
。
千
葉
白
菊
会
は
消

え
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
今
ま
で
通
り
県
民
か
ら

見
た
献
体
登
録
の
窓
口
と
し
て
存
在
し
、
私
た
ち
は

白
菊
会
活
動
を
は
じ
め
大
学
医
学
部
の
教
育
活
動
に

協
力
・
支
援
す
る
事
に
は
何
ら
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
白
菊
会
役
員
の
人
材
難
と
高
齢
化
と
言

う
観
点
か
ら
も
望
ま
し
い
形
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
従
っ
て
、
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
口
コ
ミ

に
よ
る
献
体
者
の
勧
誘
な
ど
従
来
以
上
の
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
本
件
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
誌
　
ペ
ー

34

ジ
の
「
新
体
制
！
千
葉
大
学
献
体
委
員
会
か
ら
の
ご

報
告
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
今
年
は
我
が
国
に
と
っ
て
太
平
洋
戦
争
敗
戦
か
ら

七
十
七
年
目
の
年
で
す
。
そ
の
七
十
七
年
前
が
明
治

維
新
の
年
で
す
か
ら
、
何
か
重
大
な
変
化
の
き
っ
か

け
に
な
る
年
回
り
に
当
た
り
、
日
本
に
と
っ
て
も
世

界
に
と
っ
て
も
、
明
る
い
希
望
の
持
て
る
時
代
へ
の

端
緒
が
感
じ
ら
れ
る
年
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
飽
く
な
き
人
類
の
欲
望
に
よ
っ
て
地
球

環
境
は
破
壊
さ
れ
、
気
象
異
変
や
未
曽
有
の
自
然
災

害
や
パ
ン
デ
ィ
ミ
ッ
ク
が
招
来
さ
れ
、
そ
の
上
、
予

想
も
つ
か
な
か
っ
た
武
力
に
よ
る
他
国
へ
の
侵
攻
さ

え
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
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トピックス

　
千
葉
大
学
医
学
部
の
新
し
い
学
舎
・
医
学
系
総
合
研
究
棟
が
完
成
し
、

授
業
も
研
究
も
そ
ち
ら
に
移
っ
た
の
に
伴
い
、
長
ら
く
千
葉
大
学
の
医

療
・
医
学
教
育
・
研
究
を
育
ん
で
き
た
医
学
部
本
館
が
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

　
医
学
部
本
館
は
、
当
初
附
属
病
院
新
館
と
し
て
１
９
３
６
（
昭
和
　
）
11

年
３
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。
関
東
大
震
災
の
被
災
を
教
訓
に
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
の
堅
牢
な
構
造
と
し
、
工
事
に
は
実
に
５
年
の
歳
月
を
か

け
て
い
ま
す
。
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
貼
り
の
外
観
や
、
入
口
ホ
ー
ル
吹
き

抜
け
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
な
ど
、
デ
ザ
イ
ン
的
に
も
質
が
高
く
、
竣
工
当

時
は
「
東
洋
一
」
と
称
せ
ら
れ
ま
し
た
。　
　
　

　
第
二
次
大
戦
中
は
、
千
葉
市
街
の
大
半
が
空
襲
で
焼
け
落
ち
る
中
、

１
９
４
５
（
昭
和
　
）
年
７
月
の
大
空
襲
に
も
無
傷
で
、
被
災
者
の
救
護

20

を
行
い
数
多
く
の
人
々
の
命
を
救
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
１
９
７
８
（
昭
和
　
）
年
に
新
し
い
附
属
病
院
（
現
在
の
病

53

院
に
し
棟
）
が
完
成
し
、
病
院
の
機
能
が
移
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
医
学
部

学
舎
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
病
院
と
し
て
約
　
年
、

40

そ
し
て
医
学
部
の
学
舎
と
し
て
も
　
年
、
多
く
の
医
療
者
を
育
て
て
来
た

40

医
学
部
本
館
・
・
・
・
・
そ
の
歴
史
が
、
今
閉
じ
ら
れ
ま
す
。
名
残
は
尽

き
ま
せ
ん
が
、
千
葉
大
学
医
学
部
の
新
し
い
歴
史
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
医
学
系
総
合
研
究
棟
は
こ
の
旧
医
学
部
本
館
と
附
属
病
院
を
結

ぶ
道
の
途
中
に
あ
り
ま
す
。
千
葉
白
菊
会
の
事
務
局
も
こ
ち
ら
に
あ
り
ま

す
の
で
、
お
間
違
い
な
い
よ
う
に
。

千葉市所在地

昭和１１年竣工年
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森
田
　
正
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様
 

千
葉
市
若
葉
区

 

令
和
三
年
五
月
五
日
 

　
歳
73

故
　
清
水
　
て
る
　
様
 

習
志
野
市

 

令
和
三
年
五
月
三
日
 

　
歳
88

故
　
重
政
　
俊
一
　
様
 

市
川
市

 

令
和
三
年
五
月
七
日
 

　
歳
88

故
　
村
本
　
勲
　
様
 

船
橋
市

 

令
和
三
年
五
月
十
日
 

　
歳
79

故
　
匿
名
希
望
　
様
 

松
戸
市

 

令
和
三
年
五
月
十
日
 

　
歳
83

故
　
大
井
手
　
豊
　
様
 

茂
原
市

 

令
和
三
年
五
月
十
六
日
 

　
歳
87

故
　
鈴
木
　
正
雄
　
様
 

鴨
川
市

 

令
和
三
年
五
月
十
八
日
 

　
歳
90

故
　
山
根
　
康
次
　
様
 

千
葉
市
美
浜
区

 

令
和
三
年
五
月
二
十
三
日
 

　
歳
92

故
　
日
沖
　
都
　
様
 

木
更
津
市

 

令
和
三
年
五
月
二
十
八
日
 

　
歳
90

故
　
上
野
　
知
子
　
様
 

我
孫
子
市

 

令
和
三
年
六
月
一
日
 

　
歳
92

故
　
平
川
　
康
彦
　
様
 

茂
原
市

 

令
和
三
年
六
月
一
日
 

　
歳
92

故
　
森
川
　
惠
子
　
様
 

東
金
市

 

令
和
三
年
六
月
六
日
 

　
歳
92

故
　
町
山
　
一
郎
　
様
 

松
戸
市

 

令
和
三
年
六
月
十
七
日
 

　
歳
81

故
　
長
谷
川
　
 
夫
　
様
 
木
更
津
市

 

令
和
三
年
七
月
四
日
 

　
歳
101

故
　
宇
治
木
　
ユ
ミ
子
　
様
　
千
葉
市
緑
区

 

令
和
三
年
七
月
九
日
 

　
歳
85

故
　
後
藤
　
公
一
　
様
 

習
志
野
市

 

令
和
三
年
七
月
十
九
日
 

　
歳
67

故
　
飯
野
　
妙
子
　
様
 

船
橋
市

 

令
和
三
年
七
月
二
十
三
日
 

　
歳
79

故
　
向
山
　
富
子
　
様
 

佐
倉
市

 

令
和
三
年
七
月
二
十
四
日
 

　
歳
97

故
　
柴
田
　
雅
朗
　
様
 

千
葉
市
花
見
川
区

 

令
和
三
年
七
月
二
十
五
日
 

　
歳
87

故
　
倉
持
　
房
枝
　
様
 

我
孫
子
市

 

令
和
三
年
七
月
二
十
八
日
 

　
歳
88

故
　
野
村
　
烈
男
　
様
 

四
街
道
市

 

令
和
三
年
八
月
二
日
 

　
歳
76

故
　
本
領
　
基
男
　
様
 

市
原
市

 

令
和
三
年
八
月
七
日
 

　
歳
86

故
　
林
　
弘
子
　
様
 

習
志
野
市

 

令
和
三
年
八
月
十
五
日
 

　
歳
69

故
　
坂
本
　
ス
ミ
子
　
様
 
松
戸
市

 

令
和
三
年
八
月
二
十
日
 

　
歳
91

故
　
小
杉
　
喜
子
　
様
 

浦
安
市

 

令
和
三
年
八
月
二
十
二
日
 

　
歳
84

故
　
和
田
　
幸
夫
　
様
　
　
千
葉
市
花
見
川
区

 

令
和
三
年
八
月
二
十
五
日
 

　
歳
74

故
　
阿
部
　
ち
づ
代
　
様
 
市
川
市

 

令
和
三
年
八
月
二
十
六
日
 

　
歳
72

故
　
渡
邊
　
朝
治
　
様
 

千
葉
市
緑
区

 

令
和
三
年
八
月
二
十
九
日
 

　
歳
89

故
　
大
語
　
ス
ミ
江
　
様
 
富
津
市

 

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日
 

　
歳
95

故
　
藤
田
　
光
三
　
様
 

市
川
市

 

令
和
三
年
九
月
二
十
八
日
 

　
歳
88

故
　
齋
藤
　
忠
司
　
様
 

市
川
市

 

令
和
三
年
十
月
十
九
日
 

　
歳
85

故
　
青
木
　
幸
子
　
様
 

大
網
白
里
市

 

令
和
三
年
十
月
二
十
日
 

　
歳
99

故
　
北
村
　
眞
由
美
　
様
 
千
葉
市
稲
毛
区

 

令
和
三
年
十
月
二
十
一
日
 

　
歳
73

成
　
　
願
　
　
者
　
　
名
　
　
簿

成願者名簿

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
七
十
名
の
会
員
が
成
願
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
追
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 　
　
（
注
）
千
葉
大
学
に
献
体
（
 成
願
 ）
さ
れ
た
日
を
記
載
し
て
い
ま
す
。（
死
亡
年
月
日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

じ
ょ
う
が
ん
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旺

王

欧

翁

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

旺

王

欧

翁

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

故
　
松
本
　
勢
津
子
　
様
 
千
葉
市
花
見
川
区

 

令
和
三
年
十
月
二
十
六
日
 

　
歳
82

故
　
石
井
　
貢
　
様
 

木
更
津
市

 

令
和
三
年
十
月
三
十
一
日
 

　
歳
94

故
　
及
川
　
勉
　
様
 

松
戸
市

 

令
和
三
年
十
一
月
六
日
 

　
歳
85

故
　
小
金
谷
　
紀
之
　
様
 
鎌
ケ
谷
市

 

令
和
三
年
十
一
月
十
日
 

　
歳
81

故
　
渡
邉
　
義
雄
　
様
 

四
街
道
市

 

令
和
三
年
十
一
月
十
八
日
 

　
歳
78

故
　
土
屋
　
篤
郎
　
様
 

市
原
市

 

令
和
三
年
十
一
月
二
十
二
日
 

　
歳
96

故
　
永
留
　
繁
　
様
 

流
山
市

 

令
和
三
年
十
一
月
二
十
四
日
 

　
歳
64

故
　
熊
﨑
　
恒
　
様
 

八
千
代
市

 

令
和
三
年
十
一
月
二
十
五
日
 

　
歳
84

故
　
柗
本
　
美
代
子
　
様
 
千
葉
市
稲
毛
区

 

令
和
三
年
十
一
月
二
十
六
日
 

　
歳
89

故
　
古
幡
　
冨
美
　
様
 

船
橋
市

 

令
和
三
年
十
一
月
二
十
九
日
 

　
歳
97

故
　
石
和
田
　
敬
　
様
 

富
津
市

 

令
和
三
年
十
一
月
三
十
日
 

　
歳
71

故
　
福
島
　
正
男
　
様
 

習
志
野
市

 

令
和
三
年
十
二
月
一
日
 

　
歳
82

故
　
三
浦
　
里
子
　
様
 

銚
子
市

 

令
和
三
年
十
二
月
六
日
 

　
歳
95

故
　
中
村
　
百
惠
　
様
 

い
す
み
市

 

令
和
三
年
十
二
月
六
日
 

　
歳
90

故
　
秋
葉
　
和
子
　
様
 

八
千
代
市

 

令
和
三
年
十
二
月
七
日
 

　
歳
93

故
　
石
井
　
桂
子
　
様
 

市
原
市

 

令
和
三
年
十
二
月
十
三
日
 

　
歳
62

故
　
渡
邉
　
奈
々
江
　
様
 
習
志
野
市

 

令
和
三
年
十
二
月
十
三
日
 

　
歳
93

故
　
若
林
　
一
子
　
様
 

四
街
道
市

 

令
和
三
年
十
二
月
十
六
日
 

　
歳
91

故
　
白
川
　
傳
　
様
 

船
橋
市

 

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日
 

　
歳
90

故
　
利
根
川
　
ひ
さ
　
様
 
佐
倉
市

 

令
和
四
年
一
月
六
日
 

　
歳
94

故
　
小
出
　
博
司
　
様
 

千
葉
市
花
見
川
区

 

令
和
四
年
一
月
七
日
 

　
歳
84

故
　
大
坂
　
た
か
　
様
 

千
葉
市
中
央
区

 

令
和
四
年
一
月
十
二
日
 

　
歳
94

故
　
高
須
　
翠
　
様
 

鎌
ケ
谷
市

 

令
和
四
年
一
月
十
九
日
 

　
歳
80

故
　
藤
原
　
和
枝
　
様
 

柏
市

 

令
和
四
年
一
月
二
十
八
日
 

　
歳
78

故
　
遠
藤
　
田
万
延
　
様
 
山
武
市

 

令
和
四
年
一
月
三
十
一
日
 

　
歳
87

故
　
本
田
　
明
　
様
 

袖
ケ
浦
市

 

令
和
四
年
二
月
三
日
 

　
歳
86

故
　
南
本
　
喜
之
　
様
 

四
街
道
市

 

令
和
四
年
二
月
三
日
 

　
歳
82

故
　
篠
塚
　
公
雄
　
様
 

成
田
市

 

令
和
四
年
二
月
七
日
 

　
歳
91

故
　
内
記
　
幸
子
　
様
 

君
津
市

 

令
和
四
年
二
月
九
日
 

　
歳
101

故
　
中
西
　
甫
子
　
様
 

市
原
市

 

令
和
四
年
二
月
十
七
日
 

　
歳
90

故
　
森
　
佐
七
　
様
 

館
山
市

 

令
和
四
年
二
月
二
十
四
日
 

　
歳
85

故
　
髙
尾
　
三
樹
子
　
様
 
千
葉
市
花
見
川
区

 

令
和
四
年
三
月
九
日
 

　
歳
89

故
　
大
井
手
　
エ
イ
子
　
様
　
茂
原
市

 

令
和
四
年
三
月
十
日
 

　
歳
85

故
　
西
澤
　
千
鶴
子
　
様
 
佐
倉
市

 

令
和
四
年
三
月
十
四
日
 

　
歳
82

故
　
髙
田
　
保
彦
　
様
 

千
葉
市
中
央
区

 

令
和
四
年
三
月
十
四
日
 

　
歳
84

故
　
大
橋
　
明
　
様
 

松
戸
市

 

令
和
四
年
三
月
二
十
四
日
 

　
歳
93

故
　
菱
木
　
三
郎
　
様
 

成
田
市

 

令
和
四
年
三
月
二
十
九
日
 

　
歳
72

成願者名簿
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事業報告書

１
．
献
体
登
録
業
務

１
令
和
三
年
度
の
献
体
登
録
状
況
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

新
規
入
会
時
の
医
師
教
育
へ
の
承
諾
書
提

出
者
　
　
         五
十
七
人（
　
％
）

１００

…
解
剖
実
習
及
び
研
究
、
医
師
教
育
用
の

解
剖
体
は
　
%
充
足
さ
れ
た
。

１００

　
２
登
録
会
員
の
実
態
調
査

　
　
会
員
か
ら
の
変
更
届
や
返
信
状
況
を
通
じ

て
、
実
態
調
査
に
努
め
た
。

２
．
啓
発
・
広
報
活
動

１
遺
族
と
し
て
必
要
な
こ
と
を
会
報
で
繰
り

返
し
お
願
い
し
、
ま
た
保
存
版
と
し
て
の

「
ご
家
族
へ
の
お
願
い
」の
追
加
要
請
に
も

対
応
し
、「
無
条
件
・
無
報
酬
」
の
理
念
も

繰
り
返
し
訴
え
周
知
徹
底
を
は
か
っ
た
。

２
献
体
勧
誘
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
関
係

各
方
面
に
協
力
を
依
頼
し
、
縁
故
の
公
共

施
設
に
も
掲
示
を
お
願
い
し
た
。

３
総
会
で
実
施
予
定
だ
っ
た
講
演
の
内
容
を

会
報
に
掲
載
し
、
高
齢
者
の
健
康
保
持
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。

３
．
総
会
の
実
施
（
中
止
）

１
第
四
十
回
千
葉
白
菊
会
総
会
を
令
和
三
年

六
月
五
日
（
土
）
に
、
看
護
学
部
講
義
・

実
習
室
で
実
施
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状
況

を
鑑
み
、
中
止
と
し
た
。

２
同
日
の
講
演
会
を
、
千
葉
大
学
大
学
院
医

学
研
究
院
救
急
治
療
医
学
教
授
中
田
孝
明

先
生
に
よ
り
「
安
心
で
き
る
救
急
医
療
を

目
指
し
て
　
実
用
化
の
進
む
２
つ
の
シ
ス

テ
ム
」
と
題
し
て
実
施
す
る
予
定
だ
っ
た

が
、
総
会
中
止
に
伴
い
先
生
の
ご
承
諾
を

得
て
講
演
内
容
を
「
紙
面
講
演
」
と
い
う

名
目
で
会
報
に
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。

３
例
年
総
会
後
に
行
わ
れ
る
名
簿
奉
納
式
は

六
月
五
日
に
千
葉
白
菊
会
役
員
、
事
務
局

の
み
の
参
加
で
実
施
し
た
。

４
．
会
報
の
発
行

　
１
会
報
五
十
八
号
を
九
月
中
に
発
行
し
た
。

２
こ
の
会
報
に
「
紙
面
講
演
」
を
掲
載
し
、

会
員
か
ら
も
好
評
を
得
た
。

５
．
大
学
と
の
連
携

１
「
献
体
の
現
役
医
師
活
用
（
C
A
L
）

は
、令
和
三
年
度
で
六
〇
一
人
、
累
計

四
、
九
六
五
人
と
な
っ
た
。

２
令
和
三
年
六
月
五
日（
土
）実
施
の
第
　
回
９４

千
葉
大
学
医
学
部
解
剖
慰
霊
祭
に
、
会
長

の
大
澤
國
昭
が
会
を
代
表
し
て
参
列
し
た
。

３
医
学
生
の
解
剖
実
習
開
講
日
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
実
施
と
な
っ
た

た
め
、
事
前
に
会
長
の
献
体
動
機
な
ど
の

ス
ピ
ー
チ
を
ビ
デ
オ
収
録
し
、
学
生
に
は

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
披
露
し
た
。

４
医
学
生
の
臨
床
実
習
に
入
る
証
し
で
あ
る

白
衣
式
に
会
長
が
参
加
し
、
良
医
と
な
る

期
待
と
激
励
の
挨
拶
を
し
た
。

５
解
剖
実
習
最
終
日
に
行
わ
れ
た
解
剖
学
教

室
主
催
の
献
花
式
に
会
長
が
代
表
と
し
て

参
列
し
た
。

６
．
主
な
行
事
な
ど

　
１
令
和
三
年
六
月
五
日
　
名
簿
奉
納
式

　
２
令
和
三
年
十
月
四
日

　
  解
剖
実
習
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
ビ
デ
オ
参
加
）

　
３
令
和
三
年
十
一
月
二
十
六
日
  白
衣
式
　

　
　
　
　
（
於
　
ゐ
の
は
な
記
念
講
堂
）

　
４
令
和
四
年
一
月
二
十
六
日
　
献
花
式
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
於
　
献
体
の
碑
）

※
役
員
会
や
会
報
編
集
な
ど
の
会
合
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
中
止
や
メ
ー
ル
・
郵
便
連
絡
な
ど
に
よ
り
対
応
し
た
。

１，９１４前年度末在籍数

＋５７入 会 者 数
今
年
度
状
況

－７０献体成願者数

－３８転 籍 他

－５１増 減 数

１，８６３今年度末在籍数

（単位：人）

令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令
和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和
三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告

年
度
事
業
報
告
書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書

令令
和和
四四
年
三
月
三
十
一

年
三
月
三
十
一
日日
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収支決算書

令和３年度 一般会計収支決算書
（令和３年４月１日～令和４年３月３１日） （単位：円）収入の部

備　　　　考増　　　減決　算　額予　算　額項　　　　目
１．謝　 金

0900,000900,000　１　千 葉 大 学 医 学 部
２．補 助 金

0200,000200,000　１千葉大学医学部ゐのはな同窓会
0200,000200,000　２千葉大学医学部後援会
0200,000200,000　３一般財団法人同仁会
090,00090,000　４千　 葉　 県
090,00090,000　５千　 葉　 市
0100,000100,000　６千 葉 県 医 師 会

△ 928,53171,4691,000,000３．特別会計（寄付金）より組入
利息他10100４．雑 収 入

△ 928,5211,851,4792,780,000　 合　 　 計　

支出の部
備　　　　考増　　　減決　算　額予　算　額項　　　　目

コロナ禍により中止△ 410,0000410,000１．総 会 費
千葉寺供花料・ふろしき代等55,290245,290190,000２．慰 霊 祭 費
 △ 144,80055,200200,000３．顕 彰 費
コロナ禍により中止△ 50,000050,000４．懇 談 会 費

△ 102,105547,895650,000５．通 信 費
△ 18,705581,295600,000６．印 刷 費
△ 8789,12210,000７．会 議 費

△ 11,00049,00060,000８．実 費 弁 償 費
 △ 14,47045,53060,000９．交 通 費
新棟へ転居に伴う物品購入増28,42748,42720,000１０．消 耗 品 費

0120,000120,000１１．会 費 等
オンライン実施・参加費無料△ 150,0000150,000１２．総会・研修会参加費
振込手数料他△ 3,1746,82610,000１３．雑　 費

△ 107,106142,894250,000１４．予 備 費
△ 928,5211,851,4792,780,000　 合　 　 計　

0次年度へ繰越

（単位：円）収入の部
備　　　　考増　　　減決　算　額予　算　額項　　　　目

01,495,4081,495,408前 年 度 繰 越 金
84,000284,000200,000１．寄　 付　 金

000２．特別事業積立金振替
000３．一 般 会 計 よ り 振 替

84,0001,779,4081,695,408　 合　 　 計　

支出の部
備　　　　考増　　　減決　算　額予　算　額項　　　　目

△ 928,53171,4691,000,000１．一 般 会 計 振 替
△ 400,0000400,000２．特別事業積立金繰入
△ 295,4080295,408３．予 備 費
△ 1,623,93971,4691,695,408　 合　 　 計　
1,707,939次年度へ繰越

令和３年度 特別会計（寄付金）収支決算書
（令和３年４月１日～令和４年３月３１日）

特別事業積立金報告
　　（１）期首残額 200,000
　　（２）当期利息 4
　　（３）新規積立 0
　　（４）期末残額 200,004

令和３年度の予算額、決算額に関する帳簿および関係書類を監査した結果正確であることを認めます。
　令和４年４月２１日

監事　鈴　木　和　男
　監事　吉　澤　智　之
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一般会計（単位：円）
予算額収　入　の　部

１．補 助 金
90,000　１千　 葉　 県
90,000　２千　 葉　 市
100,000　３千 葉 県 医 師 会

0２．雑 収 入
1,500,000３．特別会計（寄付金）より組入
1,780,000　 合　 　 計　
予算額支　出　の　部

0１．総 会 費
120,000２．慰 霊 祭 費
50,000３．顕 彰 費

0４．懇 談 会 費
600,000５．通 信 費
600,000６．印 刷 費
10,000７．会 議 費
50,000８．実 費 弁 償 費
50,000９．交 通 費
20,00010．消 耗 品 費
120,00011．会 費 等
150,00012．全国 総 会 ・ 研 修 会 参 加 費
10,00013．雑　 費

014．予 備 費
1,780,000　 合　 　 計　

１
．
献
体
登
録
業
務

１
献
体
の
理
念
の
理
解
度
や
親
族

の
同
意
状
況
を
精
査
し
、
登
録

業
務
を
積
極
的
に
実
施
す
る
。

２
献
体
申
込
書
記
載
の
死
亡
時
の

連
絡
責
任
者
欄
へ
の
連
絡
者
順

位
の
記
入
を
徹
底
す
る
。

３
献
体
の
現
役
医
師
へ
の
教
育
・

研
究
（
C
A
L
）
に
つ
い
て
の

活
用
承
諾
書
の
　
%
取
得
を
目

１００

指
す
。

４
会
員
の
変
更
届
や
返
信
状
況
な

ど
を
通
し
て
、
登
録
会
員
の
状

況
把
握
を
引
続
き
実
施
す
る
。

２
．
広
報
・
啓
発
活
動

１
献
体
募
集
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
協

力
施
設
を
さ
ら
に
開
拓
す
る
と

と
も
に
会
員
に
も
会
報
に
て
協

力
を
依
頼
す
る
。

２
献
体
登
録
者
に
は
「
い
ざ
と
言

う
時
の
備
え
」
に
つ
い
て
周
知

徹
底
を
図
る
と
共
に
、
ご
家
族

の
対
応
や
死
亡
原
因
に
よ
っ
て

は
、
ご
遺
体
の
引
取
り
が
出
来

な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
を
説
明

す
る
。

３
「
無
条
件
・
無
報
酬
」
の
理
念

に
つ
い
て
も
、
繰
り
返
し
訴
求

し
て
い
く
。

３
．
会
報
の
発
行

１
九
月
中
に
会
報
　
号
を
発
行
す
る
。

５９

２
会
報
に
は
、
紙
上
講
演
の
内
容

を
詳
細
に
盛
り
込
む
。

４
．
大
学
と
の
連
携

１
解
剖
実
習
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
出
席

令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令
和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和
四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

令
和
四
年
度
事
業
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画

令
和
四
年
四
月
一

令
和
四
年
四
月
一
日日

特別会計〈寄付金〉（単位：円）
予算額収　入　の　部
1,707,939前 年 度 繰 越 金

200,000１．寄　 付　 金

0２．そ の 他

1,907,939　 合　 　 計　
予算額支　出　の　部
1,500,000１．一 般 会 計 振 替

0２．特 別 事 業 積 立 金 繰 入

407,939３．予 備 費

1,907,939　 合　 　 計　

し
、
献
体
動
機
の
発
表
な
ど
、

大
学
か
ら
の
要
請
に
は
積
極
的

に
参
加
す
る
。
又
、
実
習
修
了

後
の
学
生
と
の
懇
談
（
激
励
）

を
通
じ
て
、
医
学
生
の
人
間
的

成
長
に
も
可
能
な
限
り
努
め
る
。

２
医
学
生
の
臨
床
研
修
時
の
白
衣

式
に
参
加
し
、
白
菊
会
と
し
て

良
医
と
な
る
べ
き
期
待
を
披
歴

す
る
。

３
役
員
会
に
大
学
医
学
部
事
務
部

の
同
席
を
常
に
お
願
い
し
、
ま

た
必
要
に
応
じ
て
大
学
関
係
部

署
と
の
打
合
せ
会
を
開
き
、
大

学
と
の
連
携
の
質
と
量
の
向
上

を
図
る
。

５
．
主
な
行
事
予
定

１
九
月
中
旬
　
　
秋
の
彼
岸
供
養

２
九
月
末
日
迄
　
会
報
　
号
を
発

５９

行

３
十
月
上
旬
　
　
解
剖
実
習
ガ
イ

ダ
ン
ス

４
一
月
上
旬
　
　
解
剖
実
習
後
、

学
生
と
の
懇
談

（
激
励
）
会

５
三
月
下
旬
　
　
春
の
彼
岸
供
養

６
三
月
下
旬
　
　
篤
志
解
剖
全
国

連
合
会
の
団
体

部
会
研
修
会
・

年
次
総
会

　
こ
の
他
、
役
員
会
、
会
報
編
集
会

議
な
ど
年
数
回
実
施
予
定
。

　
但
し
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
応

の
情
況
に
応
じ
て
、
総
会
を
含
む
人

が
集
ま
る
行
事
関
係
は
令
和
三
年
度

同
様
延
期
ま
た
は
中
止
の
可
能
性
が

あ
る
。

令和４年度　収支予算書
（令和４年４月１日～令和５年３月３１日）

事業計画・予算
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紙面講演

転
倒
（
　
・
5
%
）　
⑤
関
節
疾
患
（
　
・
2

12

10

%
） 
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
衣
・
食
・
住
は
人
間
が
生
き
て
い
く

上
で
の
三
大
要
素
で
す
が
、
そ
の
「
食
」
を
支

え
る
の
が
口
腔
の
健
康
で
す
。
近
年
の
研
究
で
、

こ
れ
ら
の
原
因
の
一
部
に
フ
レ
イ
ル
（≒

口
腔

フ
レ
イ
ル
：
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
）
と
い
う
状

態
が
関
与
し
て
お
り
、
こ
の
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
寝
た
き
り
を
予
防

し
て
、
健
康
寿
命
を
さ
ら
に
延
ば
せ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
フ
レ
イ
ル
と
は

　
フ
レ
イ
ル
と
は
、
英
語
のFrailty

       （
虚
弱
）

を
語
源
と
し
、
2
0
1
4
年
に
日
本
老
年
医
学

会
よ
りFrailt

      y  を
フ
レ
イ
ル
と
呼
ぶ
よ
う
提
唱

と
、
お
お
よ
そ
　
年
前
後
の
差
が
あ
る
よ
う
で

10

す
。
で
は
な
ぜ
両
者
に
差
が
出
る
の
で
し
ょ
う

か
？
健
康
寿
命
と
は
、
言
い
換
え
ま
す
と
生
活

に
支
障
が
な
く
生
き
て
い
け
る
期
間
の
こ
と
で

す
。
つ
ま
り
日
本
人
の
平
均
寿
命
の
中
に
は
、

生
き
て
は
い
る
が
生
活
に
支
障
が
出
る
状
態

（
寝
た
き
り
な
ど
）が
平
均
し
て
　
年
前
後
あ
る

10

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
い
つ
ま
で
も

自
分
ら
し
く
元
気
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
こ
の

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

国
民
生
活
基
礎
調
査
（
2
0
1
6
年
）
で
は
、

要
介
護
に
な
っ
た
主
な
原
因
は
、
①
認
知
症

（
　
・
7
%
） 
②
脳
血
管
障
害
（
　
・
1
%
）

18

15

③
高
齢
に
よ
る
衰
弱
（
　
・
8
%
）　
④
骨
折
・

13

　
会
員
の
皆
様
に
役
立
つ
医
学
知
識
を
お
届
け
す
る
べ
く
、
今
年
も
紙
面
講
演
を
行
い
ま
す
。

　
講
師
は
、
口
腔
科
学
の
鵜
澤
一
弘
先
生
で
す
。

　
口口
腔
と
全
身
の
関

腔
と
全
身
の
関
係係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防
が
健
康
寿
命
を
延
ば

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防
が
健
康
寿
命
を
延
ば
すす
 　

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
口
腔
科
学
教

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
口
腔
科
学
教
授授
　
鵜
澤

一
弘

鵜
澤
　
一
弘

　
『
健
康
寿
命
』
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
？
こ
の
言
葉
の
歴
史
は
意
外
に
浅
く
、

2
0
0
0
年
に
W
H
O
（
世
界
保
健
機
関
）
に

よ
っ
て
「
健
康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制
限

さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る
期
間
」
と
定
義

さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
2
0
1
9
年
の
日

本
人
の
健
康
寿
命
は
男
性
　
・
　
歳
、
女
性
　
・

72
68

75

　
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

38『
平
均
寿
命
』
は
、
0
歳
の
と
き
に
何
歳
ま
で
生

き
ら
れ
る
か
を
予
測
し
た
「
平
均
余
命
」
の
こ

と
で
す
。
2
0
2
0
年
の
日
本
人
の
平
均
寿
命

は
男
性
が
　
・
　
歳
、
女
性
が
　
・
　
歳
で
、

81

64

87

74

い
ず
れ
も
過
去
最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。
健
康

寿
命
と
平
均
寿
命
を
単
純
に
比
較
し
て
み
ま
す
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紙面講演

　
フ
レ
イ
ル
の
基
準

　
フ
レ
イ
ル
の
基
準
と
し
て
、
5
項
目
（
１
，

体
重
減
少
、
２
，
疲
れ
や
す
い
、
３
，
歩
行
速

度
の
低
下
、
４
，
握
力
の
低
下
、
５
，
身
体
活

動
量
の
低
下
）
が
あ
り
、
3
項
目
以
上
該
当
す

る
と
フ
レ
イ
ル
、
１
ま
た
は
2
項
目
だ
け
の
場

合
は
フ
レ
イ
ル
の
前
段
階
の
プ
レ
フ
レ
イ
ル
と

判
断
さ
れ
ま
す
（
図
２
）。

　
す
な
わ
ち
フ
レ
イ
ル
と
は
、
年
を
と
っ
て
体

や
心
の
は
た
ら
き
、
社
会
的
な
つ
な
が
り
が
弱

く
な
っ
た
状
態
を
さ
し
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
に
は
、

①
健
康
な
状
態
と
要
介
護
状
態
の
中
間
地
点
で

あ
る
　
②
可
逆
性
（
し
か
る
べ
き
適
切
な
介
入

に
よ
り
機
能
を
戻
す
こ
と
が
で
き
る
）
を
も
つ

時
期
で
あ
る
　
③
多
面
的
で
あ
る
（
身
体
的
、

社
会
的
、
心
理
・
認
知
的
）
の
3
つ
の
要
素
が

あ
り
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
の
状
態
に
な
る
と
、
死
亡
率
の
上

昇
や
身
体
能
力
の
低
下
が
お
き
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
普
通
の
状
態
で
は
、
風
邪
を
ひ

い
て
も
数
日
で
良
く
な
る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、

フ
レ
イ
ル
の
状
態
で
す
と
悪
化
し
て
肺
炎
に

な
っ
た
り
、
身
体
能
力
の
低
下
に
よ
り
転
倒
し

て
骨
折
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
骨
折
に
よ
り

入
院
す
れ
ば
、
本
来
は
フ
レ
イ
ル
の
状
態
だ
っ

た
も
の
が
、
寝
た
き
り
に
移
行
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
の
状
態
に
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
、
フ
レ
イ
ル
の
状
態
に
な
っ

て
も
訓
練
に
よ
り
改
善
す
る
こ
と
は
、
要
介
護

状
態
に
至
る
可
能
性
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。 

さ
れ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
高
齢
者
の
一
部

で
は
、
加
齢
に
伴
い
心
身
の
機
能
が
若
い
こ
ろ

に
比
べ
て
徐
々
に
低
下
し
、
こ
の
フ
レ
イ
ル
に

傾
き
な
が
ら
自
立
度
が
低
下
し
、
要
介
護
状
態

に
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
１
）。 図１　改定日本版CHS基準（改定J-CHS基準）

図２　健康と要介護の間にあるフレイル
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オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
対
策

　
日
本
歯
科
医
師
会
が
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の

対
策
と
し
て
、
①
か
か
り
つ
け
歯
科
を
も
つ
こ

と
　
②
口
の
さ
さ
い
な
衰
え
に
気
を
つ
け
る
こ

と
　
③
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
す
る
こ
と

　
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
か

か
り
つ
け
歯
科
を
持
ち
、
定
期
的
に
受
診
す
る

こ
と
に
よ
り
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
早
期
に

発
見
し
、
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

ま
た
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
は
、
身
体
を
健

康
に
保
ち
フ
レ
イ
ル
自
体
を
改
善
さ
せ
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。　

　
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
に
は
、
歯

や
口
の
衰
え
に
早
く
気
づ
き
、
適
切
な
訓
練
や

ケ
ア
を
す
る
こ
と
が
大
事
に
な
り
ま
す
。
様
々

な
訓
練
方
法
や
ケ
ア
の
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、

今
回
は
日
本
歯
科
医
師
会
が
公
表
し
て
い
る

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
た
め
の
口
腔
体
操
を
紹

介
し
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す
2
）。

 

　
具
体
的
な
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
症
状
で
す

が
、
固
い
も
の
が
苦
手
に
な
っ
た
、
食
事
の
時

に
む
せ
る
、
食
べ
こ
ぼ
す
、
口
が
乾
く
、
滑
舌

が
悪
く
な
る
　
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
日
本

で
の
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
研
究
で
も
、
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
持
つ
人
は
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
を
持
た
な
い
人
に
比
べ
る
と
、
身
体
的
フ
レ

イ
ル
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
（
加
齢
に
よ
る
筋
肉
量

減
少
）、
要
介
護
認
定
、
総
死
亡
リ
ス
ク
が
2
倍

以
上
に
上
昇
し
ま
し
た
1
）。
こ
の
よ
う
に
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
は
、
全
身
が
衰
え
始
め
る
サ
イ

ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
図
３
）。 

　
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
は

　
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
は
、
オ
ー
ラ
ル

（O
ral

 
   ：
口
の
）と
フ
レ
イ
ル（Frailty

       ：
虚
弱
）

を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
あ
り
、「
歯
や
口
の

衰
え
」
と
い
っ
た
意
味
に
な
り
ま
す
。

　
近
年
の
研
究
で
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
が
全

身
の
衰
え
に
つ
な
が
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て

い
ま
す
。
で
は
実
際
に
歯
を
失
う
と
ど
う
な
る

の
で
し
ょ
う
か
？
野
生
動
物
で
は
、
歯
を
失
っ

た
場
合
は
食
物
（
獲
物
・
餌
）
を
摂
取
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
、
そ
れ
は

す
な
わ
ち
死
を
意
味
し
ま
す
。

一
方
、
人
間
の
場
合
は
、
歯
を

失
っ
て
も
入
れ
歯
や
歯
科
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
な
ど
で
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
加
工
さ

れ
た
や
わ
ら
か
い
食
事
を
用
意

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
し
か

し
自
分
の
歯
で
食
事
が
で
き
て

い
た
時
に
比
べ
る
と
、
食
べ
る

効
率
が
低
下
す
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
向
上
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

かみ
にくい

柔らかい
食物を
選ぶ　

かむ力
低下

かむ力
飲みこむ力
低下

心身機能
低下

筋力
低下

オーラル
フレイル
負の連鎖

図３　オーラルフレイルと全身機能の低下
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１　Oral Frailty as a Risk Factor for Physical Frailty and Mortality in Community-
Dwelling Elderly. Tanaka T, Takahashi K, Hirano H, Kikutani T, Watanabe Y, 
Ohara Y, Furuya H, Tetsuo T, Akishita M, Iijima K. J Gerontol A Biol Sci Med 
Sci. 2018 Nov 10;73（12）:1661-1667.
２　https://www.jda.or.jp.

５
　
舌
の
パ
ワ
ー
を
つ
け
る

•
舌
を
の
ば
し
て
ぐ
る
り
と
お
口
の
周
り
を

動
か
す

　
「
い
つ
ま
で
も
美
味
し
く
食
べ
て
元
気
に
」

を
目
標
に
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
こ

と
は
、
充
実
し
た
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に

も
つ
な
げ
ら
れ
る
の
で
す
。

１
　
お
口
・
舌
の
動
き
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る

•
口
の
体
操
：
①
口
を
す
ぼ
め
る
　
②

「
イ
ー
」
と
横
に
開
く

•
ほ
ほ
の
体
操
：
ほ
ほ
を
膨
ら
ま
せ
た
後
、

す
ぼ
め
る
と
い
う
動
き
を
数
回
す
る

•
舌
の
体
操
：
舌
を
左
右
の
ほ
ほ
に
強
く
押

し
つ
け
る

•
パ
タ
カ
ラ
体
操
：
パ
・
タ
・
カ
・
ラ
の
各

発
音
　
8
回
を
2
セ
ッ
ト
行
う

•
唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ

２
　
飲
み
込
む
パ
ワ
ー
を
つ
け
る

•
開
口
訓
練
：
①
ゆ
っ
く
り
口
を
開
け
　
秒
10

保
持
す
る
　
②
し
っ
か
り
口
を
閉
じ
　
秒
10

休
憩

1
日
　
秒
間
×
２
セ
ッ
ト
（
朝
・
夕
）
に
行
う

10
•
ベ
ロ
だ
し
ご
っ
く
ん
体
操
：
舌
を
少
し
だ

し
た
ま
ま
、
口
を
閉
じ
て
つ
ば
を
飲
み
込

む

３
　
か
む
パ
ワ
ー
を
つ
け
る

•
咀
嚼
訓
練
：
1
日
2
回
（
朝
・
夜
）、
2
分

間
は
リ
ズ
ム
を
決
め
て
、
3
分
間
は
自
由

に
、
合
計
5
分
間
ガ
ム
を
か
む

４
　
滑
舌
を
よ
く
す
る

•
早
口
言
葉
：
生
麦
生
米
生
卵
、
隣
の
客
は

よ
く
柿
食
う
客
だ
　
な
ど
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解剖実習・納棺式

　
令
和
三
年
度
の
医
学
部
二
年
生
も
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
キ
ャ
ン
パ
ス
内
へ
の
立
ち
入
り
が

制
限
さ
れ
る
、
と
い
う
非
常
事
態
の
中
で
授
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
十
月
四
日
の
解
剖
実
習
ガ

イ
ダ
ン
ス
も
Z
O
O
M
に
よ
る
遠
隔
授
業
に
な

り
ま
し
た
。
環
境
生
命
医
学
教
授
・
森
千
里
先

生
の
講
義
に
続
い
て
千
葉
白
菊
会
・
大
澤
國
昭

会
長
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
さ
れ
、「
無

条
件
・
無
報
酬
」
の
献
体
の
精
神
に
つ
い
て
学

生
た
ち
に
語
り
ま
し
た
。

旺

王

欧

翁

横

横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

解解解解解解解解解解解
剖剖剖剖剖剖剖剖剖剖
実実実実実実実実実実
習習習習習習習習習習
ガガガガガガガガガガ
イイイイイイイイイイ
ダダダダダダダダダダ
ンンンンンンンンンン

剖
実
習
ガ
イ
ダ
ン
ススススススススススス

新研究棟における初めての解剖実習でした。
令和４年１月２６日、医学部２年生たちの解剖実習が
終了し、ご献体をお棺に納め、一同で感謝の念を
捧げました。

納 棺納　棺　式式納 棺納　棺　式

同日、千葉白菊会・大澤國昭会長が献体の碑に花束を捧げました。

献体の碑に献献体の碑に献花花献体の碑に献花

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

解剖実習ガイダンスZOOM授業風景
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解
剖
実
習
に
参
加
し
た
医
学
部
学
生
た
ち
の

感
想
文
を
お
届
け
し
ま
す
。
み
ん
な
、
こ
の
実

習
を
通
じ
て
真
の
「
医
学
生
」
と
な
り
、
そ
し

て
良
き
「
医
師
」
と
な
る
決
意
と
献
体
者
へ
の

感
謝
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

※
の
つ
い
た
用
語
に
つ
い
て
は
Ｐ
　
参
照

28

学生感想文

旺

王

欧

翁

横横

横横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

医医医医医医医医医医
学学学学学学学学学学
部部部部部部部部部部
学学学学学学学学学学
生生生生生生生生生生
感感感感感感感感感感
想想想想想想想想想想

医
学
部
学
生
感
想
文文文文文文文文文文文

心
の
中
の
先
生

石
橋
　
亮
太

　
二
〇
二
一
年
の
十
月
初
め
、
私
は
初
め
て
御

遺
体
の
先
生
方
と
対
面
し
た
。
生
ま
れ
て
初
め

て
見
る
御
遺
体
の
先
生
の
姿
に
、
こ
れ
か
ら
始

ま
る
肉
眼
解
剖
学
実
習
に
期
待
を
覚
え
る
と
共

に
、
先
生
方
と
そ
の
御
家
族
に
と
っ
て
か
け
が

え
の
な
い
先
生
方
の
身
体
に
メ
ス
を
入
れ
、
傷

つ
け
て
い
く
こ
と
に
大
き
な
緊
張
と
責
任
を
感

じ
た
。

　
そ
も
そ
も
、
私
は
大
変
申
し
訳
な
い
の
だ
が
、

御
遺
体
の
先
生
方
の
献
体
に
対
し
て
の
尊
い
精

神
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
ど
う
し
て
自
分
が

亡
く
な
っ
た
あ
と
、
見
ず
知
ら
ず
の
他
人
に
文

烏韻

吋

吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

る
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
私
は
こ
の
言
葉
を
受

け
て
、
御
遺
体
の
先
生
方
に
と
っ
て
御
自
身
の

身
体
を
提
供
す
る
と
い
う
の
は
、
い
わ
ば
「
第

二
の
人
生
」
を
歩
む
こ
と
な
の
で
は
と
感
じ
た
。

私
た
ち
は
御
遺
体
の
先
生
方
の
名
前
も
知
る
こ

と
な
く
、
人
生
で
初
め
て
の
患
者
さ
ん
と
し
て

先
生
方
と
接
す
る
。
言
葉
を
介
さ
ず
、
御
遺
体

の
先
生
方
が
文
字
通
り
そ
の
身
を
持
っ
て
教
え

て
下
さ
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
私
た
ち
の
記

憶
の
中
に
一
生
残
り
続
け
、
こ
れ
か
ら
医
療
者

と
し
て
生
き
て
い
く
上
で
大
き
な
糧
と
な
る
。

　
全
て
の
肉
眼
解
剖
学
実
習
の
日
程
を
終
え
、

御
遺
体
の
先
生
方
を
棺
の
中
に
納
め
る
と
き
、

感
謝
の
気
持
ち
が
溢
れ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、

先
生
方
が
教
え
て
下
さ
っ
た
こ
と
を
胸
に
立
派

な
医
療
人
と
し
て
、
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
強
く
思
っ
た
。

　
初
め
て
出
会
っ
て
か
ら
た
っ
た
4
ヶ
月
の
間

に
、
名
前
も
知
ら
な
い
御
遺
体
の
先
生
方
は
私

た
ち
と
共
に
2
度
目
の
人
生
を
歩
ん
で
、
そ
の

生
涯
を
終
え
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

先
生
方
は
御
家
族
の
方
々
だ
け
で
な
く
、
私
た

ち
の
記
憶
の
中
で
も
生
き
続
け
る
。
御
遺
体
の

先
生
方
が
そ
の
身
を
賭
し
て
教
え
て
下
さ
っ
た

こ
と
は
、
私
た
ち
が
こ
れ
か
ら
医
療
従
事
者
と

字
通
り
御
自
身
の
身
体
を
預
け
、
し
か
も
何
の

見
返
り
も
求
め
ず
に
身
体
の
あ
ち
こ
ち
を
傷
だ

ら
け
に
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
の
か
。
そ
し
て
、

ど
う
し
て
先
生
方
の
御
家
族
も
そ
の
こ
と
を
受

け
入
れ
ら
れ
る
の
か
。
と
い
う
の
も
、
私
は
同

年
四
月
頃
、
愛
す
る
祖
母
を
亡
く
し
て
い
る
。

祖
母
が
亡
く
な
っ
た
そ
の
と
き
、
私
は
自
分
の

中
で
気
持
ち
を
整
理
す
る
こ
と
で
精
一
杯
だ
っ

た
。
散
ら
か
っ
て
し
ま
っ
た
気
持
ち
が
よ
う
や

く
落
ち
着
い
た
の
も
、
今
に
も
起
き
て
立
ち
上

が
り
そ
う
な
祖
母
が
火
葬
さ
れ
て
骨
と
な
っ
て

還
っ
て
き
て
か
ら
で
あ
る
。
当
時
の
自
分
は
愛

す
る
祖
母
の
身
体
を
他
の
見
知
ら
ぬ
誰
か
の
た

め
に
提
供
し
よ
う
と
い
う
発
想
な
ど
微
塵
も
思

い
浮
か
ば
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
ひ
ど
く
傷
つ

け
ら
れ
て
し
ま
う
な
ど
も
っ
て
の
ほ
か
で
あ
る

と
考
え
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
私
は
こ
の
肉
眼
解
剖
学
実

習
を
通
し
て
、
考
え
を
改
め
る
こ
と
が
で
き
、

御
遺
体
の
先
生
方
の
尊
い
精
神
も
少
し
ず
つ
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
心
に
残
っ
て
い

る
こ
と
が
、
御
献
体
し
て
く
だ
さ
る
方
の
お
話

で
、
自
分
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
で
も
、
御
遺
体

の
先
生
と
い
う
立
場
で
見
ず
知
ら
ず
の
将
来
の

医
療
を
担
う
人
た
ち
の
中
で
永
遠
に
生
き
続
け
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う
。
し
か
し
、
そ
こ
で
解
剖
す
る
こ
と
を
躊
躇

し
て
い
て
は
、
せ
っ
か
く
の
ご
遺
体
の
先
生
及

び
そ
の
ご
家
族
の
方
の
献
体
へ
の
思
い
を
無
下

に
し
て
し
ま
う
と
思
い
、
心
を
奮
い
立
た
せ
て

切
皮
を
始
め
た
。

　
実
習
は
背
部
か
ら
始
ま
り
、
前
半
で
は
続
け

て
上
肢
、
胸
部
、
腹
部
の
解
剖
を
行
い
、
後
半

で
は
、
下
肢
、
頸
部
、
頭
部
を
解
剖
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
し
か
し
、
実
習
は
い
き
な
り
壁
に

ぶ
つ
か
る
こ
と
に
な
る
。
実
習
前
に
講
義
や

 ア
 ト
ラ
ス
を
参
照
し
て
実
習
書
の
手
順
を
確
認

※し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ざ
ご
遺
体
の
先
生

を
前
に
す
る
と
、
あ
る
べ
き
は
ず
の
構
造
物
が

見
当
た
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
何
度
も
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
は
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
こ
と
が
全

て
で
あ
っ
た
自
分
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
ち
ょ
っ

と
し
た
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
る
。
教
科
書
・
実
習
書

が
答
え
で
は
な
く
、
患
者
さ
ん
の
身
体
自
体
が

紛
れ
も
な
い
答
え
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
ご

遺
体
の
先
生
か
ら
は
常
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
人
間
の
身
体
構
造
に
つ
い
て

余
す
こ
と
な
く
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
い
か

に
し
て
人
間
が
生
き
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
少
し
ず
つ
理
解
で
き
て
き
た
よ
う
な

気
が
し
た
。
実
習
前
の
講
義
で
は
分
か
ら
ず
、

正
直
ど
の
科
目
に
関
し
て
も
将
来
に
直
結
す
る

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
掴
め
ず
、
た
だ
テ
ス
ト
に

通
る
た
め
だ
け
に
勉
強
し
て
い
た
よ
う
な
と
こ

ろ
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
座
学
と
呼
ば
れ
る
科
目

は
医
師
に
な
る
た
め
に
は
必
要
だ
と
は
分
か
っ

て
い
な
が
ら
も
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
が
ら

ず
、
予
習
は
お
ろ
か
復
習
す
ら
も
テ
ス
ト
前
に

焦
っ
て
や
る
よ
う
な
典
型
的
な
怠
惰
学
生
と
し

て
大
学
生
活
を
送
っ
て
き
た
。

　
そ
ん
な
自
分
に
と
っ
て
解
剖
学
実
習
は
か
な

り
心
に
刺
さ
る
経
験
と
な
っ
た
。
ま
ず
初
日
に

実
習
室
に
入
っ
た
時
、
実
習
台
に
白
布
を
か
け

ら
れ
た
ご
遺
体
の
先
生
方
が
並
ん
で
い
る
様
子

を
見
て
一
瞬
息
を
飲
ん
だ
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る

実
習
に
対
し
て
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
不
安
と

少
し
の
怖
さ
が
混
じ
っ
た
気
持
ち
に
な
っ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
る
。
実
際
に
班
に
分
か
れ
て
、

白
布
を
と
り
ご
遺
体
の
先
生
と
対
面
し
た
時
、

胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
感
覚
に
な
っ
た
。

と
い
う
の
も
、
実
は
亡
く
な
っ
た
人
を
前
に
す

る
と
い
う
経
験
が
今
年
度
二
回
目
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
ご
遺
体
の
先
生
が
女
性
で
あ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
心
の
ど
こ
か
で
二
年
に
進
級
し
た

矢
先
に
亡
く
な
っ
た
祖
母
と
ど
う
し
て
も
ご
遺

体
の
先
生
を
重
ね
て
し
ま
っ
て
い
た
よ
う
に
思

し
て
生
き
抜
く
上
で
の
大
き
な
財
産
と
な
り
糧

と
な
る
。
私
た
ち
の
た
め
に
強
い
覚
悟
と
遺
志

を
持
っ
て
、
御
自
身
の
身
体
を
提
供
し
て
下

さ
っ
た
先
生
方
、
そ
し
て
、
先
生
方
の
遺
志
を

受
け
入
れ
て
私
た
ち
の
も
と
に
送
り
出
し
て
下

さ
っ
た
御
家
族
の
方
々
、
何
に
も
代
え
が
た
い

貴
重
な
機
会
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
肉
眼
解
剖

学
の
教
官
の
方
々
、
千
葉
白
菊
会
会
員
の
方
々
、

本
当
に
感
謝
し
て
も
し
き
れ
な
い
く
ら
い
で
あ

る
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先

生
方
が
そ
の
身
を
賭
け
て
私
た
ち
に
渡
し
た
バ

ト
ン
は
必
ず
受
け
取
っ
て
、
将
来
の
医
療
に
貢

献
し
て
い
け
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思
う
。 

人
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と加

藤
　
雅
隆

　
「
ご
遺
体
の
先
生
が
み
ん
な
の
初
め
て
の
患

者
さ
ん
に
な
る
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
時
、

医
学
部
に
入
学
し
て
初
め
て
「
こ
れ
か
ら
医
師

に
な
る
の
だ
」
と
強
く
意
識
し
た
。
こ
れ
は
解

剖
学
教
室
の
先
生
が
実
習
初
日
に
我
々
学
生
に

対
し
て
投
げ
か
け
た
言
葉
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
基
礎
医
学
を
学
ん
で
き
て
い
た
が
、

烏韻

吋

吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
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た
と
き
に
、
先
生
が
生
き
て
い
る
間
に
我
々
に

身
体
を
差
し
出
す
と
決
め
て
く
だ
さ
っ
た
覚
悟

の
気
持
ち
と
も
同
時
に
対
面
し
た
よ
う
な
気
持

ち
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
我
々
は
そ
の
覚
悟
に

見
合
っ
た
学
び
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
る
暇
は
な

く
、
そ
の
時
間
が
あ
っ
た
ら
御
遺
体
の
先
生
か

ら
学
べ
る
こ
と
を
で
き
る
だ
け
多
く
学
び
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
実
習
や
授
業
で
は
、
ヒ
ト
の
身
体
の
構

造
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
筋
肉
・
骨
・
血
管
・

神
経
・
臓
器
な
ど
で
す
。
し
か
し
、
実
習
を
進

め
る
に
つ
れ
て
人
間
の
身
体
に
は
授
業
で
教
わ

る
「
ヒ
ト
に
共
通
の
も
の
」
と
「
人
に
よ
っ
て

違
う
も
の
」
が
あ
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

例
え
ば
肌
の
色
、
筋
肉
の
大
き
さ
、
骨
の
太
さ

な
ど
は
見
て
す
ぐ
に
わ
か
る
違
い
で
し
た
。
筋

肉
が
大
き
い
と
、
お
亡
く
な
り
に
な
る
直
前
ま

で
元
気
だ
っ
た
の
か
な
、
と
思
い
ま
し
た
。
血

管
の
 走
行
 が
教
科
書
と
少
し
違
っ
た
り
す
る
と
、

※

生
命
の
神
秘
を
感
じ
ま
し
た
。
人
間
は
神
様
が

作
っ
た
と
よ
く
言
い
ま
す
が
、
本
当
に
う
ま
く

出
来
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
臓
器

は
生
活
を
表
し
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
タ
バ

コ
を
吸
っ
て
い
た
人
の
肺
と
吸
っ
て
い
な
か
っ

こ
と
を
決
断
さ
れ
た
ご
遺
体
の
先
生
、
そ
し
て

そ
の
決
断
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
ご
遺
族

の
方
々
に
感
謝
し
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
実

習
が
円
滑
に
進
む
よ
う
多
大
な
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
、
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
部
分
も
、
実
習
室
に

来
て
ご
遺
体
の
先
生
に
尋
ね
て
み
る
と
す
ん
な

り
理
解
で
き
る
と
い
う
経
験
が
何
度
も
あ
っ
た
。

特
に
立
体
的
に
構
造
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
時

に
は
ご
遺
体
の
先
生
の
力
を
ま
じ
ま
じ
と
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
約
３
ヶ
月
弱
の
実
習
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
今

ま
で
で
一
番
中
身
の
濃
い
期
間
だ
っ
た
と
改
め

て
感
じ
る
。
実
習
中
は
必
死
に
な
っ
て
ご
遺
体

の
先
生
に
食
ら
い
つ
い
て
い
っ
た
と
い
う
印
象

が
強
い
。
で
は
自
分
は
果
た
し
て
、
先
生
で
あ

る
と
同
時
に
「
初
め
て
の
患
者
さ
ん
」
に
き
ち

ん
と
向
か
い
合
い
、
適
切
な
医
療
を
提
供
で
き

た
の
だ
ろ
う
か
。
正
直
、
教
え
て
い
た
だ
く
こ

と
が
多
過
ぎ
て
、
現
時
点
で
胸
を
は
っ
て
そ
れ

が
で
き
た
と
言
っ
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
。

た
だ
、
ご
遺
体
の
先
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と
全
て

が
こ
れ
か
ら
始
ま
る
医
師
人
生
の
大
き
な
基
盤

と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
実
習
を
通

し
て
得
ら
れ
た
も
の
を
次
な
る
患
者
さ
ん
に
還

元
し
て
い
く
こ
と
が
ご
遺
体
の
先
生
に
対
し
て

自
分
に
で
き
る
唯
一
の
恩
返
し
だ
と
思
う
。
こ

の
気
持
ち
を
し
っ
か
り
と
心
に
刻
ん
で
こ
れ
か

ら
も
精
進
し
て
い
き
た
い
。

　
最
後
に
、
自
ら
の
ご
遺
志
で
ご
献
体
な
さ
る

生
き
た
証

長
坂
　
美
帆

　
今
回
行
っ
た
解
剖
実
習
と
い
う
の
は
、
医
師

に
な
る
人
に
と
っ
て
も
、
そ
う
で
な
い
方
に

と
っ
て
も
特
別
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
ま

で
「
人
の
死
」
に
触
れ
合
う
機
会
は
祖
父
の
葬

式
ぐ
ら
い
し
か
な
か
っ
た
の
に
、
何
ヶ
月
も
御

遺
体
と
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
解

剖
実
習
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
御
遺
体
の
先
生

と
向
き
合
っ
た
と
き
に
自
分
は
ど
う
思
う
の
だ

ろ
う
と
不
安
に
な
る
気
持
ち
が
大
き
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
倒
れ
た
り
し
な
い
だ
ろ
う
か
、

ご
飯
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
な
い
だ
ろ

う
か
。
し
か
し
、
実
習
が
実
際
に
始
ま
る
と
そ

ん
な
不
安
は
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
一

番
大
き
な
理
由
は
、
御
遺
体
の
先
生
と
対
面
し

烏韻

吋
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て
い
る
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。
死
を
受
け
入
れ

る
事
は
ご
遺
族
の
方
々
に
と
っ
て
非
常
に
困
難

で
あ
り
、
将
来
医
師
に
な
っ
た
際
に
も
こ
の
事

を
し
っ
か
り
意
識
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
本
当

の
意
味
で
医
師
と
し
て
ご
遺
族
に
寄
り
添
う
事

は
出
来
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
亡
く
な
っ
た
と
し
て
も
し
っ
か

り
生
き
た
証
は
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
で
す
。

解
剖
実
習
を
続
け
て
い
く
内
に
、
徐
々
に
緊
張

は
治
ま
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
実
習
を

進
め
て
い
く
事
で
生
前
の
名
残
、
献
体
の
先
生

の
生
き
た
証
を
幾
度
と
な
く
見
つ
け
、
感
慨
深

い
思
い
に
な
る
事
が
多
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

例
え
ば
私
が
担
当
し
た
献
体
の
先
生
は
他
の
先

生
と
比
べ
胃
が
非
常
に
固
く
な
っ
て
お
り
萎
縮

し
て
お
り
ま
し
た
。
中
を
開
け
て
み
る
と
胃
壁

が
肥
大
し
て
い
て
、
と
て
も
胃
が
機
能
を
果
た

す
に
は
充
分
な
空
間
は
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
死
因
を
調
べ
て
み
る
と
胃
癌
で
亡
く
な

ら
れ
た
と
の
事
で
し
た
。
最
期
は
ま
と
も
に
食

事
を
と
れ
ず
に
癌
で
苦
し
ん
だ
の
だ
ろ
う
と
思

う
と
非
常
に
つ
ら
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
臓
器
、
例
え
ば
肝
臓
や

腎
臓
、
心
臓
等
は
非
常
に
き
れ
い
な
状
態
の
ま

ま
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
事
か
ら
、
胃
癌

た
人
の
肺
は
学
生
で
も
ひ
と
目
見
れ
ば
わ
か
る

ぐ
ら
い
色
が
違
っ
て
い
て
、
驚
き
ま
し
た
。
他

の
色
々
な
臓
器
を
見
て
も
、
硬
か
っ
た
り
柔
ら

か
か
っ
た
り
、
匂
い
が
強
か
っ
た
り
、
同
じ
班

の
学
生
と
「
こ
の
人
は
ど
う
い
う
人
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
」
と
考
え
た
り
し
ま
し
た
。
手
術
痕
は

強
さ
だ
と
思
い
ま
し
た
。
手
術
痕
を
見
つ
け
た

ら
教
員
の
先
生
を
呼
ん
で
ど
う
い
っ
た
物
な
の

か
聞
き
ま
し
た
。
御
遺
体
の
先
生
が
ど
の
よ
う

な
病
気
だ
っ
た
の
か
を
知
る
こ
と
で
、
そ
の
人

の
立
ち
向
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
実
習
で
は
、
教
科

書
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
、
人
の
生
き
た

証
を
五
感
で
感
じ
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

人
が
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
尊
い
こ
と
だ
と
実

感
す
る
毎
日
で
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
我
々
が
安
全
に
最

後
ま
で
解
剖
実
習
を
終
え
ら
れ
た
の
は
、
御
遺

体
の
先
生
や
御
遺
族
の
方
含
め
、
教
員
の
先
生

方
や
千
葉
白
菊
会
の
方
々
な
ど
関
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
た
全
て
の
人
の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
経
験

を
元
に
医
師
に
な
る
た
め
の
素
養
を
深
め
つ
つ

勉
学
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
て

も
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

死
者
と
の
対
面
で
感
じ
た
事

佐
藤
　
寛
太
朗

　
こ
の
4
ヶ
月
、
解
剖
学
実
習
を
経
て
大
変
貴

重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
実
際
に
献

体
の
先
生
の
お
身
体
を
使
っ
て
人
体
に
つ
い
て

深
く
勉
強
し
、
と
て
も
多
く
の
事
を
学
び
ま
し

た
。
人
体
の
構
造
に
つ
い
て
沢
山
の
知
識
を
学

ば
せ
て
頂
い
た
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ

以
外
に
特
に
印
象
的
な
事
と
し
て
大
き
く
２
つ

あ
り
ま
し
た
。

　
一
つ
目
は
、
ご
遺
体
と
対
面
す
る
事
の
為
す

意
味
で
す
。
私
自
身
、
ご
遺
体
を
目
に
す
る
の

が
初
め
て
の
経
験
で
最
初
は
本
当
に
緊
張
し
ま

し
た
。
最
初
に
献
体
の
先
生
と
お
会
い
し
た
時
、

あ
ま
り
に
も
お
身
体
の
状
態
が
綺
麗
だ
っ
た
の

で
本
当
は
ま
だ
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

今
に
も
目
を
開
け
て
動
き
出
す
の
で
は
な
い
か
、

と
思
う
ほ
ど
で
し
た
。
そ
ん
な
献
体
の
先
生
に

メ
ス
を
入
れ
る
、
緊
張
の
あ
ま
り
手
が
震
え
て

い
た
の
を
今
で
も
ハ
ッ
キ
リ
と
覚
え
て
い
ま
す
。

こ
の
経
験
を
経
て
、
実
際
に
ご
遺
体
と
対
面
す

る
と
、
そ
の
死
を
受
け
入
れ
る
事
は
と
て
も
難

し
い
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に

似
た
よ
う
な
感
情
を
ご
遺
族
の
方
も
感
じ
ら
れ

烏韻
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で
の
「
特
別
」
で
は
断
じ
て
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
に
は
医
師
と
い
う
職
業
が
「
尋
常
で
無
い
」

職
業
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
通
ず
る
大
き
な

意
義
と
精
神
が
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
私
に
は

思
え
ま
す
。

　
私
も
人
を
傷
つ
け
た
こ
と
が
な
い
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
れ
は
私
た
ち
の
社
会

で
は
重
篤
な
逸
脱
行
為
で
す
。
し
か
る
べ
き
罰

を
受
け
、
反
省
し
、
謝
罪
し
ま
し
た
。
人
を
傷

つ
け
る
、
人
の
身
体
を
損
傷
さ
せ
る
と
い
う
の

は
本
来
そ
の
よ
う
な
行
為
の
は
ず
で
す
。
で
す

が
医
師
と
い
う
存
在
だ
け
は
、
公
然
と
人
の
身

体
に
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
請
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
医
者
が
特
別
な
技
術
を
持

つ
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
身
体
に
刃
を
入

れ
ら
れ
て
も
よ
い
と
感
じ
る
患
者
の
信
頼
が

あ
っ
て
初
め
て
医
者
は
治
療
行
為
を
行
え
ま
す
。

こ
の
自
身
へ
の
侵
害
す
ら
も
許
す
信
頼
こ
そ
が

医
師
を
特
別
な
職
業
に
す
る
の
で
し
た
。

　
で
は
、
解
剖
実
習
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

私
達
学
生
は
も
ち
ろ
ん
医
師
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
こ
こ
で
よ
り
大
切
な
こ
と
と
は
、
私
た

ち
は
自
ら
献
体
と
し
て
身
体
を
提
供
し
て
く
だ

さ
っ
た
目
の
前
の
こ
の
人
の
名
前
も
家
族
も
こ

れ
ま
で
の
人
生
も
何
一
つ
知
ら
ず
、
ま
た
逆
に

に
な
ら
れ
る
前
は
本
当
に
健
や
か
に
生
活
を
さ

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
ま

さ
に
死
者
と
対
話
を
し
て
い
る
よ
う
な
感
覚
で

し
た
。
こ
の
献
体
の
先
生
は
私
が
生
ま
れ
る
は

る
か
前
か
ら
昭
和
、
平
成
と
激
動
の
時
代
を
生

き
て
い
て
、
様
々
な
経
験
を
し
て
立
派
に
一
生

を
過
ご
さ
れ
た
と
、
そ
れ
を
献
体
の
先
生
は
お

身
体
を
通
じ
て
私
に
教
え
て
下
さ
り
ま
し
た
。

こ
の
生
き
た
証
を
肌
で
感
じ
た
事
は
、
特
に
実

習
の
中
で
も
印
象
深
い
出
来
事
で
し
た
。

　
こ
の
解
剖
学
実
習
で
、
本
当
に
貴
重
で
密
度

の
濃
い
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
沢

山
の
経
験
を
活
か
し
て
、
よ
り
良
い
医
師
を
目

指
し
て
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

献
体
の
先
生
、
御
遺
族
の
方
々
、
そ
し
て
白
菊

会
会
員
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

知
ら
れ
も
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
信
頼
関

係
と
い
う
の
が
目
を
見
て
言
葉
を
交
わ
し
相
手

を
知
る
こ
と
で
結
ば
れ
る
も
の
だ
と
言
う
人
が

い
れ
ば
、
こ
こ
に
信
頼
は
無
い
と
主
張
す
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
目
の
前
の
こ
の

人
は
、
献
体
と
し
て
メ
ス
を
通
す
こ
と
を
許
し

て
く
だ
さ
っ
た
こ
の
精
神
は
、
顔
も
知
ら
な
い

私
た
ち
の
こ
と
を
留
保
無
く
信
頼
し
て
く
だ

さ
っ
た
の
で
す
。
凄
ま
じ
い
葛
藤
が
あ
っ
た
は

ず
で
す
。
誰
し
も
死
後
肉
体
を
落
ち
着
か
な
い

状
態
に
し
た
く
は
な
い
で
し
ょ
う
し
、
ま
た
家

族
が
自
分
が
そ
う
な
る
こ
と
を
心
か
ら
望
む
べ

く
も
な
い
と
い
う
こ
と
も
理
解
し
て
い
る
は
ず

で
す
。
自
分
が
申
し
出
な
く
て
も
よ
い
の
で
な

い
か
と
い
う
思
い
を
乗
り
越
え
、
ご
家
族
と
相

談
な
さ
っ
た
そ
の
献
身
の
精
神
は
誠
実
さ
に

よ
っ
て
応
え
ら
れ
る
べ
き
で
す
。
そ
れ
が
信
頼

関
係
な
の
で
し
ょ
う
。

　
私
は
誠
実
に
応
え
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
自
分
の
こ
と
で
す
が
、
決
し
て
不
実
で
あ
っ

た
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
私
は
普
段
あ
ま
り
真
面

目
な
学
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
目

の
前
の
献
体
だ
け
は
決
し
て
軽
視
せ
ず
、
そ
の

精
神
を
重
く
胸
で
受
け
止
め
よ
う
と
考
え
続
け

て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
良
か
っ
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習
で
学
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だ
も
の宮

本
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解
剖
実
習
と
い
う
の
は
特
別
な
授
業
で
す
。

解
剖
実
習
室
と
い
う
空
間
に
入
っ
た
途
端
に
こ

の
授
業
が
特
別
で
あ
る
こ
と
は
肌
で
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
授
業
が
難
し
い
な
ど
と
い
っ
た
意
味
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医
学
知
識
の
量
が
一
般
の
方
と
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
ず
、
メ
ス
の
持
ち
方
、
力
の
入
れ
方
も
わ
か

ら
ず
に
、
ご
献
体
に
手
を
加
え
て
い
く
こ
と
へ

の
自
信
の
無
さ
か
ら
く
る
恐
れ
で
す
。
し
か
し
、

一
番
良
い
力
の
入
れ
方
を
模
索
し
な
が
ら
実
習

の
回
数
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
ど
ん
ど
ん
と
慣

れ
て
い
き
、
い
つ
し
か
「
こ
ん
な
力
な
ら
い
い

だ
ろ
う
」
と
い
う
よ
う
に
躊
躇
が
消
え
る
程
の

慣
れ
を
覚
え
て
い
る
こ
と
に
ひ
ど
く
違
和
感
を

覚
え
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
こ
の
慣
れ

は
、 剖
 出
の
際
の
緊
張
と
併
存
す
る
も
の
で
し

※

た
。
数
年
後
に
医
者
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
っ

た
際
も
、
日
常
に
な
る
と
と
も
に
一
人
の
患
者

さ
ん
に
向
き
合
う
こ
と
に
つ
い
て
疎
か
に
な
っ

て
し
ま
う
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
医
者
と
な

る
た
め
に
、
今
回
の
実
習
で
感
じ
た
、
自
分
の

力
が
及
ば
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
適
度
な

恐
れ
と
身
に
付
け
た
知
識
に
基
づ
い
た
自
信
の

間
で
揺
れ
る
感
覚
を
忘
れ
ず
に
、
医
者
と
し
て

の
能
力
を
研
鑽
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
実
習
を
通
じ
て
、
お
お
よ
そ
教
科
書

通
り
に
な
っ
て
い
る
構
造
の
精
密
さ
、
そ
し
て

人
に
よ
っ
て
異
な
る
構
造
が
存
在
す
る
こ
と
を

直
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
解
剖
学
の
教
科
書
に
は
多
数
の
断
面
か
ら
み

を
提
供
す
る
と
い
う
苦
し
み
と
向
き
合
っ
て
く

だ
さ
っ
た
ご
家
族
に
、
そ
し
て
解
剖
実
習
を
支

え
て
く
だ
さ
る
千
葉
白
菊
会
の
皆
様
、
並
び
に

解
剖
学
教
室
の
先
生
方
に
最
大
の
感
謝
を
示
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

た
の
で
し
ょ
う
か
。
完
全
な
全
幅
の
信
頼
に
対

し
て
、「
不
実
で
な
か
っ
た
」
な
ど
と
答
え
る
こ

と
そ
の
も
の
が
不
実
の
証
拠
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
美
辞
麗
句
を
並
べ
る
こ
と
は
ま
さ
し
く

不
実
で
し
ょ
う
。
懺
悔
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
私
は
未
熟
で
し
た
。
金
よ
り
も
貴
重
な
学

習
の
機
会
を
十
分
に
は
活
か
せ
ま
せ
ん
で
し
た

し
、
見
つ
め
続
け
る
べ
き
献
体
を
前
に
し
て
も

気
を
抜
い
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ご
献
体
は
「
一
人
目
の
患
者
だ
」
と
言
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
解
剖
実
習
が
私
の
人
生
で
初
め

て
医
療
者
と
し
て
の
信
頼
を
受
け
た
経
験
で
す
。

解
剖
実
習
は
解
剖
学
の
学
習
を
強
力
に
後
押
し

し
て
く
れ
ま
し
た
。
自
分
の
手
で
確
認
し
た
部

分
は
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
し
、
忘
れ
る
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
。
で
す
が
私
は
解
剖
実
習
の

意
義
は
そ
の
よ
う
な
学
習
効
果
を
超
え
た
と
こ

ろ
に
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
子
供
で
あ
っ
た

私
に
と
っ
て
こ
れ
が
他
人
の
人
生
を
真
剣
に
考

え
た
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。
そ
し
て
自
ら
の

未
熟
さ
を
こ
れ
ほ
ど
痛
感
し
た
こ
と
も
初
め
て

で
す
。
信
頼
関
係
と
は
何
か
を
初
め
て
頭
で
な

く
心
で
感
じ
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
全
て
の
葛
藤
を
越
え

ご
献
体
く
だ
さ
っ
た
方
に
、
大
切
な
人
の
身
体

学生感想文

解
剖
実
習
を
終
え
て

柳
澤
　
直
人

　
私
た
ち
は
1
月
に
行
わ
れ
た
納
棺
式
に
よ
っ

て
４
ヶ
月
間
の
解
剖
実
習
を
終
え
ま
し
た
。
ま

ず
、
素
晴
ら
し
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

ご
献
体
の
方
々
と
そ
の
ご
遺
族
の
方
々
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
解
剖
実
習
は
、
初
め
て
の
患
者
さ
ん
と

向
き
合
う
、
初
め
て
チ
ー
ム
と
し
て
医
療
事
例

に
向
き
合
う
、
初
め
て
本
物
の
人
の
組
織
を
見

る
な
ど
と
初
め
て
の
も
の
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。
実
習
を
通
じ
、
実
習
前
と
比
べ
て
遥
か
に

多
く
の
解
剖
学
的
な
知
識
を
身
に
付
け
ら
れ
た

だ
け
で
な
く
、
自
分
自
身
の
こ
と
に
つ
い
て
も

発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
私
が
初
め
に
ご
献
体
の
『
先
生
』
と
対
峙
し

て
い
た
時
に
持
っ
て
い
た
感
情
は
恐
れ
で
し
た
。
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る
日
突
然
、
声
が
出
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
原
因
も
わ
か
ら
ず
、
そ
の

日
は
早
退
。
そ
の
後
、「
化
学
物
質
過
敏
症
」
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
揮
発
性
の
有
機

物
質
を
吸
う
と
、
呼
吸
が
苦
し
く
な
る
、
手
足

に
力
が
入
ら
な
い
、
な
ど
と
い
う
も
の
で
、
治

療
法
は
な
く
対
処
法
は
「
吸
わ
な
い
よ
う
に
す

る
」、
た
だ
ひ
と
つ
だ
け
。
扱
う
薬
品
の
危
険

度
が
増
す
に
つ
れ
て
日
に
日
に
症
状
も
重
く
な

り
、
過
敏
に
な
っ
て
ゆ
き
、
化
学
室
の
フ
ロ
ア

に
は
行
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
、
車

椅
子
で
授
業
中
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
様
子
を
み

て
い
た
担
任
の
先
生
は
「
ホ
ル
マ
リ
ン
を
使
う

解
剖
実
習
な
ん
て
絶
対
無
理
だ
か
ら
」
と
、
ひ

と
言
添
え
た
の
で
す
。

　
そ
し
て
昨
年
の
　
月
、
い
よ
い
よ
解
剖
実
習

10

が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
は
じ
め
か
ら
整
形
外
科

医
を
目
指
し
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
ハ
ン
デ
が

あ
っ
て
も
な
ん
と
し
て
も
参
加
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
事
前
に
環
境
生
命
医
学
の
先
生

方
に
連
絡
し
、
実
習
前
に
同
じ
よ
う
な
環
境
を

作
り
、
ホ
ル
マ
リ
ン
耐
性
実
験
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。
通
常
の
マ
ス
ク
は
全
部
ダ
メ
で
し
た
が
、

唯
一
、
顔
面
を
覆
う
本
物
の
防
毒
マ
ス
ク
を
つ

ず
、
私
た
ち
医
学
生
の
た
め
に
ご
献
体
い
た
だ

い
た
方
々
、
ご
遺
族
の
方
々
に
改
め
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ん
に
誇
れ
る
よ
う
な

医
師
と
な
り
社
会
に
還
元
し
て
い
く
こ
と
で
、

必
ず
恩
返
し
を
し
ま
す
。 

た
鮮
や
か
な
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
今
の
時
代
、
ア
プ
リ
を
用
い
て
タ
ブ
レ
ッ

ト
上
に
人
体
の
立
体
モ
デ
ル
を
表
示
し
擬
似
解

剖
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
実
際
の
解
剖
実
習
を
行
な
っ
た

こ
と
で
教
科
書
、
ア
プ
リ
で
の
学
習
は
実
習
と

比
べ
こ
こ
ろ
も
と
な
い
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
。
図
や
モ
デ
ル
で
は
血
管
、
神
経
の
 走
 行
※

の
奥
行
き
や
ど
の
よ
う
に
筋
肉
を
貫
い
て
い
る

か
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
皮
下
組

織
の
見
た
目
、
感
触
の
違
い
な
ど
は
わ
か
り
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
、
坐
骨
神
経
の
太
さ
な
ど
と

い
っ
た
実
際
の
サ
イ
ズ
感
に
つ
い
て
も
解
剖
し

な
け
れ
ば
想
像
が
難
し
い
で
す
。
さ
ら
に
、
病

変
部
位
が
臓
器
の
な
か
で
ど
う
配
置
し
て
い
る

か
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
実
習
が
大
変

役
に
立
っ
て
い
ま
す
。
私
の
班
で
は
心
不
全
の

方
が
『
先
生
』
で
あ
り
肥
大
し
て
通
常
の
倍
近

い
大
き
さ
の
心
臓
が
見
ら
れ
非
常
に
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　
解
剖
学
の
知
識
は
医
療
従
事
者
の
共
通
言
語

で
あ
り
、
そ
の
全
体
像
を
一
望
で
き
た
こ
と
は

非
常
に
意
義
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
献
体
と
い
う
決
断
は
非
常
に
難
し

い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

三
か
月
間
の
私
の
挑
戦隅

野
　
日
菜
多

 私
が
医
師
に
な
り
た
い
、
と
決
意
し
た
の
は
、

人
よ
り
か
な
り
遅
め
の
、
高
３
の
春
で
し
た
。

目
標
を
見
失
い
、
そ
れ
ま
で
勉
強
に
全
く
身
の

入
ら
な
い
生
活
を
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
そ

の
時
期
か
ら
で
も
か
な
り
無
謀
な
挑
戦
で
、
担

任
の
先
生
は
私
の
目
標
を「
や
め
た
方
が
い
い
」

と
諭
す
ほ
ど
で
し
た
。
や
っ
ぱ
り
1
年
で
は
到

底
間
に
合
わ
ず
、
も
う
1
年
間
浪
人
し
、
本
当

に
毎
日
毎
日
勉
強
し
続
け
ま
し
た
。
や
っ
と
医

師
へ
の
切
符
を
掴
ん
だ
の
は
ち
ょ
う
ど
2
年
前

の
今
頃
で
す
。

　
担
任
の
先
生
が
私
を
諭
し
た
理
由
に
は
、
も

う
ひ
と
つ
あ
り
ま
し
た
。
化
学
の
実
験
に
力
を

入
れ
た
学
校
だ
っ
た
の
で
、
様
々
な
薬
品
を

使
っ
て
、
数
多
く
の
実
験
を
授
業
と
し
て
扱
っ

て
く
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
実
験
中
、
あ
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解
剖
実
習
を
通
し
て
　
　
　
　

得
ら
れ
た
学
び

橋
本
　
俊
亮

　
千
葉
大
学
医
学
部
に
入
学
し
て
か
ら
も
う
二

年
弱
が
た
ち
ま
す
。
二
年
生
に
な
っ
た
ば
か
り

の
頃
、
一
番
気
に
な
っ
て
い
た
の
が
解
剖
の
授

業
で
し
た
。
今
ま
で
動
物
の
解
剖
す
ら
し
た
こ

と
が
な
く
、
先
輩
か
ら
解
剖
の
授
業
で
気
分
が

悪
く
な
っ
て
し
ま
う
人
も
い
る
と
聞
き
、
不
安

だ
っ
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

先
生
か
ら
解
剖
の
授
業
の
意
味
を
聞
き
、
改
め

て
ご
献
体
の
精
神
に
感
謝
し
て
学
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
い
ざ
解
剖

実
習
が
始
ま
っ
て
み
る
と
、
不
安
は
完
全
に
消

え
て
い
ま
し
た
。
実
習
を
行
っ
て
み
て
、
解
剖

の
授
業
は
人
体
の
正
常
構
造
を
学
ぶ
上
で
と
て

も
貴
重
な
機
会
で
あ
る
こ
と
、
立
体
的
に
人
体

構
造
を
学
ぶ
上
で
と
て
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

教
科
書
や
資
料
集
で
は
一
方
向
か
ら
し
か
人
体

の
構
造
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
位
置
関
係
の

把
握
に
苦
し
む
こ
と
も
予
習
の
段
階
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
実
際
に
解
剖
す
る
と
そ
の
位
置
が

把
握
し
や
す
く
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
人
体
を

の
苦
い
経
験
で
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
実
習
期
間
の
3
ヶ
月
を
振
り
返
る
と
、
本
当

に
苦
し
か
っ
た
記
憶
ば
か
り
が
蘇
り
ま
す
。
予

習
復
習
や
実
習
に
終
わ
れ
、
慣
れ
な
い
１
人
暮

ら
し
も
相
ま
っ
て
目
の
回
る
日
々
で
し
た
が
、

ご
遺
体
の
先
生
か
ら
学
ん
だ
多
く
の
こ
と
、
こ

の
実
習
を
乗
り
越
え
た
自
信
は
き
っ
と
こ
れ
か

ら
の
医
師
と
し
て
の
人
生
の
糧
に
な
る
、
と
今

は
確
信
し
て
い
ま
す
。
ご
遺
体
の
先
生
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
ご
遺
族
の
方
々
、
実
習
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
両
親
、
一

緒
に
勉
強
し
て
く
れ
た
り
、
体
調
を
心
配
し
て

く
れ
た
友
達
た
ち
な
ど
、
多
く
の
人
の
支
え
へ

の
感
謝
を
胸
に
医
師
の
道
へ
と
邁
進
す
る
こ
と

を
、
こ
こ
に
誓
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
と
同
じ

疾
患
を
も
つ
医
学
部
受
験
生
や
後
輩
が
も
し
ど

こ
か
に
い
る
の
な
ら
、
や
り
遂
げ
ら
れ
る
、
と

私
の
こ
の
経
験
を
も
っ
て
伝
え
た
い
で
す
。 

け
た
と
こ
ろ
、
何
と
か
耐
え
ら
れ
る
目
処
が
付

き
ま
し
た
。
体
に
つ
い
た
ホ
ル
マ
リ
ン
を
す
ぐ

に
洗
い
流
す
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
両
親
は
１

人
暮
ら
し
の
手
筈
を
整
え
て
、
最
大
限
応
援
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
全
　
回
、
私
に

30

と
っ
て
は
毎
回
が
挑
戦
で
し
た
。
初
め
は
慣
れ

な
い
防
毒
マ
ス
ク
の
隙
間
か
ら
ど
う
し
て
も
ガ

ス
が
漏
れ
て
し
ま
い
、
立
て
な
く
な
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
。
実
習
が
始
ま
る
　
時
　
分
か
ら
家

12

50

に
つ
く
　
時
ご
ろ
ま
で
、
ガ
ス
マ
ス
ク
を
取
る

18

事
が
で
き
ず
、
息
苦
し
さ
で
毎
日
帰
宅
後
は
へ

と
へ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
夢

に
ま
で
見
た
外
科
医
へ
の
第
一
歩
と
し
て
、
メ

ス
を
握
れ
る
こ
と
、
ご
遺
体
の
先
生
の
お
体
を

直
接
目
で
み
て
、
多
く
の
こ
と
を
学
べ
た
こ
と
、

た
だ
た
だ
嬉
し
く
、
楽
し
く
、
新
鮮
で
し
た
。

途
中
、
実
習
期
間
も
3
週
目
を
過
ぎ
た
頃
、
歯

の
治
療
で
顎
が
極
度
に
腫
れ
、
夜
中
に
救
急
外

来
で
手
術
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
歯

髄
炎
が
重
症
化
し
た
骨
髄
炎
で
、
そ
れ
自
体
も

の
す
ご
い
痛
み
と
辛
さ
で
し
た
が
、
1
週
間
解

剖
実
習
を
休
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
復
帰
後

全
く
つ
い
て
い
け
な
く
な
っ
た
こ
と
へ
の
焦
り

は
と
て
も
大
き
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
く
ら
い
、

1
回
1
回
に
多
く
の
学
び
が
あ
る
こ
と
を
、
そ
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じ
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
貴
重
な

機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
、
献
体
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
、
ご
遺
族
の
方
々
、
そ
し
て
千
葉

大
学
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

間
の
中
で
効
率
よ
く
や
る
べ
き
こ
と
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

受
験
時
の
競
争
心
で
は
な
く
切
磋
琢
磨
で
き
る

関
係
性
を
築
く
こ
と
そ
の
も
の
を
大
切
に
す
る

こ
と
が
よ
り
良
い
医
療
の
提
供
に
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
献
体
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

や
そ
の
ご
家
族
、
千
葉
白
菊
会
な
ど
の
多
く
の

方
々
の
お
か
げ
で
医
師
と
し
て
必
要
な
知
識
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
い
う
点
で
す
。
医

師
と
い
う
と
世
間
の
人
か
ら
羨
望
の
ま
な
ざ
し

で
見
ら
れ
た
り
、
患
者
さ
ん
か
ら
感
謝
さ
れ
る

な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
が
思
い
浮
か
び
、
い
か
に
も

素
晴
ら
し
い
存
在
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
一

人
前
に
な
っ
て
い
く
に
は
研
修
医
時
代
に
患
者

さ
ん
を
診
察
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
今
回
の
解

剖
実
習
の
よ
う
に
ご
献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
か
ら
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
り
す
る
過
程
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
経
て
初
め
て
、
一
人

前
の
医
師
と
し
て
臨
床
の
現
場
に
立
つ
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
は
あ
り

ま
す
が
、
常
に
謙
虚
で
あ
り
続
け
、
確
か
な
医

学
的
知
識
を
身
に
着
け
、
臨
床
現
場
で
は
働
い

て
い
く
中
で
今
ま
で
支
え
て
も
ら
っ
た
方
々
に

ご
恩
を
返
せ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
感

見
る
こ
と
で
人
体
構
造
の
立
体
的
位
置
関
係
に

関
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
と
と
も
に
、
人
体
構
造
の
秩
序
だ
っ
た
配

置
に
驚
き
の
連
続
で
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
こ
の
解
剖
実
習
を
重
ね
る

に
つ
れ
て
気
づ
か
さ
れ
た
こ
と
が
二
点
あ
り
ま

す
。
一
つ
目
は
、
医
学
生
同
士
が
競
争
心
で
は

な
く
、
お
互
い
高
め
よ
う
と
す
る
精
神
を
持
ち

な
が
ら
協
力
し
あ
え
る
関
係
性
を
構
築
す
る
こ

と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
解
剖
実
習
は
、

医
学
部
に
入
っ
て
か
ら
医
学
生
同
士
が
本
格
的

に
協
力
し
て
学
習
し
て
い
く
初
め
て
の
授
業
で

す
。
実
習
で
は
多
く
の
神
経
や
血
管
、
筋
肉
な

ど
を
探
し
て
立
体
的
位
置
関
係
を
把
握
す
る
必

要
が
あ
り
、
見
つ
け
る
べ
き
構
造
の
指
示
出
し

な
ど
班
員
同
士
が
協
力
し
力
を
合
わ
せ
な
け
れ

ば
限
ら
れ
た
時
間
で
多
く
の
も
の
を
身
に
着
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
受
験
勉
強
で
は
相
対

的
に
高
い
レ
ベ
ル
が
求
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、

医
師
と
し
て
働
く
う
え
で
は
患
者
さ
ん
の
た
め

に
よ
り
良
い
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
絶
対
的

に
高
い
水
準
で
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
協
力
す
る
こ
と
は

欠
か
せ
な
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
臨
床
現

場
で
は
、
今
回
の
実
習
の
よ
う
に
限
ら
れ
た
時

貴
重
な
経
験
を
可
能
に
　
　
　

し
て
く
れ
た
方
々
へ
の
感
謝

森
　
　
英
介

　
解
剖
学
実
習
を
行
う
前
、
こ
の
授
業
の
実
習

に
つ
い
て
は
「
基
本
的
に
全
出
席
が
単
位
認
定

要
件
で
あ
る
」
と
シ
ラ
バ
ス
（
授
業
計
画
）
に

記
載
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
は
じ
め
は
「
出
席

に
対
し
て
厳
し
い
授
業
で
あ
る
」
や
「
な
ぜ
そ

こ
ま
で
厳
格
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
」
な
ど
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ

う
な
考
え
は
講
義
の
冒
頭
で
の
千
葉
白
菊
会
様

の
献
体
の
精
神
（
こ
こ
ろ
）
や
生
前
に
自
分
自

身
を
献
体
す
る
こ
と
を
考
え
た
人
た
ち
の
話
を

聞
い
た
り
、
実
習
を
し
た
り
す
る
こ
と
で
変

わ
っ
て
い
っ
た
。

　
授
業
の
冒
頭
に
て
、
千
葉
白
菊
会
様
の
献
体

の
精
神
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
こ
こ
で
私
は
驚
い
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た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
会
に
入
っ
て
も
特

典
な
ど
は
無
く
、
医
学
の
役
に
立
て
る
と
い
う

喜
び
を
生
き
が
い
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
つ

ま
り
、「
無
条
件
・
無
報
酬
」
で
行
わ
れ
る
と
い

う
こ
と
だ
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
「
究
極
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
と
表
現
さ
れ
て
い
た
が
、
本
当
に

そ
の
通
り
だ
と
感
じ
た
。
ま
た
、
大
抵
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
あ
れ
ば
活
動
後
に
感
謝
な
ど
が
さ

れ
る
が
、
献
体
と
い
う
行
為
に
関
し
て
は
そ
の

よ
う
な
感
謝
を
本
人
が
聞
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
の
精
神
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
り
、
最

大
の
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
た
。

　
そ
の
よ
う
な
思
い
を
抱
き
つ
つ
、
実
習
を
行

う
日
が
や
っ
て
き
た
。
実
習
初
日
、
私
自
身
が

直
接
ご
遺
体
を
見
た
経
験
が
あ
ま
り
な
か
っ
た

の
で
、
は
じ
め
は
正
直
見
る
こ
と
さ
え
も
怖

か
っ
た
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
自
分
た
ち
が
解

剖
す
る
と
思
っ
た
と
き
は
と
て
も
緊
張
し
て
い

た
。
し
か
し
、
先
生
か
ら
「
目
の
前
の
ご
遺
体

は
、
解
剖
学
を
視
覚
的
に
教
え
て
く
れ
る
先
生

で
あ
る
と
同
時
に
皆
さ
ん
に
と
っ
て
初
め
て
の

患
者
で
あ
る
。」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
と
き
、

は
じ
め
の
緊
張
や
恐
怖
は
次
第
に
や
る
気
へ
と

感
謝
の
気
持
ち
が
あ
れ
ば
決
ま
り
と
し
て
明
記

せ
ず
と
も
達
成
し
て
然
り
な
の
で
は
な
い
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
経
験
を
可
能

に
し
て
く
れ
た
ご
遺
体
の
先
生
方
や
そ
の
ご
遺

族
様
、
及
び
千
葉
白
菊
会
様
へ
今
一
度
感
謝
を

伝
え
た
い
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

変
わ
り
、
献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
思
い

を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
最
後
ま
で
や
り
き

ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

気
持
ち
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
最
後
ま
で
真
剣
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
解
剖
実

習
最
終
日
、
私
の
中
で
強
い
達
成
感
が
湧
き
出

て
く
る
と
同
時
に
感
謝
の
念
も
込
み
上
げ
て
き

た
。
こ
の
よ
う
に
、
最
後
の
最
後
ま
で
全
力
を

尽
く
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
後
悔
は
無
い
。

　
献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
精
神
な
ど
、

こ
の
授
業
で
は
解
剖
学
以
外
の
こ
と
も
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。
そ
も
そ
も
、
解
剖
学
の
知
識
は

お
金
を
払
っ
て
教
科
書
を
買
え
ば
得
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
実
際
の
ご
遺
体
で
直
接
観
察
す
る

こ
と
は
お
金
を
払
っ
て
も
得
る
こ
と
が
で
き
な

い
経
験
だ
と
考
え
る
。
従
っ
て
、
お
金
に
は
換

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
体
験
を
可
能
に
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
に
は
感
謝
し
て
も
仕
切
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
授
業
が
成
り
立
つ
の
も
献
体
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
の
素
晴
ら
し
い
精
神
の
た
め

だ
と
改
め
て
感
じ
る
。
解
剖
学
実
習
を
行
う
前

は
出
席
の
厳
し
さ
な
ど
に
疑
問
を
抱
い
て
い
た

が
、
そ
れ
ら
の
規
則
は
ご
遺
体
の
先
生
方
の
精

神
を
考
え
れ
ば
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
。

寧
ろ
、
献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
対
す
る

烏 韻

吋

隠
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

解
剖
実
習
を
通
し
て
　
　
　
　

学
ん
だ
こ
と

北
條
　
太
朗

　
ま
ず
、
こ
の
解
剖
実
習
は
千
葉
白
菊
会
を
は

じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
方
々
の
ご
協
力
、
ご
支
援
の

も
と
で
の
み
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
り
ま
す
。

改
め
て
ご
遺
体
の
先
生
、
ご
遺
族
、
お
忙
し
い

中
学
習
の
サ
ポ
ー
ト
や
実
習
の
準
備
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
方
、
そ
し
て
一
緒
に
解
剖
を

行
っ
た
班
員
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
の
グ
ル
ー

プ
メ
ン
バ
ー
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
実
習
に

対
し
て
毎
回
緊
張
感
を
持
っ
て
真
剣
に
向
き
合

う
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の

方
々
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
支
え
ら
れ
た
結
果
で

あ
る
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
大
学
に
入
学
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
授
業
が
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に
お
い
て
も
、
チ
ー
ム
で
協
力
し
瞬
時
に
最
善

の
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
数
年
後
、

自
分
は
解
剖
実
習
の
何
十
倍
も
シ
ビ
ア
な
世
界

で
医
師
と
し
て
働
く
事
に
な
っ
た
と
き
に
、
も

し
こ
の
解
剖
実
習
を
経
験
し
て
い
な
け
れ
ば
確

実
に
潰
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
第
一
歩
と
し

て
、
こ
の
解
剖
実
習
を
通
し
て
自
分
に
と
っ
て

の
一
人
目
の
患
者
と
向
き
合
う
中
で
、
医
療
の

シ
ビ
ア
な
一
面
と
、
そ
れ
と
日
々
戦
え
る
よ
う

な
強
い
医
師
に
な
り
た
い
と
い
う
意
思
が
芽
生

え
ま
し
た
。

　
最
後
に
、「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
と
い
う

言
葉
の
通
り
、
実
際
に
こ
の
貴
重
な
解
剖
実
習

と
い
う
経
験
を
通
し
て
、
ど
ん
な
教
科
書
を
読

ん
で
も
得
ら
れ
な
い
よ
う
な
人
体
の
理
解
を
得

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
わ
ざ
に
は
続
き

が
あ
り
、「
百
見
は
一
考
に
如
か
ず
 百
考
は
一

行
に
如
か
ず
 百
行
は
一
果
（
効
）
に
如
か
ず
 

百
果
（
効
）
は
一
幸
に
如
か
ず
」
と
続
き
ま
す
。

こ
れ
は
、「
見
る
だ
け
で
な
く
、
見
た
こ
と
に
も

と
づ
い
て
行
動
し
、
行
動
す
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
行
動
が
成
果
に
つ
な
が
る
必
要
が
あ
り
、

成
果
を
出
す
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
人
々
の
幸

せ
に
貢
献
で
き
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
意
味

を
も
ち
ま
す
。
こ
の
解
剖
実
習
で
見
て
学
ん
で

ほ
と
ん
ど
な
く
専
門
教
科
の
勉
強
が
進
ん
で
い

く
中
で
、
自
分
が
数
年
後
医
師
に
な
る
と
い
う

ビ
ジ
ョ
ン
が
揺
ら
い
で
い
ま
し
た
。
た
だ
た
だ

目
の
前
の
試
験
に
向
け
て
無
心
に
勉
強
し
て
い

る
自
分
に
対
し
て
、
本
当
に
人
命
を
救
え
る
医

師
に
自
分
が
な
れ
る
の
か
と
考
え
る
事
が
度
々

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
解
剖
実
習
を
通

し
て
、
自
分
は
大
い
に
変
わ
り
ま
し
た
。
自
分

の
目
を
通
し
て
実
際
の
人
体
の
構
造
を
学
ん
で

い
く
中
で
、
教
科
書
を
通
し
て
学
べ
る
よ
う
な

知
識
を
超
え
て
、
人
体
の
優
れ
て
い
る
構
造
に

由
来
す
る
機
能
や
そ
れ
が
実
生
活
に
お
い
て
無

意
識
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
意
を

い
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
日
々

私
達
が
暮
ら
せ
る
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
人
体

の
異
常
を
見
抜
い
て
適
切
な
治
療
や
手
術
を

行
っ
て
い
る
医
師
の
存
在
を
再
認
識
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
解
剖
実
習
は
４
ヶ
月
に
も
渡
っ
て
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
正
直
実
習
後
に
は
毎
回
家
に

帰
っ
て
す
ぐ
に
寝
て
し
ま
う
ほ
ど
疲
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
実
習
の
内
容
に
疲
れ
た
だ
け
で
な
く
、

実
習
中
の
緊
張
感
や
班
員
と
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

と
い
っ
た
こ
と
か
ら
く
る
疲
れ
で
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
実
際
の
緊
張
感
あ
ふ
れ
る
医
療
現
場

き
た
様
々
な
こ
と
を
通
し
て
、
積
極
的
に
行
動

し
、
医
師
と
し
て
の
成
果
を
残
し
、
患
者
様
を

幸
せ
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
医
師
に
な

り
た
い
と
強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
改
め

て
、
こ
の
よ
う
に
自
分
を
大
き
く
変
え
て
く
れ

た
解
剖
実
習
と
、
そ
れ
を
可
能
に
し
て
く
れ
た

多
く
の
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

学生感想文

初
め
て
の
「
先
生
」

山
中
　
悠
由

　
約
三
ヶ
月
間
の
肉
眼
解
剖
学
実
習
を
終
え
た

今
、
実
習
初
日
の
こ
と
を
鮮
明
に
思
い
出
し
ま

す
。
実
習
室
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
白
布
が

か
け
ら
れ
た
御
遺
体
が
た
く
さ
ん
横
た
わ
っ
て

い
る
独
特
な
空
気
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
御
遺

体
と
初
め
て
対
面
し
、
こ
れ
か
ら
こ
の
方
々
の

御
遺
体
か
ら
沢
山
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
け

る
と
考
え
た
時
、
緊
張
、
恐
怖
、
罪
悪
、
責
任

な
ど
の
感
情
が
入
り
乱
れ
、
今
ま
で
感
じ
た
こ

と
が
な
い
複
雑
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
を
感
じ
た
時
間
で
し
た
。

　
肉
眼
解
剖
学
実
習
は
、
三
ヶ
月
間
あ
り
、
始

ま
る
前
は
こ
の
実
習
期
間
を
と
て
も
長
く
感
じ
、

烏韻

吋

吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
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乗
り
切
れ
る
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
肉

眼
解
剖
学
実
習
中
、
教
員
の
先
生
方
が
何
度
も

「
御
遺
体
は
私
た
ち
に
と
っ
て
初
め
て
の
患
者

さ
ん
で
あ
り
、
初
め
て
人
体
の
構
造
を
教
え
て

く
だ
さ
る
先
生
で
あ
る
。
解
剖
実
習
に
お
け
る

一
番
の
先
生
は
、
教
員
で
は
な
く
目
の
前
に
い

ら
っ
し
ゃ
る
献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
で
あ

る
。」
と
話
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
最
も
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
言
葉
の
通
り
、

本
実
習
の
一
番
の
先
生
は
献
体
し
て
い
た
だ
い

た
御
遺
体
だ
と
実
感
致
し
ま
し
た
。

　
肉
眼
解
剖
学
実
習
で
は
、
教
科
書
で
は
学
ぶ

こ
と
の
で
き
な
い
人
体
の
構
造
を
、
自
分
の
目

を
通
し
て
観
察
し
学
び
ま
し
た
。
教
科
書
に
は

平
均
的
な
人
体
の
構
造
に
つ
い
て
し
か
書
か
れ

て
い
な
い
た
め
、
実
際
に
御
遺
体
を
解
剖
す
る

と
教
科
書
と
は
違
う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

最
初
は
こ
の
実
習
を
進
め
る
こ
と
で
精
一
杯

だ
っ
た
た
め
、
教
科
書
と
は
違
う
構
造
が
あ
る

こ
と
に
焦
り
を
感
じ
ま
し
た
。
解
剖
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
御
遺
体

に
感
謝
し
、
御
遺
体
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
を
一

つ
で
も
多
く
学
び
取
り
、
教
科
書
と
違
う
構
造

に
も
意
味
が
あ
る
こ
と
を
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
違
い
を
認
識
し
な
が
ら
自

ら
の
手
で
解
剖
実
習
を
進
め
て
い
き
、
回
を
重

ね
る
ご
と
に
解
剖
知
識
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
御
遺
体
は
医
師
と
い
う
職
業
の
責
任

感
の
重
さ
も
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
少
し

前
ま
で
私
た
ち
と
同
じ
こ
の
世
で
生
き
て
い
た

方
と
御
遺
体
と
し
て
関
わ
る
方
が
同
一
と
考
え

る
と
、
命
は
い
か
に
尊
い
も
の
か
と
気
付
か
さ

れ
ま
し
た
。
医
療
行
為
を
施
す
こ
と
の
責
任
の

大
き
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
実
際
、
私
達
学
生

が
肉
眼
解
剖
学
実
習
を
し
て
い
る
機
会
を
多
く

の
熟
練
し
た
医
師
が
見
学
し
、
御
遺
体
を
観
察

し
て
い
る
姿
を
見
て
、
患
者
さ
ん
に
最
善
の
治

療
を
施
す
た
め
に
は
、
医
学
は
一
生
積
み
重
ね

常
に
知
識
を
更
新
し
な
が
ら
も
基
礎
を
忘
れ
て

は
い
け
な
い
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
肉
眼
解
剖
学
実
習
と
い
う
機
会
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
御
遺
体
か

ら
得
ら
れ
る
情
報
を
一
個
で
も
多
く
学
び
取
る

こ
と
が
１
番
の
恩
返
し
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま

し
た
。
献
体
い
た
だ
い
た
そ
の
遺
志
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
に
、
予
習
・
実
習
・
復
習
に
追
わ
れ

る
日
々
を
過
ご
し
、
毎
回
の
実
習
に
精
一
杯
取

り
組
む
こ
と
で
、
医
学
生
と
し
て
の
大
き
な
一

歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

学生感想文

烏 韻

吋

隠
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

納
棺
す
る
際
、
御
遺
体
か
ら
人
体
の
構
造
に
つ

い
て
隅
々
ま
で
勉
強
さ
せ
て
頂
け
た
と
感
じ
ま

し
た
。
ま
さ
に
御
遺
体
は
「
先
生
」
な
の
だ
と

実
感
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々

な
制
約
が
あ
る
中
、
医
学
生
と
し
て
こ
の
解
剖

実
習
に
参
加
で
き
、
無
事
終
え
ら
れ
た
こ
と
が

と
て
も
恵
ま
れ
た
こ
と
で
あ
る
と
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。
献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
並
び
に
ご

遺
族
の
方
々
、
そ
し
て
実
習
の
準
備
や
指
導
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
本
実
習
に
関
わ
っ

て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
々
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
実
習
を
通

じ
て
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
、
学
術
的
に
も
精

神
的
に
も
成
熟
し
た
医
師
に
な
れ
る
よ
う
に
今

後
も
よ
り
一
層
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

解
剖
実
習
へ
の
感
謝
と
　
　
　

私
自
身
の
変
化

中
橋
　
大
義

　
こ
の
度
、
私
た
ち
は
医
師
に
向
け
て
の
第
一

歩
と
し
て
ご
遺
体
の
先
生
の
肉
眼
解
剖
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
こ
の
度
お
体
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り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
私
た
ち
は
実
際
ご
遺

体
の
先
生
方
を
意
図
せ
ぬ
形
で
傷
つ
け
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
度
に
、
ご
遺
体

を
提
供
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
対
し
て
非
常
に

申
し
訳
な
い
気
持
ち
と
、
そ
れ
を
ご
理
解
い
た

だ
い
て
上
で
未
熟
な
私
た
ち
に
御
献
体
い
た
だ

い
た
尊
い
精
神
に
感
謝
を
覚
え
る
と
共
に
、
当

時
の
私
で
は
こ
の
よ
う
な
感
謝
で
は
な
く
、
恐

怖
や
嫌
悪
感
と
い
っ
た
大
変
失
礼
な
気
持
ち
を

抱
い
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
、
今
、

こ
の
よ
う
に
解
剖
実
習
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ

け
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
私
は
こ
の
解
剖
実
習
を
通
し
て
、
こ

の
よ
う
な
他
人
に
感
謝
す
る
心
と
、
医
療
者
と

し
て
お
互
い
を
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て

慮
り
、
尊
重
し
合
う
心
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
医

師
に
な
っ
て
い
く
に
あ
た
っ
て
絶
対
に
必
要
な

経
験
に
基
づ
い
た
知
識
と
技
術
を
会
得
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
私
は
大
学

の
同
期
の
中
で
は
圧
倒
的
に
年
長
者
で
あ
る
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
ど
う
し
て
も
皆
と
協
力
す

る
と
い
う
よ
り
は
独
力
で
や
り
切
る
と
い
う
こ

と
の
方
が
こ
れ
ま
で
は
多
か
っ
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
し
か
し
、
ち
ょ
う
ど
仕
事
が
忙
し
い
時

期
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
回
の
実
習
は

を
私
た
ち
に
提
供
い
た
だ
い
た
ご
遺
体
の
先
生

方
、
そ
し
て
そ
れ
に
合
意
し
て
い
た
だ
い
た
ご

遺
族
の
皆
様
、
ご
遺
体
の
提
供
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
千
葉
白
菊
会
の
皆
様
、
そ
し
て
ご
指
導

い
た
だ
い
た
先
生
方
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
医
学
部
に
入
学
す
る
前
に
他
大
学
で
生

命
科
学
を
専
攻
し
、
そ
の
後
社
会
人
を
経
験
し

て
い
ま
す
。
高
校
生
当
時
、
私
が
生
命
科
学
分

野
と
い
う
非
常
に
医
学
に
近
し
い
分
野
の
研
究

者
を
志
し
な
が
ら
も
医
学
の
道
を
選
択
し
な

か
っ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
「
解
剖
実
習
へ
の
覚

悟
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
」
で
し
た
。
人
の
体

に
興
味
を
持
ち
、
医
療
に
も
興
味
を
持
っ
て
い

た
も
の
の
、
そ
の
覚
悟
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら

こ
そ
、
医
療
の
道
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
社
会
人
を
経
て
医
学
の
道
を
再
度
志

し
た
と
き
、
そ
ん
な
こ
と
は
気
に
せ
ず
に
、

も
っ
と
早
く
、
あ
の
時
医
療
の
道
に
飛
び
込
ん

で
お
け
ば
良
か
っ
た
と
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
肉
眼
解
剖
学
実
習
を

終
え
た
今
で
は
、
当
時
の
私
の
判
断
は
間
違
っ

て
い
な
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は

ま
だ
ま
だ
医
師
へ
の
道
を
歩
み
始
め
た
ば
か
り

で
あ
り
、
技
術
も
知
識
も
未
熟
で
す
。
決
し
て

全
て
の
こ
と
が
う
ま
く
こ
な
せ
た
わ
け
で
は
あ

班
員
の
他
の
人
と
協
力
し
な
け
れ
ば
自
分
だ
け

で
は
や
り
き
れ
ず
、
そ
れ
が
返
っ
て
う
ま
く
他

人
と
協
力
す
る
こ
と
に
繋
が
り
、
少
し
自
分
の

殻
を
や
ぶ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
技
術
や
知
識
に
関
し
て
は
今
回
ご

遺
体
の
先
生
方
を
実
際
に
見
な
が
ら
班
員
皆
で

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
な
が
ら
実
習
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

机
上
の
空
論
で
し
か
な
か
っ
た
知
識
と
技
術
が
、

実
際
に
自
分
が
使
え
る
も
の
と
し
て
身
に
つ
い

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
力
を
身
に

つ
け
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
点

で
も
、
皆
様
に
は
非
常
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
世
界
中
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曾
有
の

危
機
に
瀕
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
私
た
ち
の
志

す
医
療
職
は
非
常
に
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
今
回
の
解
剖
実
習
を
通
し
て
学
ん

だ
知
識
や
技
術
、
精
神
を
も
と
に
、
協
力
し
合

い
な
が
ら
一
人
で
も
多
く
の
患
者
様
を
救
う
こ

と
が
で
き
る
医
師
に
な
る
こ
と
が
私
た
ち
に
で

き
る
皆
様
へ
の
感
謝
の
行
動
に
な
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
乱
文
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に

て
私
の
感
想
文
と
感
謝
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
度
は
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



-27-

　
す
で
に
医
師
に
な
っ
た
者
・
医
科
学
研
究
者

が
解
剖
を
学
ぶ
千
葉
大
学
の
「
ク
リ
ニ
カ
ル
ア

ナ
ト
ミ
ー
ラ
ボ
（
C
A
L
）」
に
は
、
す
で
に
累

計
４
９
７
４
名
（
2
0
2
1
年
度
実
績
）
も
の

参
加
者
が
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
参
加
者
か
ら
の

感
想
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
の
つ
い
た
用
語
に
つ
い
て
は
Ｐ
　
参
照

28

旺

王

欧

翁

横横

横横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

ＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣ
ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ
参参参参参参参参参参
加加加加加加加加加加
医医医医医医医医医医
師師師師師師師師師師
感感感感感感感感感感
想想想想想想想想想想

Ｃ
Ａ
Ｌ
参
加
医
師
感
想
文文文文文文文文文文文

ＣＡＬ感想文

　
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

救
急
集
中
治
療
医
学
　
　
中
村
　
聡
志

　
自
動
車
の
性
能
向
上
や
法
令
強
化
な
ど
に
よ

り
交
通
事
故
発
生
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

外
傷
で
命
を
落
と
す
患
者
の
数
は
以
前
と
比
較

す
る
と
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。
社
会
に
と
っ

て
、
私
の
よ
う
な
外
傷
患
者
の
診
療
に
携
わ
る

救
急
医
に
と
っ
て
も
そ
れ
は
こ
の
上
な
く
望
ま

し
い
こ
と
で
あ
る
反
面
、
重
症
外
傷
患
者
の
救

命
の
た
め
に
必
要
な
 手
 技
を
実
臨
床
の
場
で
系

※

統
立
っ
た
指
導
を
受
け
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
は
困

難
な
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
外
傷
診
療

が
専
門
医
療
機
関
に
集
約
化
し
て
き
て
い
る
影

響
も
あ
り
、
実
際
に
私
の
勤
務
す
る
 三
 次
救
急

※

受
け
入
れ
を
し
て
い
る
市
中
の
中
核
病
院
で
初

療
室
で
緊
急
に
外
科
的
処
置
を
要
す
る
症
例
と

い
う
の
は
年
に
数
え
る
程
し
か
な
い
の
が
現
状

で
す
。
そ
ん
な
中
で
も
重
症
外
傷
患
者
が
自
分

の
目
の
前
に
搬
送
さ
れ
て
く
る
可
能
性
は
少
な

か
ら
ず
あ
る
た
め
、
救
急
医
と
し
て
そ
の
ス
キ

ル
を
ど
の
よ
う
に
し
て
習
得
・
維
持
す
る
か
は

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度A
SSE

 
   T  －Chib     a  コ
ー
ス
に
運
営
ス

タ
ッ
フ
の
一
員
と
し
て
参
加
す
る
機
会
を
い
た

だ
き
、
上
記
の
よ
う
な
思
い
を
抱
い
て
い
た
私

に
と
っ
て
非
常
に
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

ご
遺
体
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
外
傷
診
療
の

第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
医
師
の
方
々
の
手

技
や
議
論
、
講
義
を
見
て
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
運
営
ス
タ
ッ
フ
側
で
は
あ
り
ま
し
た
が
実

臨
床
で
生
か
せ
る
知
識
や
考
え
方
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
コ
ー
ス
が
開
催

さ
れ
て
い
る
意
義
は
非
常
に
大
き
く
、
外
傷
診

療
に
関
わ
る
多
く
の
医
療
者
が
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
医
療
の
発
展
に
寄
与
し
社
会
に
好

影
響
を
及
ぼ
す
と
思
い
ま
す
。
い
ず
れ
受
講
者

側
と
し
て
参
加
を
し
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　
献
体
し
て
い
た
だ
い
た
方
、
ご
遺
族
の
方
へ

　
ご
遺
体
よ
り
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
を
こ
れ
か
ら
の
現
場
で
生
か
し
、
一
人
で
も

多
く
の
命
を
救
え
る
よ
う
に
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
参
加
者
一
同
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
都
立
墨
東
病
院

整
形
外
科
　
　
細
見
　
裕
紀

　
２
０
２
２
年
５
月
７
日
、 シ
 ニア
レ
ジ
デ
ン
ト

※

を
対
象
と
し
た
整
形
外
科
 Cadaver

W
orksh

op
in
Chiba

H
and

&
Elbow

～Basic

～
 

が
千
葉
大
学C

lin
ical

A
n
atom

y
L
ab

（CA
L

）
に
て
開
催
さ
れ
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
執
刀
経
験
の
少
な
い
私

達
に
と
っ
て
は
、
メ
ス
を
持
ち
自
ら
手
術
を
イ

メ
ー
ジ
し
な
が
ら
構
造
物
の
確
認
が
出
来
る
こ

の
よ
う
な
機
会
は
、
大
変
貴
重
で
あ
り
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
教
科
書
で
解
剖
学
的
構
造
を
い

く
ら
勉
強
し
て
も
、
実
際
の
神
経
や
血
管
が
ど

の
程
度
の
径
で
あ
り
深
さ
に
位
置
し
て
い
る
か

な
ど
は
想
像
で
し
か
な
く
、
こ
う
し
て
実
際
に

解
剖
す
る
こ
と
で
鮮
明
に
記
憶
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
ま
た
、
自
ら
手
を
動
か
す
中
で

様
々
な
疑
問
や
探
究
心
が
生
ま
れ
ま
す
。
実
際

の
手
術
で
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
さ
ら
に
傷
を
延

長
し
 術
 野
を
拡
げ
た
り
す
る
こ
と
で
裏
に
隠
れ

※
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ＣＡＬ感想文

る
危
険
な
構
造
物
に
気
が
つ
い
た
り
、
講
師
の

先
生
に
直
接
解
説
頂
き
な
が
ら
そ
の
場
で
理
解

を
深
め
る
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

機
会
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
明
日
か
ら
の

臨
床
に
役
立
て
、
一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん

に
貢
献
で
き
る
よ
う
今
後
と
も
精
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
医
学
教
育
に
御
賛
同
頂
き
ま
し
た

献
体
者
の
皆
様
、
そ
の
ご
家
族
、
千
葉
白
菊
会

の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
千
葉
労
災
病
院

呼
吸
器
外
科
　
　
佐
藤
　
祐
太
朗

　
今
回Clinical

A
natom

y
La

        　
 
     
    b  で
の
脳
死

肺
移
植
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
さ
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
。
千
葉
大
学
の
み
な
ら
ず
国
内
の

肺
移
植
は
件
数
が
限
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
映
像

で
も
手
技
を
学
ぶ
機
会
が
少
な
い
た
め
、
実
際

の
手
術
手
技
を
間
近
で
見
学
で
き
る
機
会
は
大

変
貴
重
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
脳
死
患
者
の

手
術
と
違
い
、
ご
遺
体
を
使
わ
せ
て
頂
く
今
回

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
術
場
に
複
数
の

人
間
が
入
る
こ
と
が
容
易
で
す
。
映
像
に
残
ら

な
い
と
て
も
深
い
場
所
の
解
剖
構
造
に
直
接
触

れ
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
C
A
L
な
ら
で
は
の

経
験
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
他
に
も
、
肺

動
脈
の
 カ
 ニ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
実
際
の

※

術
中
に
は
繰
り
返
す
こ
と
が
困
難
な
手
技
を
、

複
数
の
参
加
者
が
経
験
出
来
る
の
も
C
A
L
な

ら
で
は
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
今
回
の
C
A
L
で
多
く
の
知
識
や

技
術
を
学
び
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
準
備
し
開
催
し

て
く
だ
さ
っ
た
講
師
の
先
生
や
、
C
A
L
を
運

営
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
関
係
者
の
皆
様
、
そ

し
て
献
体
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
深
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
経
験
を
活
か
し
、

日
々
の
診
療
で
1
人
で
も
多
く
の
患
者
に
還
元

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　

用
語
の
解
説

（
文
中
※
の
つ
い
た
言
葉
）

ア
ト
ラ
ス
…
…
解
剖
実
習
で
使
用
す
る
人

体
の
図
譜

走
　
　
行
…
…
神
経
や
血
管
な
ど
の
位
置

や
連
続
性
の
こ
と

剖
　
　
出
…
…
見
る
べ
き
器
官
が
見
え
る

よ
う
に
他
の
組
織
を
取
り

除
く
こ
と

手
　
　
技
…
…
治
療
や
手
術
の
手
法

三
次
救
急
…
…
重
症
で
救
命
処
置
を
要
す

る
救
急
医
療

シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ト

　
　
　
　
…
…
初
期
臨
床
研
修
を
終
え
た

後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分

野
に
つ
い
て
の
後
期
臨
床

研
修
を
受
け
る
医
師
（
＝

専
門
研
修
医
）

術
　
　
野
…
…
手
術
を
行
っ
て
い
る
部
位

の
う
ち
目
で
見
え
る
部
分

カ
ニ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
…
…
心
臓
や
血
管
、
気
管
な
ど

に
管
（
カ
ニ
ュ
ー
レ
）
を

挿
入
す
る
こ
と
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学生感想文

　
令
和
三
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
正
規
の
実

習
内
で
は
解
剖
見
学
が
実
施
で
き
ず
、
本
年
二

月
に
希
望
者
を
募
っ
て
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
時
の
感
想
文
が
前
半
の
現
三
年
生
で
す
。

令
和
四
年
度
は
五
月
に
 形
 態
機
能
学
実
習
の
一

※

環
と
し
て
二
年
生
が
解
剖
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
人
体
の
精
巧
な
つ
く
り
を
立
体
的

に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
の
感
動
、
今
後
の

学
習
や
将
来
へ
向
け
て
の
決
意
、
献
体
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
や
ご
遺
族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が

綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
（
大
学
院
看
護
学
研
究
院

　
　
　
　
　
　
　
教
授
　
　
小
宮
山
　
政
敏
）

※
人
体
の
正
常
な
形
態
構
造
と
機
能
を
学
ぶ

旺

王

欧

翁

横横

横横

殴
殴
殴
殴
殴
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恩
師

三
年
生
　
　
江
村
　
す
み
れ

　
学
生
に
と
っ
て
先
生
で
あ
る
ご
遺
体
と
初
め

て
対
面
し
、
解
剖
の
見
学
実
習
が
始
ま
っ
た
際

の
自
分
の
気
持
ち
を
表
現
す
る
こ
と
は
と
て
も

う
な
人
体
の
複
雑
で
多
様
な
構
造
と
働
き
を
、

頭
だ
け
で
は
な
く
、
視
覚
や
触
覚
を
通
し
た
感

覚
的
な
も
の
と
し
て
も
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」と
い
う
言
葉
を

こ
れ
ほ
ど
強
く
実
感
し
た
こ
と
は
な
く
、
人
体

の
神
秘
さ
に
心
か
ら
感
動
し
た
。

　
実
習
後
、
千
葉
白
菊
会
会
報
を
拝
読
し
た
。

そ
の
な
か
で
、
多
く
の
会
員
の
方
々
が
「
少
し

で
も
、
ほ
ん
の
少
し
で
も
、
役
に
立
て
れ
ば
、

医
学
生
の
為
に
な
れ
ば
」
と
い
う
よ
う
な
想
い

を
綴
っ
て
い
た
。
な
か
に
は
、
献
体
さ
れ
る
際

の
こ
と
を
考
え
て
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
、

身
体
を
な
る
べ
く
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
気
を
付

け
て
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
い
う
会
員
の
方
も

い
た
。
こ
れ
ら
の
想
い
を
読
ん
だ
と
き
、「
な

ん
て
精
神
性
が
高
く
、
篤
い
志
を
持
っ
た
方
々

な
の
だ
ろ
う
。
こ
の
方
た
ち
に
恥
じ
な
い
よ
う
、

も
っ
と
も
っ
と
頑
張
ら
な
け
れ
ば
」
と
い
う
感

情
が
胸
を
強
く
突
き
上
げ
、
自
分
で
も
知
ら
ぬ

間
に
こ
ぼ
れ
そ
う
に
な
っ
た
涙
を
必
死
で
こ
ら

え
た
。

　
今
回
の
実
習
を
通
し
て
、
深
い
学
び
と
医
療

従
事
者
と
し
て
の
人
間
性
を
育
む
機
会
を
与
え

て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
は
私
に
と
っ
て
恩
師
で

あ
る
。
お
互
い
の
名
前
も
知
ら
ず
、
時
間
で
言

難
し
い
。
単
な
る
供
恐
怖
僑
で
も
供
衝
撃
僑
で

も
な
い
。
あ
え
て
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
供
緊
張
僑

だ
ろ
う
か
。
ご
遺
体
を
実
際
に
目
に
し
た
こ
と

で
、
目
の
前
に
横
た
わ
る
先
生
が
こ
れ
か
ら
示

し
て
く
だ
さ
る
学
び
を
十
二
分
に
得
な
け
れ
ば
、

と
い
う
責
任
感
や
使
命
感
を
明
確
か
つ
強
烈
に

自
覚
し
た
。
実
習
が
始
ま
っ
て
し
ば
ら
く
の
間

は
、「
絶
対
に
目
を
背
け
ち
ゃ
ダ
メ
だ
。
こ
の

目
に
焼
き
付
け
な
け
れ
ば
」
と
ひ
た
す
ら
自
分

自
身
に
言
い
聞
か
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
習

が
進
む
に
つ
れ
て
、
目
の
前
の
先
生
方
が
、
言

葉
の
通
り
供
身
を
も
っ
て
僑
私
に
そ
の
人
生
の

一
片
を
語
り
か
け
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

私
は
、
少
し
で
も
多
く
の
こ
と
を
学
び
取
ろ
う

と
頭
を
働
か
せ
る
と
同
時
に
、
先
生
方
一
人
ひ

と
り
の
生
涯
に
思
い
を
馳
せ
た
。

　
解
剖
見
学
の
実
習
は
、
主
に
人
間
性
の
成
長

と
人
体
構
造
へ
の
理
解
の
深
ま
り
と
い
う
点
に

お
い
て
、
他
の
ど
の
座
学
に
も
代
え
が
た
い
学

び
の
場
で
あ
っ
た
。
実
習
を
経
て
、
生
命
の
尊

厳
、
医
療
従
事
者
と
し
て
の
自
覚
や
使
命
感
を

こ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
強
く
認
識
し
た
。
そ
し

て
、
人
体
構
造
の
理
解
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、

直
に
見
て
、
触
れ
る
こ
と
で
、
教
科
書
で
学
習

し
て
い
る
だ
け
で
は
決
し
て
身
に
つ
か
な
い
よ
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え
ば
、
た
っ
た
の
二
、
三
時
間
の
邂
逅
で
あ
っ

た
。
そ
れ
で
も
私
に
と
っ
て
は
、
一
生
の
恩
師

と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
恩

師
の
方
々
と
、
そ
し
て
、
同
様
に
篤
い
志
を

持
っ
た
そ
の
ご
家
族
の
願
い
や
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
勉
学
に
励
む
と
と
も
に
、

患
者
や
そ
の
ご
家
族
に
寄
り
添
い
共
に
歩
ん
で

い
け
る
よ
う
な
医
療
従
事
者
を
目
指
し
、
日
々

努
力
し
て
い
き
た
い
。

　
最
後
に
、
ご
献
体
と
し
て
自
ら
を
捧
げ
深
い

学
び
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
へ
、
そ
し

て
、
献
体
を
同
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
家
族
の
皆

様
へ
、
心
か
ら
の
敬
意
を
表
し
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。解

剖
見
学
を
経
て

三
年
生
　
　
前
田
　
千
遥

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
大
学
に
入
学
し
た
こ
と
に

よ
り
、
生
身
で
人
と
会
う
機
会
や
、
実
際
に
体

験
す
る
と
い
う
機
会
が
非
常
に
少
な
く
な
っ
た
。

入
学
当
初
は
大
学
の
教
授
や
友
達
の
顔
も
知
ら

な
い
ま
ま
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
始
ま
り
、
技
術

習
得
の
機
会
や
病
棟
実
習
に
も
制
限
が
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
解
剖
見
学
の
機
会
を

あ
っ
た
。
ど
の
部
位
も
臓
器
も
そ
の
人
を
形
成

す
る
一
部
で
あ
り
、
関
わ
り
合
っ
て
生
命
を
維

持
し
て
い
る
の
だ
と
感
じ
た
。
想
像
し
て
い
た

よ
り
も
大
き
な
血
管
が
全
身
に
血
液
を
送
っ
て

い
る
か
と
思
え
ば
、
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
小

さ
く
細
い
血
管
が
、
全
身
を
統
制
す
る
脳
に
血

液
を
送
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、

実
際
に
臓
器
に
触
れ
、
そ
の
感
触
か
ら
臓
器
が

働
い
て
い
た
こ
と
を
感
じ
、
そ
の
臓
器
や
機
能

が
障
害
さ
れ
る
こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と
か
思
考

を
巡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
教
科
書
か
ら
は

感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
現
実
味
を
感
じ
、
人

体
を
立
体
像
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

家
に
帰
り
、
改
め
て
教
科
書
を
見
て
み
る
と
、

今
私
の
中
で
も
こ
の
部
位
や
臓
器
が
働
い
て
い

る
の
だ
と
、
こ
の
瞬
間
に
存
在
す
る
も
の
と
し

て
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
。
非
常
に
貴
重
で
、
今

後
の
学
び
に
活
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
験

で
あ
っ
た
。

　
一
方
で
不
足
し
て
い
る
知
識
も
多
く
、
今
回

の
解
剖
見
学
で
は
理
解
し
き
れ
な
か
っ
た
構
造

等
も
あ
っ
た
。
身
体
の
中
で
何
が
起
き
て
い
る

の
か
を
理
解
で
き
な
け
れ
ば
、
適
切
な
判
断
を

下
す
こ
と
、
看
護
を
提
供
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
改
め
て
実
感
し
、
春
期
休
業
中
で
緩
ん
で

得
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
が
、
ま
ず
有
り
難
い

こ
と
だ
。
解
剖
見
学
を
実
施
し
よ
う
と
動
い
て

く
だ
さ
っ
た
先
生
方
や
大
学
院
生
が
お
り
、
恵

ま
れ
て
い
る
環
境
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
る

の
だ
と
感
じ
た
。

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
献
体
が
ご
遺
族
の

も
と
に
帰
る
の
は
二
、
三
年
後
と
い
う
こ
と
を

知
り
、
ご
遺
族
に
と
っ
て
そ
れ
は
長
い
時
間
な

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。
昨
年
、
私
の
祖
父

が
亡
く
な
り
、
数
日
後
に
葬
儀
が
行
わ
れ
た
。

最
も
混
乱
し
て
い
た
の
は
祖
母
で
、
葬
儀
が
行

わ
れ
る
前
に
何
度
も
祖
父
の
顔
を
見
に
行
っ
て

は
話
し
か
け
て
い
た
。
祖
母
は
認
知
症
を
患
っ

て
い
る
が
、
葬
儀
を
終
え
た
こ
と
で
祖
父
が
亡

く
な
っ
た
こ
と
を
理
解
し
た
の
か
、
何
か
納
得

し
た
よ
う
に
、
取
り
乱
す
こ
と
が
減
っ
て
い
っ

た
。
こ
の
こ
と
を
経
て
、
故
人
と
対
面
す
る
葬

儀
等
の
機
会
は
、
遺
族
に
と
っ
て
大
切
な
時
間

だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
機
会
を
延
長
し
て
、

医
療
学
部
生
が
学
ぶ
た
め
に
献
体
し
て
く
だ
さ

る
と
い
う
事
に
対
し
て
、
ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、

ご
家
族
の
方
に
も
感
謝
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
見
学
前
に
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、

教
科
書
の
図
や
絵
で
人
体
を
見
る
の
と
、
実
際

の
人
体
を
見
る
の
と
で
は
全
く
異
な
る
体
験
で
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い
た
気
持
ち
を
引
き
締
め
、
学
業
に
励
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。
三
年
生
か
ら
は
実

習
も
始
ま
り
、
事
例
や
模
擬
患
者
で
は
な
く
、

生
身
の
患
者
さ
ん
と
対
面
す
る
。
教
科
書
の
文

面
通
り
の
理
解
で
は
な
く
、
解
剖
見
学
で
体
験

し
た
、
立
体
的
な
視
点
を
基
に
患
者
さ
ん
の
理

解
に
努
め
、
励
ん
で
い
き
た
い
。

感
謝
と
敬
意
を
表
し
て

三
年
生
　
　
竹
田
　
　
藍

　
大
変
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
私
自
身
は
献
体
に

つ
い
て
検
討
し
た
こ
と
が
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
献
血
や
骨
髄
バ
ン
ク
と
い
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
、
臓
器
提
供
な
ど
は
検
討
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
献
体
に
関
す
る
知
識
は
な

く
、
ご
献
体
が
本
人
の
意
思
に
基
づ
く
篤
志
行

為
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
さ

ら
に
、
献
体
は
臓
器
提
供
の
よ
う
に
数
時
間
～

数
日
で
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
二
～
四
年

間
も
の
長
期
間
を
要
し
、
献
体
に
同
意
し
て
く

れ
る
家
族
や
友
人
が
必
要
で
あ
る
と
知
り
ま
し

た
。
長
く
て
も
一
年
以
内
に
納
骨
さ
れ
る
だ
ろ

う
と
の
稚
拙
な
想
像
を
し
て
い
た
私
は
、
ご
献

体
と
向
き
合
う
姿
勢
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

今
も
な
お
我
々
看
護
学
生
に
ご
教
授
さ
れ
て
い

る
志
に
頭
が
上
が
り
ま
せ
ん
。
加
え
て
、
会
員

様
の
中
に
は
、
献
体
の
た
め
に
筋
力
を
つ
け
よ

う
と
散
歩
に
励
ん
で
い
る
人
も
い
る
と
聞
き
ま

し
た
。
私
は
、
先
生
方
の
崇
高
な
想
い
に
学
び

で
応
え
よ
う
と
、
必
死
で
し
た
。

　
ご
献
体
と
し
て
対
面
し
た
先
生
は
、
学
び
を

与
え
て
く
れ
る
と
同
時
に
人
生
の
先
輩
で
あ
る

と
実
感
し
、
献
体
と
は
生
の
延
長
線
上
に
あ
る

こ
と
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。
私
た
ち
看
護
学
生

が
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
数
時
間
で
し
た

が
、
私
た
ち
が
学
び
取
る
ま
で
に
何
十
年
と
積

み
上
げ
ら
れ
て
き
た
人
生
を
考
え
る
と
、
ご
献

体
い
た
だ
い
た
崇
高
さ
と
私
た
ち
が
学
べ
て
い

る
こ
と
へ
の
感
謝
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

す
。
実
習
前
後
に
黙
と
う
を
行
い
ま
し
た
が
、

ご
献
体
い
た
だ
い
た
方
へ
の
尊
敬
の
念
と
感
謝

の
想
い
は
重
み
が
全
く
異
な
っ
て
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
改
め
て
、
感
謝
の
意
と
敬
意
を
表
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
看
護
学
生
と
し
て
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
、
技
術

も
知
識
も
乏
し
い
中
、
医
療
に
か
か
わ
る
者
の

責
任
を
全
身
で
体
感
し
た
実
習
で
し
た
。
人
生

の
先
生
と
し
て
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
多
く
の

こ
と
を
胸
に
、
看
護
学
生
と
し
て
の
自
覚
を
持

い
と
自
分
を
律
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
実
際
に
実
習
の
場
に
立
つ
と
、
本
当
に
多
く

の
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。
各
臓
器
の
位
置
関
係

や
、
体
の
厚
み
、
筋
や
血
管
の
弾
力
性
な
ど
は
、

実
際
に
触
れ
て
み
な
け
れ
ば
理
解
し
に
く
く
、

書
籍
で
は
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
実
習
書

と
比
較
し
た
色
や
、
重
み
・
質
感
な
ど
を
触
れ

な
が
ら
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
講
義
で
学

ん
だ
知
識
を
総
動
員
し
ま
し
た
が
、
不
足
し
て

い
る
知
識
が
圧
倒
的
に
多
く
、
こ
れ
か
ら
の
学

び
に
も
つ
な
が
る
、
貴
重
な
機
会
で
し
た
。

　
人
体
の
構
造
に
つ
い
て
多
く
の
学
び
が
あ
っ

た
と
同
時
に
、
ご
献
体
の
前
に
立
つ
と
、
人
生

の
先
生
と
し
て
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
と
背
筋
が

伸
び
る
想
い
も
し
ま
し
た
。
実
習
前
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
で
「
解
剖
見
学
に
お
け
る
先
生
は
、
我
々

教
員
で
は
な
く
、
ご
献
体
で
あ
る
」
と
の
説
明

が
あ
っ
た
と
き
は
、
人
体
の
構
造
に
お
け
る
先

生
で
あ
る
と
ば
か
り
認
識
し
て
い
た
の
で
す
。

し
か
し
、
ご
献
体
を
目
の
前
に
す
る
と
、
何
度

も
何
度
も
家
事
を
し
て
き
た
手
が
目
に
入
り
、

足
裏
の
厚
み
を
見
る
と
、
何
十
年
も
身
体
を
支

え
続
け
た
こ
と
が
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
り
ま

す
。
生
前
に
は
、
子
ど
も
に
多
く
の
こ
と
を
教

え
、
次
世
代
に
文
化
や
価
値
を
残
し
な
が
ら
、
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ち
、
一
看
護
職
と
し
て
社
会
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
で
す
。
ご
献
体
の
先
生
方
に
は
、
崇
高
な

思
い
と
、
我
々
看
護
学
生
を
含
め
た
医
療
を
志

す
者
へ
の
篤
志
行
為
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

る
と
と
も
に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

恩
返
し
を
目
指
し
て

二
年
生
　
　
佐
伯
　
優
花

　
私
の
人
の
体
の
仕
組
み
の
学
び
は
、
中
学
校

の
理
科
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
、

人
間
の
体
の
仕
組
み
に
非
常
に
感
心
し
、
進
化

の
過
程
で
適
応
し
て
き
た
生
物
の
歴
史
に
感
銘

を
受
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
そ
の
人
間
の

仕
組
み
を
正
常
に
保
ち
、
人
を
救
う
こ
と
が
出

来
る
医
療
の
世
界
に
興
味
を
持
ち
、
自
分
の
医

療
へ
の
か
か
わ
り
方
を
模
索
し
、
患
者
の
一
番

近
く
で
闘
病
を
支
え
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

看
護
の
道
を
志
し
ま
し
た
。
こ
の
学
部
に
入
っ

て
一
番
初
め
に
学
ん
だ
看
護
師
の
役
割
は
、
患

者
さ
ん
の
回
復
過
程
に
お
い
て
体
力
の
消
耗
を

最
小
限
に
抑
え
、
患
者
さ
ん
自
身
の
持
つ
力
を

最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

人
の
体
の
仕
組
み
を
知
る
こ
と
は
、
看
護
を
行

う
上
で
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
私
は
、
教
科
書
や
資

た
ち
学
生
に
で
き
る
唯
一
の
恩
返
し
で
あ
る
と

確
信
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
解
剖
室
へ
向
か
い
、
実
際
に
解
剖

実
習
の
見
学
が
始
ま
り
ま
し
た
。
先
生
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
臓
器
の
位
置
や
そ
の
臓
器
に
ま
つ

わ
る
詳
細
な
ど
を
説
明
し
て
も
ら
い
、
実
際
に

触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
の
体
の
内

部
を
見
る
の
は
初
め
て
で
、
想
像
し
て
い
た
色
、

固
さ
、
感
触
と
異
な
っ
て
い
た
部
分
が
い
く
つ

も
あ
り
ま
し
た
。
実
際
に
見
る
こ
と
で
し
か
学

べ
な
い
内
容
も
た
く
さ
ん
吸
収
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
非
常
に
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
学
び
は
、
自
分
が
看
護
師
に
な
り
臨
床

で
働
い
て
も
、
ず
っ
と
記
憶
に
残
り
続
け
る
も

の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
学
生
は
、
献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
が
、
生
前
何
が
お
好
き
な
方
だ
っ
た
の
か
、

ど
の
よ
う
な
人
生
を
送
ら
れ
て
い
た
の
か
、
ど

の
よ
う
な
お
人
柄
の
方
だ
っ
た
の
か
、
知
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
生
前
の
関
り
を

持
つ
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の

実
習
を
通
し
て
、
献
体
と
い
う
非
常
に
尊
い
想

い
を
お
持
ち
の
方
々
と
関
わ
る
こ
と
が
出
来
た

こ
と
を
非
常
に
有
難
く
、
そ
し
て
誇
り
に
思
い

ま
す
。
私
た
ち
の
学
び
の
先
生
と
な
っ
て
く
だ

料
を
基
に
、
そ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
学
ん
で
き

ま
し
た
。
や
は
り
、
立
体
で
存
在
す
る
も
の
を

平
面
で
学
ぶ
と
い
う
事
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

実
物
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
思

い
は
、
学
び
の
中
で
何
度
も
思
い
立
つ
感
情
で

し
た
。

　
私
の
母
は
、
看
護
師
の
資
格
を
所
有
し
て
お

り
、
家
で
よ
く
看
護
の
授
業
の
話
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
際
に
、
母
か
ら
解
剖
実
習
の
見
学
の

授
業
の
存
在
を
き
き
ま
し
た
。
初
め
て
そ
の
存

在
を
知
っ
た
と
き
は
、
実
際
に
人
の
体
を
見
る

こ
と
に
対
す
る
恐
怖
心
の
よ
う
な
感
情
と
、
実

際
の
人
間
の
内
側
の
部
分
を
見
学
で
き
る
こ
と

に
対
す
る
興
味
に
二
極
化
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

解
剖
実
習
当
日
に
、
献
体
は
ど
の
よ
う
な
仕
組

み
の
下
に
行
わ
れ
る
の
か
、
ま
た
、
献
体
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
は
ど
の
よ
う
な
思
い
を
抱
い

て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
そ
の
説
明
を
受
け
て
、
今
ま
で
解
剖

実
習
に
抱
い
て
い
た
心
境
と
大
き
く
変
わ
り
、

生
前
に
献
体
の
意
志
を
示
し
て
く
だ
さ
り
私
た

ち
の
先
生
と
な
っ
て
く
れ
る
方
々
へ
の
感
謝
と
、

献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
想
い
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
な
学
び
を
こ
の
解
剖
実
習
で
得
よ
う

と
い
う
決
意
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
私
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さ
っ
た
方
々
に
、
立
派
に
恩
返
し
が
で
き
る
よ

う
、
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

貴
重
な
経
験
と
深
い
学
び

二
年
生
　
　
赤
松
　
愛
菜

　
白
菊
会
の
皆
様
、
今
回
こ
の
よ
う
な
貴
重
な

学
び
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
解
剖
見
学
に
行
く
前
ま
で
は

正
直
、
人
体
の
解
剖
見
学
に
対
し
て
イ
メ
ー
ジ

が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
解
剖
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
け
る
こ
と
な
ど
日
常
生
活
で
は
な
い

た
め
、
世
の
中
で
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
匂
い
や

臓
器
の
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
、
見
学
に
対
し
て

恐
怖
心
や
不
安
感
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

実
際
に
解
剖
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
驚
く
べ

き
発
見
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　
特
に
臓
器
に
関
し
て
は
、
触
れ
る
こ
と
で
各

臓
器
に
抱
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
を
覆
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
教
科
書
で
は
平
面
的

に
描
か
れ
て
い
る
た
め
、
実
際
の
位
置
関
係
を

把
握
で
き
て
お
ら
ず
、
曖
昧
な
「
暗
記
」
で
済

ま
せ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
立
体
的
に
見
る

こ
と
で
こ
ん
な
に
も
十
二
指
腸
が
奥
に
あ
る
の

だ
、
子
宮
は
か
な
り
小
さ
い
臓
器
な
の
だ
な
ど

打
つ
べ
き
場
所
、
圧
迫
し
て
は
い
け
な
い
場
所

を
神
経
に
関
連
さ
せ
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
色
々
な
技
術
の
実
習
を
し
て
い
る
中

で
、
な
ぜ
こ
の
行
為
を
し
て
は
い
け
な
い
の
か

考
え
ず
に
、
た
だ
教
え
ら
れ
た
通
り
に
や
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
で

は
応
用
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
を
実
感
し
、
ま

た
「
な
ぜ
」
の
答
え
に
は
必
ず
人
体
の
構
造
が

関
係
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
今
回
注
射
の
こ
と
や
圧
迫
禁
止
場
所
を
理

由
と
と
も
に
知
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
実
習

に
し
っ
か
り
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
看
護
の
視
点
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
ば
せ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
今
回
私
た
ち
の
先
生
と
な
っ
て
く

だ
さ
っ
た
献
体
の
方
々
、
心
よ
り
感
謝
し
て
い

ま
す
。
日
常
生
活
で
は
経
験
で
き
な
い
こ
と
を

経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
学
び
を
与
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
本
当
に
貴
重
で
深
い
学

び
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
学
生

の
学
び
の
た
め
に
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
想
い

を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、
今
回
の
見
学
で
の
学

び
を
今
後
に
し
っ
か
り
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
ま
で
把
握
で

き
て
い
な
か
っ
た
臓
器
の
位
置
が
パ
ズ
ル
の
よ

う
に
は
ま
り
、
人
体
の
構
造
に
関
し
て
関
心
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
肺
の
硬
さ
、

脂
肪
の
重
さ
、
神
経
の
絡
ま
り
方
な
ど
言
葉
だ

け
で
は
伝
わ
り
き
れ
な
い
、
イ
メ
ー
ジ
し
き
れ

な
い
と
こ
ろ
ま
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」と
い
う
こ
と
わ

ざ
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
と
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
人
体
の
構
造
は

複
雑
で
、
講
義
で
何
度
も
臓
器
の
機
能
や
特
徴

を
教
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
時
間
が
経
つ
と
、

少
し
ず
つ
抜
け
て
い
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
抜
け
る
と
こ
ろ

の
多
く
が
言
葉
で
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
特
徴

に
つ
い
て
で
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
見
学
で

そ
の
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が

解
決
で
き
、
さ
ら
に
実
際
に
見
て
触
れ
た
こ
と

で
よ
り
立
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
臓
器
や
骨
、
筋
肉
を
断
片

的
に
捉
え
、
覚
え
て
い
ま
し
た
が
、
全
て
が
関

係
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
人
体
の
構

造
の
理
解
の
仕
方
を
変
え
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
臓
器
以
外
に
も
注
射
を
す
る
際
に
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千
葉
大
学
献
体
委
員
会
か
ら
の
ご
報

千
葉
大
学
献
体
委
員
会
か
ら
の
ご
報
告告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
献
体
活
動
体
制
の
変
更
と
今
後
の
構
想

～
献
体
活
動
体
制
の
変
更
と
今
後
の
構
想
～～

環
境
生
命
医
学
講

環
境
生
命
医
学
講
師師

鈴
木

崇
根

　
鈴
木
　
崇
根
　
 　

献体委員会

新
体
制
！

　
今
年
度
よ
り
、
千
葉
白
菊
会
は
新
し
い
体
制

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
！

　
最
も
大
き
な
理
由
は
文
部
科
学
省
よ
り
国
立

大
学
法
人
と
し
て
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹

底
が
叫
ば
れ
、
以
前
の
よ
う
な
千
葉
白
菊
会
に

対
す
る
医
学
部
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
維
持
が
難
し

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

寝
耳
に
水
で
驚
か
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
か
ら
み
た
千
葉
白
菊
会

の
活
動
内
容
に
は
大
き
な
変
更
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
書
類
上
の
代
表
者
名
や
事
業
の
意
思
決
定

プ
ロ
セ
ス
な
ど
に
多
少
の
変
更
が
生
じ
ま
す
が
、

移
行
に
際
し
て
会
員
の
皆
様
に
何
か
を
御
願
い

す
る
事
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
ご
安
心
頂
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
千
葉
白
菊
会
の
歴
史
と
、
こ
れ
ま
で
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
な
ど
、
も
う
少
し
詳
し
く
説
明
し

員
の
皆
様
を
支
え
る
た
め
に
積
極
的
に
前
述
の

役
割
を
担
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
役

員
の
皆
様
も
徐
々
に
高
齢
化
し
、
負
う
責
任
の

大
き
さ
と
各
々
の
健
康
の
状
態
な
ど
か
ら
今
後

役
員
会
の
活
動
が
難
し
く
な
る
場
合
も
容
易
に

予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
し
た
役
員
に

か
わ
り
、
こ
の
よ
う
な
重
責
を
担
う
後
継
者
を

見
つ
け
る
こ
と
も
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
千
葉
大
学
医
学
部
も
、
皆
様
の
事
務
的
な

負
担
を
軽
減
す
べ
く
、　
年
ほ
ど
前
か
ら
サ

15

ポ
ー
ト
要
員
を
用
意
す
る
な
ど
し
て
活
動
を
維

持
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
特
に
こ

の
２
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
役
員
が
集
ま
る
事
も
難

し
く
、
さ
ら
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た

会
議
な
ど
の
ハ
イ
テ
ク
機
器
の
扱
い
は
若
い
世

代
と
同
レ
ベ
ル
に
は
で
き
ず
、
活
動
に
影
響
が

出
始
め
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
は
役
員
会
の
み
な
ら
ず
、
会
員
の
皆
様
の
ク

た
い
と
思
い
ま
す
。
千
葉
白
菊
会
は
初
代
会
長
、

斉
藤
利
一
さ
ん
が
情
熱
を
傾
け
て
設
立
し
て
く

だ
さ
っ
て
以
降
、
千
葉
大
学
医
学
部
に
献
体
す

る
こ
と
で
医
学
・
医
療
の
発
展
を
願
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
と
し
て
、
会
員
の
中
か
ら
会
長
は

じ
め
役
員
を
選
び
自
立
し
て
運
営
し
て
き
た
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
全
国
的
に
も
歴
史
の
古
い
大

学
の
献
体
組
織
ほ
ど
似
た
よ
う
な
形
態
で
運
営

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
あ

る
た
め
千
葉
白
菊
会
の
役
員
に
な
る
と
医
学
部

の
実
習
ガ
イ
ダ
ン
ス
へ
の
参
加
以
外
に
も
、
県

や
市
、
医
学
部
後
援
会
等
に
伺
い
、
運
営
資
金

の
確
保
（
寄
附
）、
総
会
を
開
催
、
大
学
と
会
員

を
繋
ぐ
会
報
の
作
成
、
会
を
代
表
し
て
献
体
連

合
会
総
会
な
ど
へ
出
席
し
た
り
と
様
々
な
形
で

負
担
が
あ
り
ま
し
た
。
歴
代
か
ら
現
在
ま
で
の

千
葉
白
菊
会
の
役
員
の
皆
様
は
、
献
体
と
い
う

崇
高
な
活
動
を
社
会
に
広
め
つ
つ
、
多
く
の
会
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チ
コ
ミ
に
大
き
く
依
存
し
て
き
た
会
員
の
募
集

に
も
影
響
は
及
び
、
こ
の
二
年
間
の
新
規
入
会

者
は
大
き
く
減
っ
て
し
ま
い
、
初
め
て
会
員
数

の
減
少
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
時
を
同
じ
く
し
て
、
大
学
側
に
も
大
き
な
変

化
が
あ
り
ま
し
た
。
国
立
大
学
か
ら
平
成
　
年
16

（
2
0
0
4
年
）に
国
立
大
学
法
人
と
し
て
国
の

行
政
機
関
か
ら
独
立
し
た
法
人
格
を
持
つ
学
校

に
変
わ
り
ま
し
た
。
大
学
独
自
の
活
動
に
幅
が

持
て
る
よ
う
に
な
る
一
方
で
、
一
企
業
と
し
て

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
が
あ
ら
ゆ
る
面
で

叫
ば
れ
、
何
と
な
く
実
施
し
て
き
た
業
務
に
も

メ
ス
が
入
り
始
め
た
の
で
す
。
こ
の
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
が
ど
の
よ
う
に
千
葉
白
菊
会
に
影
響

す
る
の
か
と
い
う
と
、
ズ
バ
リ
、
大
学
は
大
学
、

外
部
団
体
は
外
部
団
体
で
労
務
・
会
計
は
キ
ッ

チ
リ
と
分
離
せ
よ
と
い
う
話
で
す
。
大
学
の
職

員
が
外
部
団
体
の
労
務
を
こ
っ
そ
り
請
け
負
っ

た
り
、
外
部
団
体
の
会
計
に
関
与
し
た
り
し
て

は
な
ら
な
い
の
で
す
。
つ
ま
り
、
大
学
が
外
部

団
体
で
あ
る
千
葉
白
菊
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
形

態
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。

で
は
、
一
体
ど
う
す
れ
ば
現
状
を
維
持
で
き
る

の
か
？
と
私
た
ち
も
悩
み
ま
し
た
。
医
学
部
事

務
に
お
願
い
し
て
、
全
国
の
い
く
つ
か
の
大
学

に
現
状
調
査
を
依
頼
し
ま
し
た
。
す
る
と
完
全

な
独
立
を
維
持
し
て
い
る
献
体
団
体
も
わ
ず
か

に
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
こ
も
役
員
の
後
継
に
難

渋
し
て
い
ま
し
た
。
残
り
は
、
サ
ポ
ー
ト
が
必

要
な
状
態
で
悩
ん
で
い
る
大
学
と
、
う
ま
く
回

避
で
き
て
い
る
大
学
に
分
か
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
回
避
で
き
て
い
る
大
学
を
参
考
に
、
千
葉

白
菊
会
の
活
動
は
維
持
し
つ
つ
、
役
員
の
負
担

を
大
き
く
減
ら
し
、
か
つ
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

的
に
も
問
題
の
な
い
体
制
を
提
案
し
て
み
ま
し

た
。
こ
の
案
を
役
員
会
で
検
討
し
て
頂
き
、
大

澤
会
長
は
じ
め
役
員
か
ら
も
ご
快
諾
を
頂
く
事

が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
に

体
制
が
変
わ
る
の
か
を
説
明
し
ま
す
。

　
図
を
ご
覧
下
さ
い
。
医
学
部
に
特
別
委
員
会

と
し
て
「
献
体
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
す
。
代

表
は
医
学
研
究
院
長
と
し
、
メ
ン
バ
ー
は
解
剖

に
関
す
る
教
員
・
技
術
職
員
・
事
務
と
外
部
有

識
者
と
し
て
若
干
名
を
千
葉
白
菊
会
役
員
会
か

ら
招
き
構
成
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
千
葉
白
菊

会
が
担
当
し
て
き
た
業
務
す
べ
て
の
企
画
・
実

施
を
こ
の
委
員
会
で
行
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も

役
員
会
の
皆
様
に
は
実
習
ガ
イ
ダ
ン
ス
へ
の
参

加
や
会
報
へ
の
執
筆
な
ど
担
当
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
今
後
は
献
体
委
員
会
か
ら
「
業
務
」
と

し
て
必
要
な
部
分
の
み
依
頼
す
る
形
で
お
願
い

す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
千
葉
白
菊
会
の
運
営

費
と
し
て
医
学
部
を
は
じ
め
様
々
な
団
体
・
個

人
か
ら
の
寄
付
を
得
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、

医
学
部
か
ら
の
寄
附
を
そ
の
ま
ま
医
学
部
内
で

予
算
と
し
て
確
保
し
つ
つ
、
不
足
す
る
分
は
引

き
続
き
広
く
市
民
よ
り
寄
附
を
募
る
形
で
運
営

し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
千
葉
白
菊
会図：千葉大学と千葉白菊会のこれからの関係

これから項目これまで
従従主主主従関主従関係係主主従従

千葉白菊千葉白菊会会医学医学部部
献体委員献体委員会会組織組織名名千葉白菊千葉白菊会会医学医学部部

総務第一総務第一係係
会会長長医学研究院医学研究院長長代表代表者者会会長長医学部事務医学部事務長長

副会長・理副会長・理事事
若干若干名名

解剖学教員解剖学教員＋＋
技術職員＋事務技術職員＋事務員員
＋千葉白菊会代＋千葉白菊会代表表
（２名（２名））

メンバメンバーー
副会長・理事副会長・理事・・
会計・監事会計・監事・・
大学から副会大学から副会長長

事務員１事務員１名名

実習ガイダン実習ガイダンスス
参加・啓発活動参加・啓発活動・・
記事執筆な記事執筆などど

すべすべてて主たる業主たる業務務
実習ガイダン実習ガイダンスス
参加・啓発活動参加・啓発活動・・
記事執筆記事執筆・・
総会開総会開催催

献体受入か献体受入からら
遺骨返還ま遺骨返還までで

医学部か医学部からら
依頼を受け協依頼を受け協力力

委員会とし委員会としてて
企画・実企画・実施施業務の体業務の体裁裁事業案に沿っ事業案に沿ってて

自ら実自ら実施施サポーサポートト

持たな持たないい
（管理不要（管理不要））

医学部の予医学部の予算算
各種寄各種寄附附運営運営費費

医学部・自治体医学部・自治体・・
医師会医師会・・

会員からの寄会員からの寄附附
無無しし
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で
運
営
費
の
収
入
と
支
出
を
す
べ
て
管
理
し
て

き
た
部
分
が
不
要
と
な
り
、
大
幅
な
負
担
軽
減

を
図
る
事
が
で
き
ま
す
。

　
実
は
も
う
一
点
大
き
な
変
更
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
独
自
予
算
を
持
ち
執
行
す
る
体
制
で

し
た
の
で
、
毎
年
千
葉
大
学
の
講
義
室
を
借
り

て
総
会
を
開
催
し
、
事
業
案
を
提
出
・
承
認
を

得
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
で
し
た
。
予
算

が
無
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
を
開
催
す

る
目
的
が
無
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
会

員
の
中
に
は
、
こ
こ
で
志
を
同
じ
く
す
る
他
の

会
員
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
や
、
医
学
に
関
す

る
講
演
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
方
々
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
総
会
が
無
く
な
っ
て
し

ま
う
点
は
大
変
寂
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
そ
こ
で
私
た
ち
は
会
員
の
親
睦
の
場
を
維

持
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
の
千
葉
白
菊
会
の
弱
点

を
も
克
服
す
る
ウ
ル
ト
ラ
Ｃ
な
る
案
を
思
い
つ

き
ま
し
た
。

　
弱
点
と
は
、
献
体
活
動
の
啓
発
を
会
員
皆
様

の
ク
チ
コ
ミ
に
大
き
く
依
存
し
て
き
た
こ
と
で

す
。
そ
の
結
果
、
コ
ロ
ナ
禍
で
会
員
の
活
発
な

活
動
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
り
会
員
数
の
減
少
を

招
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
現
在
次
の
よ
う
な
事

を
企
画
し
て
い
ま
す
。
来
年
度
よ
り
総
会
に
変

わ
る
「
献
体
の
集
い
」（
仮
称
）
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
献
体
の
集
い
は
、
県
内
を
い
く
つ
か
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
毎
年
順
繰
り
に
開
催
地
を

変
更
し
て
い
き
ま
す
。
会
場
は
自
治
体
の
公
民

館
や
ホ
ー
ル
な
ど
を
お
安
く
借
り
る
こ
と
が
で

き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
開
催
地
周
辺
に
お

住
ま
い
の
会
員
に
ご
案
内
し
つ
つ
、
会
員
以
外

で
献
体
に
興
味
を
持
つ
方
々
も
参
加
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
。
入
会
前
に
も
っ
と
献
体
に
つ
い

て
正
し
い
情
報
を
得
ら
れ
る
場
と
し
て
「
献
体

の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
総
会
に

は
千
葉
大
学
ま
で
移
動
で
き
る
健
脚
の
会
員
し

か
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

皆
様
の
近
く
に
こ
ち
ら
か
ら
伺
い
ま
す
。
大
学

か
ら
外
に
出
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
は

大
き
な
負
担
で
す
が
、
こ
の
献
体
と
い
う
崇
高

な
活
動
を
多
く
の
市
民
と
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
た
ら
、
も
っ
と
未
来
の
医
療
を
よ
く
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
近
く

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
こ
の

「
献
体
の
集
い
」で
お
会
い
で
き
た
ら
嬉
し
い
で

す
。

※スマートフォンのカメラ撮影機能の画面にQRコードを向けてみてください。
　上記のサイトへアクセスできます。

千葉大みらい
医療基金
ホームページ

クリニカル
アナトミーラボ（CAL）
ホームページ

千葉白菊会
ホームページ

QRコードからホームページへアクセス！
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献
体
登
録
者
の
減
少
を
受
け
て
、
究
極
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
言
わ
れ
る
献
体
を
知
ら
な

い
方
々
に
ど
の
よ
う
な
情
報
を
伝
え
て
い
く

べ
き
か
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
き
ま
し
た
。
少

し
ず
つ
具
現
化
し
て
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介

し
ま
す
。
取
り
組
ん
だ
の
は
次
の
3
つ
の
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

①
献
体
が
ど
の
よ
う
に
役
に
立
っ
て
い
る
か

情
報
発
信

②
千
葉
白
菊
会
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

③
献
体
啓
発
活
動
と
献
体
の
利
用
促
進
へ
の
寄
附

①
献
体
が
ど
の
よ
う
に
役
に
立
っ
て
い
る
か

　
情
報
発
信
 

　

　
2
0
2
1
年
に
医
学
部
が
新
学
舎
に
な
っ

た
の
を
機
に
、
授
業
を
行
う
解
剖
実
習
室
も

医
師
の
教
育
・
研
究
を
行
う
ク
リ
ニ
カ
ル
ア
ナ

ト
ミ
ー
ラ
ボ
（
Ｃ
Ａ
Ｌ
）
も
新
し
く
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
施
設
紹
介
を
兼
ね
て
、

献
体
頂
い
た
お
体
を
ど
の
よ
う
な
形
で
使
わ

せ
て
頂
い
て
い
る
か
が
わ
か
る
よ
う
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
医
学
部
の

授
業
だ
け
で
な
く
、
看
護
師
や
リ
ハ
ビ
リ
専

門
職
を
は
じ
め
、
様
々
な
医
療
職
養
成
学
校

の
解
剖
見
学
や
、
全
国
か
ら
外
科
医
が
訪
れ

る
各
種
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
そ
し
て
臨
床
現

場
で
生
ま
れ
た
疑
問
・
ア
イ
デ
ィ
ア
を
実
現
す

た
際
に
ご
家
族
が
動
揺
し
、
速
や
か
な
献
体
連

絡
が
行
え
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
が

原
因
と
み
て
い
ま
す
。
献
体
が
成
立
す
る
か

否
か
は
、
ご
家
族
の
普
段
か
ら
の
深
い
理
解
が

必
要
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
Q
&
A
を
よ
く
読
ん

で
頂
く
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

③
献
体
啓
発
活
動
と
献
体
の
利
用
促
進
へ
の

　
寄
附
 

　

　
こ
れ
ま
で
も
千
葉
白
菊
会
を
応
援
し
て
頂

く
ご
寄
付
を
多
く
の
会
員
さ
ま
か
ら
頂
い
て

来
ま
し
た
。
千
葉
白
菊
会
創
立
　
周
年
に
は
、

50

学
生
の
解
剖
実
習
台
の
す
べ
て
に
　
イ
ン
チ

27

の
モ
ニ
タ
を
寄
附
し
て
頂
き
、
千
葉
大
学
が

誇
る
次
世
代
解
剖
教
育
の
実
現
に
至
り
ま
し

た
。
ま
た
、
学
生
で
は
な
く
、
医
師
の
活
動
で

あ
る
Ｃ
Ａ
Ｌ
に
は
、
医
学
部
の
予
算
は
使
う

こ
と
が
で
き
ず
、
慢
性
的
な
資
金
不
足
の
中

で
頑
張
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
献
体
の
啓

発
活
動
か
ら
そ
の
活
用
方
法
ま
で
、
広
く
応

援
し
て
頂
く
た
め
「
千
葉
大
み
ら
い
医
療
基

金
」
の
中
に
特
別
な
基
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
献

体
が
未
来
を
紡
ぐ
医
療
人
養
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」（
Ｐ
　
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
！
）

36

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
今
後
、
市
民
か
ら
献

体
に
関
す
る
支
援
を
集
め
、
献
体
登
録
者
を

増
や
し
た
り
、
学
生
や
医
師
の
教
育
・
研
究
を

充
実
さ
せ
て
患
者
さ
ん
に
還
元
し
て
い
く
流

れ
を
確
立
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
鈴
木
　
崇
根
）

る
た
め
の
研
究
に
使
わ
れ
ま
す
。
貴
重
な
お
体

を
一
人
で
も
多
く
の
人
材
育
成
に
繋
げ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
全
力
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
人
生
の
最
後
の
締
め
く
く
り
と
し
て

選
ば
れ
た
「
献
体
」
の
素
晴
ら
し
さ
を
ご
家
族

に
知
っ
て
頂
く
こ
と
に
も
お
役
に
立
て
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
も
し
カ
メ
ラ
付
き
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
）

が
あ
れ
ば
、
Ｐ
　
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
ア
ク
セ
ス

36

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

ま
た
、「
千
葉
大
学
　
ク
リ
ニ
カ
ル
ア
ナ
ト

ミ
ー
ラ
ボ
」
で
検
索
を
か
け
て
も
見
つ
け
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。

②
千
葉
白
菊
会
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

　
千
葉
白
菊
会
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
ポ
ス

タ
ー
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
縮

小
版
の
ポ
ス
タ
ー
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
是
非
、

献
体
に
興
味
あ
る
方
に
お
渡
し
下
さ
い
。
今
後

た
く
さ
ん
印
刷
し
て
多
く
の
人
が
集
ま
る
施
設

等
に
掲
示
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
千

葉
白
菊
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｐ
　
の
Ｑ
Ｒ

36

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
！
）
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
入
会
に
必
要
な
書
類

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
、
会
報
も
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
特
に
Ｑ
&
Ａ
に
は
こ
れ
ま
で
会
員
や

家
族
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
と
回
答
を
掲
載
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
約
3
割
が
献
体
不
成
立

と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
、
亡
く
な
ら
れ

 献
体
の
啓
発
に
向
け
た

　
　
　
　
 こ
こ
ま
で
の
取
り
組
み
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解剖慰霊祭

ご遺族の方々の献花 医学部三年生が献花に参加しました。

　
第
九
十
五
回
「
千
葉
大
学
医
学
部
解
剖
慰
霊
祭
」
は
、

六
月
十
八
日
（
土
）、
午
後
一
時
よ
り
ゐ
の
は
な
記
念
講

堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

参
加
人
数
制
限
で
、
ご
遺
族
、
ご
来
賓
、
医
学
部
学
生

代
表
の
み
の
参
加
で
し
た
が
、
本
年
度
は
医
学
部
三
年

生
一
一
二
名
が
献
花
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
会
の
辞
に
続
き
、
今
年
度
解
剖
に
身
を
捧
げ
ら
れ

た
百
六
柱
の
「
ご
芳
名
奉
読
」
が
し
め
や
か
に
お
こ
な

わ
れ
、
森
千
里
教
授
に
よ
る
「
ご
芳
名
録
奉
納
」
の
の

ち
、
参
列
者
全
員
が
御
霊
に
心
か
ら
の
黙
祷
を
さ
さ
げ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
祭
式
委
員
長
の
松
原
久
裕
医
学
部
長
、
中

山
俊
憲
千
葉
大
学
長
か
ら
感
謝
と
追
悼
の
言
葉
が
贈
ら

れ
、
ご
来
賓
の
挨
拶
が
続
き
ま
し
た
。

松原久裕医学部長より「追悼のことば」が捧げられました。

第９５回 千葉大学 医学部解剖慰霊学　医学部解剖慰霊祭祭
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解剖慰霊祭

医学部学生一同が、ご遺族と向き合いました。

森千里環境生命医学教授よりご遺骨の返還

　
ご
挨
拶
の
最
後
に
登
壇
し
た
学
生
代
表
・
医
学
部
三

年
生
髙
橋
明
香
理
さ
ん
の
「
感
謝
の
言
葉
」
は
会
場
内

に
深
い
感
動
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
慰
霊
祭
の
最
後
に
、
参
列
者
全
員
と
医
学
部
学
生
た

ち
に
よ
る
白
菊
の
献
花
が
行
わ
れ
、
御
霊
の
安
ら
か
な

眠
り
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

　
慰
霊
祭
終
了
後
、
引
き
続
き
会
場
で
ご
遺
族
の
方
々

へ
の
遺
骨
返
還
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
医
学
部
学
生
・
教
職
員
が
講
堂
前
広
場
に

整
列
し
、
最
後
の
一
人
が
帰
路
に
つ
か
れ
る
ま
で
、
深

い
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
丁
重
な
お
辞
儀
で
お
見
送
り

を
し
ま
し
た
。

医
学
部
三
年
　
　
　
　
　

髙
橋
　
明
香
理

　
令
和
四
年
一
月
二
十
六
日
、

解
剖
実
習
室
の
清
掃
と
納
棺
式

を
終
え
て
、
私
は
、「
よ
う
や
く
何
も
か
も
全
う
し

た
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
実
習
の
最

終
回
を
終
え
た
後
も
、
解
剖
学
の
最
終
試
験
を
終

え
た
後
も
、
ど
こ
か
晴
れ
な
か
っ
た
思
い
が
、
ご

遺
体
を
送
り
出
し
て
か
ら
は
、
と
て
も
静
か
に
落

ち
着
い
て
、
長
か
っ
た
実
習
の
こ
と
を
、
ゆ
っ
く

り
と
思
い
返
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

学学学学学学学学学学
生生生生生生生生生生
代代代代代代代代代代

　
学
生
代
表表表表表表表表表表表

感感感感感感感感感感
謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝
のののののののののの
言言言言言言言言言言

感
謝
の
言
葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉

第９５回 千葉大学 医学部解剖慰霊第９５回　千葉大学　医 祭
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第１２回白衣式

　
解
剖
学
実
習
を
数
週
間
後
に
控
え
た
夏
休
み
の

あ
る
日
、
深
夜
に
眠
れ
な
く
な
っ
て
、
色
々
な
大

学
の
実
習
感
想
文
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索

し
て
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　
そ
れ
ら
に
は

「
医
師
に
な
る
自
覚
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
」と
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。
｢
医
師
に
な
る
自
覚
｣
と
は

一
体
何
な
の
で
し
ょ
う
か
？
　
そ
の
頃
の
私
は
、

よ
う
や
く
本
格
的
な
医
学
の
授
業
を
い
く
つ
か
受

け
た
ば
か
り
で
、
た
だ
ほ
ん
の
少
し
医
学
に
詳
し

い
　
歳
の
大
学
生
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん

19
な
私
に
と
っ
て
｢
医
師
に
な
る
自
覚
｣
と
い
う
言

葉
は
、
頭
で
は
理
解
で
き
て
も
、
な
ん
と
な
く
腑

に
落
ち
な
い
よ
う
な
、
心
の
表
面
を
上
滑
り
す
る

よ
う
な
、
そ
ん
な
落
ち
着
か
な
い
響
き
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。

　
解
剖
学
実
習
が
終
わ
っ
た
今
、「
医
師
に
な
る

自
覚
」
と
い
う
も
の
の
実
体
を
考
え
て
み
る
と
、

「
ご
遺
体
か
ら
受
け
取
っ
た
深
い
優
し
さ
と
愛
情
」

で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
約
3
ヶ
月
の
実
習
の
間
、
私
た
ち
は
ご
遺
体
と

日
々
向
き
合
い
、
解
剖
を
続
け
ま
し
た
。
最
初
は

器
具
を
上
手
に
扱
え
な
い
た
め
に
実
習
が
う
ま
く

い
か
ず
、
苦
し
い
場
面
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
毎
回
、
大
小
様
々
な
筋
肉
と
無
数
の
神
経

や
血
管
を
剖
出
し
、
が
ん
に
侵
さ
れ
た
臓
器
を
強

烈
な
驚
き
と
と
も
に
観
察
す
る
日
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
し
て
日
々
を
過
ご
す
う
ち
に
、
ご
遺
体
の
先

生
が
自
分
の
身
体
を
用
い
て
、「
私
た
ち
に
大
き

な
優
し
さ
を
も
た
ら
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の

だ
」
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
見
ず
知
ら
ず
の
若
者
で
あ
る
私
た
ち
に
対
し
て
、

ご
遺
体
は
あ
ま
り
に
も
優
し
く
あ
り
ま
し
た
。
長

い
人
生
を
生
き
て
き
た
そ
の
大
切
な
身
体
の
中
を
、

約
　
年
し
か
生
き
て
い
な
い
私
た
ち
が
覗
く
こ
と

20
を
厭
わ
な
い
ば
か
り
か
、
そ
れ
を
望
ん
で
献
体
な

さ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
優
し
さ
が
私
た
ち

の
知
識
を
裏
付
け
し
て
い
る
の
だ
と
気
づ
い
た
と

き
、
私
は
よ
う
や
く
「
医
師
に
な
る
自
覚
」
と
い

う
言
葉
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ご
遺
体
を
通
じ
て
私
た
ち
が
学
ん
だ
、
神
経
や

血
管
の
走
行
、
筋
肉
の
作
用
、
臓
器
の
構
造
な
ど

の
た
く
さ
ん
の
知
識
は
、
全
て
ご
遺
体
の
優
し
さ

に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

多
く
の
時
間
を
勉
強
に
費
や
し
、
色
々
な
知
識
を

得
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
深
い
優
し
さ
に

よ
っ
て
知
識
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
と
痛
感
し
た

の
は
、
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。

　
今
回
の
解
剖
学
実
習
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
知
識

は
、
ご
遺
体
の
優
し
さ
と
表
裏
一
体
と
な
っ
て
、

こ
れ
か
ら
先
、
医
師
と
し
て
働
く
私
の
礎
と
な
り

ま
す
。
こ
の
知
識
を
用
い
て
医
師
に
な
り
、
患
者

さ
ん
の
治
療
を
行
い
、
今
度
は
、
私
が
た
く
さ
ん

の
患
者
さ
ん
に
優
し
さ
を
も
た
ら
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。「
ご
遺
体
の
先
生
か
ら
頂
い
た
深
い

優
し
さ
を
無
駄
に
し
て
は
な
ら
な
い
」、
そ
ん
な

強
い
覚
悟
が
解
剖
学
実
習
を
通
じ
て
私
の
中
で
生

ま
れ
、「
そ
れ
こ
そ
が
医
師
に
な
る
自
覚
な
の
だ
」、

と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
こ
の
長
い
実
習
を
通
し
て
、
知
識
だ

け
に
留
ま
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ

さ
っ
た
先
生
方
、
実
習
で
疲
れ
て
帰
っ
て
き
た
私

を
温
か
く
迎
え
て
く
れ
た
家
族
、
私
の
解
剖
学
へ

の
理
解
を
深
め
る
手
助
け
を
し
て
く
れ
た
友
人
、

そ
し
て
何
よ
り
も
、
ご
献
体
く
だ
さ
っ
た
ご
遺
体

の
先
生
と
そ
の
ご
遺
族
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

澗

監

環

看

潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅

潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘千葉大学医学部の第１２回白衣式に千葉白菊会の大澤國昭会長が出席しました　千葉大学医学部の第１２回白衣式に千葉白菊会の大澤國昭会長が出席しました。。

これからいよいよ臨床実習に取り組む医学部学生に白衣を着せ、前途を祝福、激励しました　これからいよいよ臨床実習に取り組む医学部学生に白衣を着せ、前途を祝福、激励しました。。

第１２回白衣式 令和３年１１月２６第１２回白衣式　令和３年１１月２６日日（金）（金）開催開催

（写真提供：スナップスナップ）
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白菊の広場

白白
菊菊
のの
広広
場場

白
菊
の
広

白
菊
の
広
場場

私
と
献
体

う
な
人
に
は
伝
え
ま
し
た
。

　
私
は
、
キ
ュ
リ
ー
夫
人
の
道
に
は
進
め
な

か
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
か
ら
医
師
と
し
て
、

博
士
と
し
て
、
研
究
者
と
し
て
貫
く
方
々
に
敬

意
を
表
し
て
、
爪
の
先
・
毛
根
ま
で
お
役
に
立

て
た
ら
何
よ
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
ち
ゃ
ら

ん
ぽ
ら
ん
で
し
た
が
、
色
々
あ
っ
て
楽
し
ん
だ
、

倖
せ
な
人
生
で
し
た
。
あ
と
一
ヶ
月
で
七
十
歳

が
終
わ
り
ま
す
。
不
具
合
の
あ
る
身
体
で
は
あ

り
ま
す
が
、
長
生
き
し
そ
う
。
イ
ケ
メ
ン
が
ま

ず
メ
ス
を
？
な
ぁ
ん
て
ね
。
私
、
ウ
イ
ン
ク
す

る
か
も
。
あ
の
世
か
ら
エ
ー
ル
送
っ
て
お
り
ま

す
。

　
内
診
な
さ
る
お
医
者
様
に
お
願
い
が
あ
り
ま

す
。
病
気
を
み
る
　
の
で
は
な
く
、　
患
者
を

み
て
　
欲
し
い
で
す
。
ご
発
展
、
ご
多
幸
お
祈

り
致
し
ま
す
。

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
に
入
院
し
て

千
葉
市
稲
毛
区
　
米
山
　
比
呂
木

　
２
０
１
８
年
（
平
成
　
年
）　
月
に
自
宅
に

30

10

て
心
筋
梗
塞
に
よ
り
心
肺
停
止
に
な
り
ま
し
た
。

す
ぐ
に
妻
に
発
見
さ
れ
、
た
ま
た
ま
帰
宅
し
て

い
た
長
男
に
よ
り
、
心
肺
蘇
生
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
長
男
が
職
業
柄
、
上
級
救
命
講
習
の
修
了

が
回
復
し
て
い
く
様
子
を
見
る
た
び
に
、
何
か

医
学
に
貢
献
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
、
と
考
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
妻
は
、
恩
返

し
の
意
味
の
多
い
献
体
を
と
、
令
和
２
年
１
月

に
千
葉
白
菊
会
の
会
員
と
な
り
ま
し
た
。
私
も

よ
う
や
く
兄
弟
の
同
意
が
得
ら
れ
た
こ
と
で
、

こ
の
申
請
書
を
書
く
こ
と
が
で
き
安
堵
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
世
で
果
た
せ
な
か
っ
た
夢
を

あ
の
世
で

鎌
ヶ
谷
市
　
林
　
志
美
子

　
キ
ュ
リ
ー
夫
人
の
伝
記
を
小
学
三
年
の
八
百

屋
の
娘
が
読
み
、
感
動
し
化
学
者
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
二
十
歳
（
は
た
ち
）

に
気
づ
き
ま
し
た
。
集
中
力
も
根
性
も
努
力
も

し
な
い
人
間
で
あ
る
と
。
何
か
を
極
め
る
心
強

さ
、
真
剣
さ
、
志
を
貫
く
人
達
を
応
援
す
る
こ

と
が
、
自
分
の
不
甲
斐
無
さ
を
少
し
で
も
・
・
・

と
思
い
ま
す
。

　
献
体
は
、
臓
器
提
供
・
ア
イ
バ
ン
ク
よ
り
世

間
の
認
知
が
低
い
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
音

（
お
ん
）
で
は
解
ら
ず
、
漢
字
の
説
明
か
ら
入
り

ま
し
た
。

　
ド
ラ
マ
や
映
画
で
も
っ
と
話
題
に
な
る
と
良

い
で
す
ね
。
自
分
が
死
ん
で
、
泣
い
て
く
れ
そ

　
令
和
三
年
度
の
入
会
者
は
五
十
七
名
、
新
会

員
の
決
意
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

妻
を
通
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　

病
気
と
向
き
合
う
　
年
40

千
葉
市
美
浜
区
　
石
丸
　
正
法

　
　
年
ほ
ど
前
に
、
か
つ
て
の
同
僚
の
父
親
の

10
方
が
献
体
を
な
さ
り
、
私
も
何
回
か
お
目
に
か

か
り
、
教
員
の
先
輩
で
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
私
自
身
は
、
子
供
の
頃
か
ら
満
　
才
に
な
る

72

今
日
ま
で
入
院
の
経
験
も
無
く
、
も
ち
ろ
ん
手

術
の
経
験
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
妻
が
入

院
・
手
術
を
ほ
ぼ
　
年
お
き
に
し
、
手
術
の
同

10

意
書
の
記
入
・
立
ち
合
い
・
退
院
後
の
リ
ハ
ビ

リ
な
ど
、
妻
を
通
し
て
で
す
が
、
病
気
と
向
き

合
う
こ
と
の
多
い
　
年
ほ
ど
を
過
ご
し
ま
し
た
。

40

　
そ
の
経
験
の
中
で
、
信
頼
で
き
る
ド
ク
タ
ー

と
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
事
前
説
明
通
り
に
妻
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い
て
し
ま
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
退
院
の
日
、
玄
関
ま
で
送
っ
て
く
れ
た
先
生

の
、「
も
う
、
こ
ん
な
所
に
来
ち
ゃ
ダ
メ
だ
よ
」

と
笑
っ
た
顔
は
、
見
上
げ
た
空
の
青
さ
と
共
に

今
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、

辛
い
検
査
が
続
き
、
先
生
が
病
室
に
入
っ
て
来

る
だ
け
で
泣
き
出
し
て
い
た
私
へ
の
、
最
高
の

言
葉
で
し
た
。

　
現
在
、
大
流
行
中
の
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
も
、

ど
う
し
て
も
　
年
前
の
ポ
リ
オ
騒
動
と
リ
ン
ク

60

さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
医
療
従
事
者
の
方
々
の

ご
苦
労
は
、
計
り
知
れ
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
球
が
存
在
す
る
限
り
、
病
原
体
は

滅
び
る
こ
と
無
く
、
姿
を
変
え
、
人
間
に
襲
い

か
か
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
立
ち
向
か
え
る
術

を
持
ち
、
生
命
を
救
え
る
の
が
ド
ク
タ
ー
で
す
。

そ
の
ド
ク
タ
ー
を
も
っ
て
、
医
学
の
発
展
と
い

う
大
海
の
一
滴
に
な
れ
る
と
し
た
ら
、
私
は
、

自
分
の
生
き
て
き
た
意
味
を
認
め
、
心
か
ら
幸

せ
に
思
い
ま
す
。
ど
う
か
、
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

者
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
質
の
高
い
C
P
R

（
心
肺
蘇
生
法
）
を
し
て
も
ら
い
、
救
急
隊
員
に

引
き
継
い
で
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
千
葉

県
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
で
治
療
を
受
け
、
入
院

生
活
を
送
り
社
会
復
帰
で
き
ま
し
た
。
今
回
、

献
体
の
希
望
を
し
た
き
っ
か
け
は
、
千
葉
県
救

急
医
療
セ
ン
タ
ー
に
入
院
し
て
、
医
師
、
看
護

師
の
皆
様
に
接
し
て
い
く
中
で
、
考
え
至
っ
た

こ
と
に
よ
り
ま
す
。
私
の
身
体
が
、
今
後
の
医

療
の
発
展
の
一
助
に
な
る
な
ら
、
と
考
え
た
次

第
で
す
。
こ
こ
に
謹
ん
で
、
献
体
の
決
意
を
申

し
上
げ
ま
す
。

自
分
の
生
き
て
き
た
意
味

山
武
市
　
笠
井
　
実
智
子

　
私
は
、
幼
少
時
に
脊
髄
性
小
児
麻
痺
に
か
か

り
ま
し
た
。
発
症
し
た
の
は
、
政
府
や
研
究
者
、

親
た
ち
に
よ
る
「
生
ワ
ク
チ
ン
」
の
是
非
を
め

ぐ
っ
て
の
戦
い
の
最
中
で
し
た
。
単
な
る
風
邪

か
と
思
い
き
や
、
一
瞬
に
し
て
両
腕
の
運
動
神

経
を
失
い
ま
し
た
。
幸
い
、
左
腕
は
動
か
せ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
症
状
の
重
い
右
腕
の

麻
痺
は
、
一
生
残
る
こ
と
に
。
当
時
、
既
に
右

手
で
書
い
て
い
た
　
音
を
突
如
、
左
手
で
書
こ

50

う
と
す
る
と
、
鏡
に
写
し
た
よ
う
な
文
字
を
書

　
ま
だ
ま
だ
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
会
員
の

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
お
便
り

も
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

千
葉
市
花
見
川
区
　
濱
辺
　
ま
す
み

　
前
略
ご
め
ん
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
た
び
は
「
解
剖
学
へ
の
招
待
」
を
さ
っ

そ
く
お
送
り
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
全
国
の
篤
志
家
様
方
の
手
記
や
医
学
生
の
実

習
感
想
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
本
な
の
で
す
ね
。

　
先
日
の
千
葉
白
菊
会
会
報
と
共
に
、
毎
日
少

し
ず
つ
、
ゆ
っ
く
り
と
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
楽
し
み
が
増
え
て
嬉
し
い
で
す
。

　
貴
重
な
本
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

気
温
の
変
化
が
大
き
な
昨
今
。
事
務
局
の
皆
様

に
は
く
れ
ぐ
れ
も
健
康
に
留
意
な
さ
り
つ
つ
お

仕
事
を
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
こ

　
　
令
和
三
年
十
月

 
会
員
か
ら
の
お
便
り
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南
房
総
市
　
辻
　
　
貞
夫
　
純
子

　
「
夫
と
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
、
話
を
し

て
決
め
ま
し
た
。」よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
　
純
子

　
「
妻
と
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
、
話
を

し
て
決
め
ま
し
た
。」
次
に
、
子
供
た
ち
と
幾
度

か
献
体
へ
の
思
い
を
話
し
て
、
子
供
た
ち
か
ら

理
解
を
得
、
家
族
で
の
気
持
ち
を
共
有
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
辻
　
貞
夫

　
金
婚
式
を
迎
え
、
七
十
五
才
の
妻
と
七
十
八

才
の
二
人
。
終
活
の
一
つ
と
し
て
、
人
生
を
振

り
返
り
見
直
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
こ
と
、
貴

団
体
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
世
の
中
の
、
科
学
・
医
学
は
著
し
く
進
歩
し

て
お
り
ま
す
が
、
病
気
解
明
と
治
療
方
法
は
残

念
な
が
ら
、
次
か
ら
次
へ
と
山
が
見
え
て
き
ま

す
。

　
私
た
ち
二
人
は
、
幸
い
こ
れ
ま
で
大
き
な
病

気
も
な
く
、
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

も
う
し
ば
ら
く
、
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く

つ
も
り
で
す
。

　
内
村
鑑
三
著
『
後
世
へ
の
最
大
遺
物
』
に
、

「
我
々
は
何
を
こ
の
世
に
遺
し
て
逝
こ
う
か
」と

問
わ
れ
て
い
ま
す
。

東
金
市
　
酒
田
　
ゆ
り
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

　
証

一
生
懸
命
　
生
き
て
来
た

喜
怒
哀
楽

エ
ト
・
セ
ト
ラ
　
エ
ト
・
セ
ト
ラ

ひ
た
す
ら
「
今
」
を
　
生
き
て
来
た

誰
も
が
　
同
じ
だ
と
頷
く

エ
ト
・
セ
ト
ラ
　
エ
ト
・
セ
ト
ラ

だ
か
ら
こ
そ

こ
の
美
し
い
地
球
か
ら
　
去
る
と
き
は

お
世
話
に
な
っ
た
　
恩
返
し

献
体
の
道
　
ま
っ
し
ぐ
ら

心
も
体
も
　
捧
げ
よ
う

生
き
て
来
た
　
た
っ
た
一
つ
の

確
か
な
「
証
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
 
2022．1．1

　
献
血
は
誰
で
も
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
続
け
た
思
い
は
命

　
子
供
ら
に
残
せ
し
宝
一
枚
の

　
　
　
　
　
１
６
２
回
と
記
せ
し
献
血
カ
ー
ド

　
生
き
い
き
て
天
寿
全
う
明
日
を
生
き

　
　
　
　
　
こ
の
命
一
人
生
ま
れ
て
一
人
ゆ
く

　
全
て
に
あ
り
が
と
う
・
・
・
。

　
　
令
和
四
年
三
月

印
西
市
　
吉
田
　
富
勇

　
　
令
和
四
年
三
月
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寄付者名簿・会員の状況

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

（
順
不
同
）

氏
　
名
　
　
　
　
市
町
村

井
上
　
和
子
　
様
 
東
京
都

神
田
　
孝
彰
　
様
 
千
葉
市

熊
﨑
　
　
恒
　
様
 
八
千
代
市

石
田
　
和
代
　
様
 
千
葉
市

吉
田
　
富
勇
　
様
 
印
西
市

関
　
　
幸
子
　
様
 
船
橋
市

伊
藤
　
恵
子
　
様
 
千
葉
市

飛
世
　
洋
子
　
様
 
千
葉
市

髙
橋
　
和
夫
　
様
 
君
津
市

黒
図
ふ
み
子
　
様
 
香
取
市

出
口
　
妙
子
　
様
 
船
橋
市

野
崎
　
　
久
　
様
 
佐
倉
市

中
島
　
フ
ミ
　
様
 
千
葉
市
 

　
氏
　
名
　
　
　
　
市
町
村

伊
東
　
　
都
　
様
 
八
千
代
市

金
子
　
禮
三
　
様
 
神
奈
川
県

菊
地
久
美
子
　
様
 
市
川
市

髙
橋
　
廣
司
・
和
子
　
様

 

千
葉
市

長
尾
　
道
子
　
様
 
松
戸
市

関
　
　
房
枝
　
様
 
東
京
都

鈴
木
　
恒
明
　
様
 
佐
倉
市

平
野
　
春
江
　
様
 
市
川
市

匿
名
希
望
 

千
葉
市

現
金
・
切
手
　
内
訳

現
金
　
　
二
八
四
、
〇
〇
〇
円

切
手
　
　
　
一
〇
、
八
二
五
円

寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄

付付付付付付付付付付

者者者者者者者者者者

名名名名名名名名名名

寄

付

者

名

簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿

（
令
和
三
年
四
月
～
令
和
四
年
三
月
）

　
次
の
方
々
か
ら
千
葉
白
菊
会
へ
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。
ご

報
告
か
た
が
た
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
寄
付
頂
き
ま

し
た
金
品
は
本
会
の
運
営
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。

令和３年度市郡別会員数（令和４年３月３１日現在）　
会員数市　郡　名
４５８千 葉 市
１３旭 市
３０我 孫 子 市
２４い す み 市
１１印 西 市
７３市 原 市
７２市 川 市
１４浦 安 市
１４大網白里市
５４柏 市
１０勝 浦 市

令和３年度千葉白菊会会員移動状況（単位：名）　

備　考累計（１９６６年～）令和３年度
5,87957入 会 者 数
2,63870献 体 数

死亡時に献体できなかった方※50011不 献 体
66525退 会 者 数

新住所に近い献体の会を案内2132県 外 転 居 者 数
1,863在 籍 会 員 数

※会員の方の献体登録をご家族が知らずに献体がかなわなかった例が４件ありました。ご家族には献体登録
のことを良く伝えておきましょう。また、新型コロナウイルス感染でお亡くなりになり、残念ながら献体
をお受けできなかった例が２件ありました。感染予防には、くれぐれもご注意ください。

会員数市　郡　名
４７茂 原 市
２５八 街 市
６０八 千 代 市
４０四 街 道 市
４安 房 郡
５夷 隅 郡
５印 旛 郡
７香 取 郡
２３山 武 郡
２４長 生 郡

会員数市　郡　名
２３香 取 市
１８鎌 ヶ 谷 市
１６鴨 川 市
４１木 更 津 市
１８君 津 市
１３袖 ケ 浦 市
５５佐 倉 市
２８山 武 市
１８白 井 市
１匝 瑳 市
３１館 山 市

会員数市　郡　名
１９銚 子 市
５富 里 市
２６東 金 市
３３流 山 市
６３習 志 野 市
１７成 田 市
１８野 田 市
１８富 津 市
２１１船 橋 市
９９松 戸 市
１６南 房 総 市
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島
根
大
学
に
お
け
る
献
体
保
管

　
島
根
大
学
に
お
け
る
献
体
保
管
のの

不
適
切
管
理
を
受
け

　
不
適
切
管
理
を
受
け
てて

　
令
和
４
年
４
月
、
各
全
国
紙
に
お
い
て
島
根
大

学
医
学
部
が
献
体
と
し
て
お
預
か
り
し
て
い
た
ご

遺
体
を
不
適
切
に
保
管
し
て
い
た
事
案
が
報
道
さ

れ
ま
し
た
。

　
既
に
島
根
大
学
よ
り
外
部
調
査
委
員
会
に
よ
る

調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
，
そ
の
内

容
は
非
常
に
深
刻
で
あ
り
、
同
じ
国
立
大
学
の
医

学
部
長
と
し
て
の
み
な
ら
ず
，
ひ
と
り
の
医
師
と

し
て
も
大
変
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

　
千
葉
白
菊
会
の
皆
様
の
中
に
は
こ
の
事
案
を
耳

に
し
て
、
千
葉
大
学
医
学
部
の
管
理
体
制
を
心
配

さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
千
葉
大
学
医
学
部
は
、
献
体
の
崇
高
な
理
念
に

賛
同
を
さ
れ
た
千
葉
白
菊
会
会
員
の
皆
様
や
、
皆

様
の
献
体
の
意
思
を
受
け
止
め
て
ご
理
解
い
た
だ

い
て
い
る
ご
家
族
の
期
待
を
決
し
て
裏
切
る
こ
と

の
無
い
よ
う
常
に
教
職
員
や
学
生
を
指
導
・
教
育

す
る
と
と
も
に
、
解
剖
教
育
を
担
当
す
る
情
熱
を

持
っ
た
教
員
、
技
術
職
員
等
の
ス
タ
ッ
フ
と
　
年
84

ぶ
り
に
新
設
、
引
越
を
行
っ
た
新
医
学
部
棟
に
お

け
る
最
新
の
施
設
・
設
備
を
も
っ
て
盤
石
の
管
理

運
営
体
制
を
構
築
し
、
解
剖
実
習
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
現
在
の
体
制
等
を
引
き

続
き
堅
持
し
、
皆
様
の
ご
期
待
に
沿
う
こ
と
を
お

約
束
い
た
し
ま
す
。

　
末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
千
葉
白
菊
会
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
自
愛
専
一
に
て

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

千
葉
大
学
医
学
部
長
　
松
原
久
裕

癌

贋

岩

雁
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

　
千
葉
白
菊
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
新
し
く
な
り

ま
し
た
。「
献
体
を
行
っ
て
か
ら
ご
遺
骨
返
還

ま
で
の
な
が
れ
」
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
し
た

ほ
か
、「
よ
く
あ
る
質
問
」
の
コ
ー
ナ
ー
も
情
報

量
を
増
や
し
ま
し
た
。
い
ざ
と
い
う
時
、
と
ま

ど
っ
て
お
ら
れ
る
ご
親
族
様
が
た
く
さ
ん
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
ご
親
族
様
に
も
よ
く
ご
覧
い
た

だ
け
る
よ
う
、
ぜ
ひ
会
員
様
方
か
ら
勧
め
て
み

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
他
の
コ
ー
ナ
ー
も

充
実
し
た
内
容
に
し
ま
し
た
。
閲
覧
は
左
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

ホームページリニューアル！

※スマートフォンの
カメラ撮影機能の
画面にQRコード
を向けてみてくだ
さい。千葉白菊会
のホームページに
アクセスできます。
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献体について（Ｑ＆Ａ）
入会希望者からの質問 → 千葉大学亥鼻地区総務課総務第一係 献体担当（０４３－２２６－２９８８）

Ｑ．千葉白菊会へ入会したいのですが。
Ａ．入会出来る方は　①千葉県内在住　②６０才以上　③配偶者・お子さん（成人されている

方） ・ご兄弟姉妹全員の同意が取れる　④この範囲のご親族が３名以上いらっしゃらない
方は、その他の２親等（ご存命の親・成人したお孫さん）を合わせて３名以上の同意者がい
る　⑤献体後、２～３年のちにご遺骨を確実に引き受ける方がいる　⑥過去にＢ型肝炎・
Ｃ型肝炎・結核など、感染力の強い病気にかかられたことが無い　といった条件がありま
す。　

Ｑ．千葉白菊会に入会するにはどうすればよいのですか。
Ａ．まずは、千葉大学亥鼻地区事務部総務課 総務第一係 献体担当までお電話ください（０４３－
２２６－２９８８ 月～金 ９時～１６時※祝日は除く）。入会に関するご相談をお受けします。ま
た、ご希望があれば入会申込書をお送りいたします。

Ｑ．親族が誰もいないのですが友人等の同意で入会可能ですか？
Ａ．ご親族がまったくいない方、３名に満たない方は、ご本人の同意に加えて遺骨引受人（３

名）が決められていれば、入会可能です。
Ｑ．親族の同意は得られましたが遺骨を引き取れる者が誰もいないのですが。
Ａ．ご親族でなくても、ご自身の生前契約によりご遺骨を引き取り埋葬してくれる宗教法人、

NPO法人等があります。そのような契約をしていただいていれば、ご入会いただけます。
Ｑ．手術を何度も受けているが献体できますか？
Ａ．内臓等の摘出手術を受けておられる方でも、問題なくご献体いただけます。
Ｑ．献体できない病歴などはありますか。
Ａ．Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎・結核などの感染力の強い病気に罹患されたことのある方は、献体登

録をお断りさせていただいております。現在は医療技術の進歩により完治していると言
われても、免疫力等が低下した場合は再発してしまう可能性があります。その場合、自覚
症状がなくても処置をする職員や解剖をする医学生に感染してしまう危険性があるため
申し訳ありませんがご了承ください。
※現在「新型コロナウイルス感染」により亡くなられたと診断を受けている場合は、処置
の際にスタッフが感染するリスクがあります。献体されるときに大学にご連絡を頂く
ことになりますが、新型コロナウイルス感染が確認されている場合は、献体をお断りさ
せていただいております。今後新しい治療方法が確立されるなど状況が変わるごとに
対応については見直して参りますので、何卒ご理解いただきますようお願いいたします。

Ｑ．病歴以外で献体ができない場合はありますか。
Ａ．交通事故や自殺、事件性があると警察が判断し司法解剖された場合、県外で亡くなられた

場合、ご家族の承諾が得られない場合、遺骨の引取者がいない場合などの状況では、ご献
体いただけない可能性があります。 

Ｑ．献体時の費用は必要ですか。
Ａ．ご遺体の引き取りからご遺骨の返還までの諸費用（お別れする場所から大学までの搬送費

用、火葬費用）は、大学にて負担いたします。ただし、ご逝去された場所からセレモニー会場
までの搬送費用、通夜・葬儀の費用および埋葬費用等は大学で負担することはできません。
 

Ｑ＆Ａ
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Ｑ．アイバンクへの登録や臓器提供意思表示カードを携帯していても入会できますか？
Ａ．同時登録は可能ですが、アイバンクへの献眼は１眼のみとなります。また、臓器提供され

た方は献体することができません。

千葉白菊会会員からの質問 → 千葉大学亥鼻地区総務課総務第一係 献体担当（０４３－２２６－２９８８）

Ｑ．住所や連絡者が変わったらどうすればよいですか？
Ａ．住所だけでなく、電話番号や会員証（小）の裏面にある縁故者（連絡者）等の変更がある場合、

できるだけ早く 千葉大学亥鼻地区事務部総務課 総務第一係献体担当 にご連絡下さい
（０４３－２２６－２９８８ 月～金 ９時～１６時※祝日は除く）。また、会員証を紛失された方も再発
行いたしますのでご連絡ください。

Ｑ．千葉県外へ転居したらどうなりますか？
Ａ．千葉白菊会では、ご遺体のお迎え可能地域を千葉県内とさせていただいております。県外

へ転居された場合は、千葉大学亥鼻地区事務部総務課 総務第一係 献体担当 へご連絡願
います。登録の継続ができない場合は、退会のお手続き、あるいは転居先地域の献体登録
団体の問い合わせ先をご案内いたします。また、県外の病院等でお亡くなりになった場合
は、ご遺体のお迎えができないことがございます。 

Ｑ．入会後、状況や心境の変化により登録を取り消すことができますか？
Ａ．もちろん、ご本人の意思により登録の取り消し・退会は自由に出来ます。千葉大学亥鼻地

区事務部総務課 総務第一係 献体担当に退会届をご請求いただくか、氏名、会員番号、退
会理由を記入し（書式は問いません）、会員証（小）を同封のうえ郵送にてお届けください。
会員証紛失の場合は、紛失の旨ご記入いただければ結構です。なお、ご本人による書面で
の意思確認が必要なため、お電話のみでの受付はできません。

ご家族からの質問 → 千葉大学医学部（０４３－２２２－７１７１内線５０１７）

Ｑ．会員が死亡したとき、どうすればよいですか？
Ａ．まず、できるだけ早く千葉大学医学部へ連絡してください（０４３－２２２－７１７１  内線５０１７）。

土・日・祝日２４時間受付しております。ご連絡頂いた際に、お迎えの日時を相談いたしま
す。なお、夜間・休日は警備員が対応いたします。

Ｑ．献体をするときのご遺体に何を着せたらいいですか？また、棺は必要ですか？
Ａ．特に決まりはございませんので、普段の寝間着等でお送りください。お棺はご準備いただ

いても、移送の際お引き取り出来ませんので必要ございません。
Ｑ．献体後、遺体との対面は可能ですか？
Ａ．申し訳ありませんが、大学への移送後はご遠慮頂いております。
Ｑ．遺骨が返還されるまでの期間はどれくらいですか？
Ａ．ご遺体をお預かりしてからおよそ２～３年、お待ちいただいております。ただし、解剖の

目的によっては、１年前後で解剖が終了することもあります。ご遺骨は、千葉大学の「解
剖慰霊祭」におけるご遺骨返還式にてお返しいたします。解剖終了後、ご遺骨返還の目途
がつきましたら大学より連絡いたしますので、慰霊祭前のご返還も可能です。

Ｑ．献体後、遺骨を大学でずっと預かってもらえますか？
Ａ．ご遺骨の保管場所がないため、必ず返還させていただいております。
Ｑ．遺骨を灰にして返してもらえませんか？
Ａ．ご遺体は火葬後千葉市斎場の取り決めにより、ご遺骨の状態にてお返ししております。一

度骨壺に納骨されたご遺骨を、あらためて粉骨作業を行って散骨などをする葬儀社もござ
いますので、そういった葬儀社へご相談ください。

Ｑ＆Ａ
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千葉白菊会会員のご家族の方々へ
献体の実行について―千葉大学医学部からのお願い

　千葉白菊会会員の方がお亡くなりになった場合、通夜・告別式・大学からのお迎えの日取り等をご
遺族の皆様でお決めになったうえで、千葉大学医学部に電話にてご一報ください。
　なお、千葉白菊会への連絡は必要ありません。

１．大学への電話連絡 ０４３－２２２－７１７１（代表）
　　電話交換手に「献体登録者が亡くなりましたので、献体を行います」とお伝えください。
　　担当者におつなぎしますので、献体の日取り等（詳細は下記２.）についてお知らせください。
　　○平日（午前８時３０分から午後５時１５分）
　　　医学部の献体担当職員（内線５０１７番）が対応します。
　　○上記以外の夜間、土日祝日の場合
　　　職員の勤務時間外は警備員が対応するようになっています。

２．お知らせいただく内容
　ご遺体を大学へお渡しいただく日時などについてお知らせください。その他ご不明な点はここでお
問合せください。お迎えには大学から委託された葬儀社の者が参ります。

３．献体手続きに必要な書類
①死亡診断書の写し……医師の死亡診断書をコピーしておいてください。（お迎えの際に必要となり

ますので必ずお迎えまでにご用意いただき提携の葬儀業者にお渡しくださ
い）

②埋火葬許可証……市町村役場に医師の死亡診断書を添えて「死亡届」を提出すると交付されます。そ
の際、火葬場所は「千葉市斎場」とご記入ください。

③解剖に関する遺族の承諾書……献体お預かり後、郵送いたしますので、ご署名・捺印のうえご返送
ください。返信用封筒を同封しますので、埋火葬許可証と一緒にご
返送ください。

＜まとめ＞①の書類はお迎え時に葬儀業者に手渡し。
　　　　　②・③の書類は後日大学から返信用封筒が届いてから大学へ郵送。

注意事項
※　亡くなられてからお迎えまで数日間あく場合は、ご遺体が傷まないようご配慮ください。
　　お棺にドライアイスを入れる場合は、直接ご遺体に触れないようお棺の四隅に入れてください。
※　事故死（交通事故、れき死、水死等）や自殺の場合は献体できません。その他、お体の状態によ
り保管のための処置が困難な場合にも、献体できないことがあります。

ご不明の点がありましたら、医学部の献体担当職員にお問合せください。
（０４３－２２２－７１７１  内線５０１７）

アイバンクにも登録されている場合
※　登録者が亡くなられた際には、なるべく早く、まずアイバンク協会にご連絡ください。
　　平日 ０４３－２２２－６８０３、夜間休日 ０４３－２２２－７１７１　内線６５４７
　　その際、アイバンク協会に献体登録者であることを合わせてお伝えください。
　　（献体登録者はアイバンクへの提供は片目だけになります。）
　　その他、アイバンクに関する詳細は、アイバンク協会にお問合せください。
　　アイバンク協会への連絡後、あらためて大学へ献体の電話連絡をお願いいたします。
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